


わが国の損害保険業界は，火災 ・交通などの事故防止のため， 各種の防災

事業に力を注いでおります。

たとえば，損害保険会社の拠出金で，全固め都市に消防自動車や消防用無

線川清機 ・防火貯水槽などを毎年寄贈し，消防力の強化に協力しています。

司，鼻

そ のほか， 秋の火災予防運動では，防火ポスターを 50万枚製作し，全国の市 '・= 
町村にはん布するなど，防火思想、の高揚に努めております。

（社）日本損害保険協会では， 災＇._I壬予

防 ·j~業として， 20年前から総：作防災誌

予防時績 を定期刊行しております。 そ

のほか．本誌の裏表紙に描載してあり

ます弁聞の刊行物や映画・オー トスラ

イドを制作し，広〈活用していただい

ております。

また，防火に閲する講誠会 ・研究会

．座談会を全国各地でたびたび開催し

災害予防が業を推進しております。

さらに，産業の発展にともな って’J¥-

放も巨大イじしてまいりましたので， ー

れに対処するrw災につきましては． と

くに，新しい謀題として積極的に取り

組みたいと考えております。

演害保険料率算定会では． 技術研究

部が災害のL基礎研究に努力しています。

また，大学・研究所などのi諸先生がた

を委員とする災害科学研究会を毎月 1

回開催し，災害に関係のある諸問題の

研究発表と討論をしていただし、ていま

す。 この研究会には，気象 ・地謀・建

物 ・消防 ・爆発など10部会があります

が， 創設以米20年になり，その成果は

直接 ・間被に保険業務にlfllリ入れられ

ています。
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あけましておめでとうございます。新春のごあいさつとともに本誌に対する常々の

ご支援に対しむからのお礼を申しあげます。

昨年1年をふりかえってみますと，相変わらずの重大災害つづきで. 10大災害の選

出に困惑するほどです。 トルコ，ベルー，イランの大地震， ドナウ川および、パキスタ

ンの大水害など外国での大災害を除外しても， かりふおるにあ丸の沈没（2月〉， 大

阪の地下鉄工事現場での都市ガス爆発（4月〉，豊橋の豊栄百貨店の火災（2月〉，宇

都宮の福田屋デパートの火災（ 9月〉，東京港におけるタンカーていむず丸の爆発 ・火

災 (11月〉など，記憶に残っているものを並べるだけでもたいへんなほどです。

さらに， 日本全国での公害さわぎ，交通事故とともに焼死者数および火災損害額の

新記録など，まったくかんばしくない話ばかりです。災害こそ，工業化社会のひずみ

と言えましょう。

本来，工業社会の科学技術は，人類に貢献するものであるはずです。ところが，急

速に発展 ・向上しつつある科学技術が社会にひずみをもたらしているがの現状です。

災害をなくすためには，このひずみを解消し，人間優先の科学へと考え方を転換す

-""-. る必要があります。すなわち，防災科学技術の発展こそ真にヒューマンな方向と言え

ましょう。（Q)
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臨筆

歩どまりと労働衛生

久保田重孝
（労働衛生サーピ7-セγター所長〉

職業病を予防する方策はいろいろあるが，そ

の1っとして，“無駄を省く”ということも有効

だとわたくしは考えている。

職業病をおこす原因となるガスや粉塵は，職

場で用いる原料，中間物ないしは製品であるこ

とが多いので，これを漏らしたり，こぼしたり

すれば，それだけ無駄になるが，それが一方で

労働者に吸入されたり，皮膚についたりして職

業病をおこすことになるのであるから，結局，

歩どまりを悪くした分だけ職業病が多くなるこ

ととなる。無駄も無駄， 2重の無駄と言わざる

を得なL、。この意味で，無駄をはぶき，歩どま

りをよくすることが，経済だけでなく労働衛生

にも通ずるのである。

実は，現場の方々にこうし、う話をすると，観

念的にはよく理解して貰えるのであるが，さて，

そういう方々の管理する現場を見ると，ネジが

よくしまらないで，溶剤がポタポタと床にした

たっていたり，木の床のつぎ自に，細かL、水銀

の粒がピカピカと光っていたりすることがよく

ある。しかも，それを技術家の皆さんはあまり

気にされない。

どうも不思議な無神経さであるとわたくしは

最初は思ったのであるが，しかし， よく考えて

見るとこれには無理もないところもある。

工場の技術家の皆さんは，もちろん，日夜，

いかに歩どまりをよくするかに骨身を削ってお

られるのであるが，それは，何百トン，何千ト

ンの中で，何トンのロスをなくすかという話，

せいぜいスケールを小さく見つもったとして

6一予防時綴

も，何トンの中の何キログラムという水準の話

であって， 自に見えるか見えないかの水銀の粒

が少しくらい加わったからと言って問題になる

ような精密さは要求されない。そもそも水準の

ちがう話なのである。

それ故に，歩どまりと労働衛生との関係は，

観念的には理解できても，それを現場に当ては

めようとするとピンと来ない。ちょっとした漏

れやこぼれに神経質になる前に，単に歩どまり

だけを考えるならば，もっと大事な，もっと直

接的な方策がほかにたくさんあるとしづ感覚で

あろう。

しかし， 労働衛生という観点からすれば，キ J

ログラムどころではない。もっとずっと少量の

マイグロ グラム， すなわちキログラムの10億分

のlの単位が問題になるのであって，ちょっと

した漏れやこぼれに神経質になること自身が，

ただちに具体的な効果を生む。それを現場の技

術者の皆さんにも， 身をもって体得して欲し

い。職場を監視する限の精密度を，この際いっ

きょに10億分の lまで細かくしていただきたい

と思うのである。

この話は，っきつめると，生産と衛生問題の

スケールの差ということになろうが，実は，こ

れほどかけ離れた差で、はないにしろ，安全問題

と衛生問題との聞にも似たような関係が見られ

る。

この頃， よくマスコミにもとりあげられてい

るppmという単位は，周知のとおり労働衛生に

関連するもので，労働者が正規の労働時間内の

作業をするばあいは，健康上支障を来たさない

ことを目標にした有害ガスの許容濃度がアメリ

カでもソ連でも，日本でも定められているが，

それはおもにppm単位で、示されている。金属の

粉塵などのばあいは mg/m3で現わされている

が，とにかく， 100万分の lの単位ということで

ある。

ところが，安全とL、う見地から問題にしてい
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るガスの爆発限界は， vol%で示され， ppmと

いう単位との聞には 10000倍のスケールの差が

ある。たとえば，ベンゾールの爆発限界は 1.4 

～7.1%であるのに対し，許容濃度は， 25ppm 

co. 0025%), トルオールのばあいで、も， 1. 4～ 
6. 7%に対し， 100ppmである。

もちろん，安全を目標にしたばあいでも，衛

生的見地からの処置のばあいでも，わずかな原

料や製品の漏れやこぼれが問題になる。しかし，

爆発限界だけを考えていると，広い室の中に1

ccや2ccの溶剤がこぼれていることがそれほど

気にならないのに対し，衛生的見地ではそれす

‘ ら大変なロスということになる。
もう10年以上も前になろうか，東京，名古屋，

大阪地方などで，サンダルの底ばりをしていた

内職者に重症のベンゾール中毒がおこり，数名

の死亡例まで発生して社会問題になったことが

あるが，この作業場では，ベンゾールの入った

ゴム糊をとり扱うため，気中ベンゾール濃度が

300～500ppm以上に及ぶことがあった。この濃

度は爆発限界よりはるかに少なし実際にそう

いう事紋はなかったが，許容濃度とく らべて見

るとその10倍以上に当り，そのために重症，死

亡例がおこ ったわけでーある。こと新しくわざわ

ざ言われなくてもわかっているという方が多い

とは忠うが， 日常業務として慣れてしまうとこ

ういうスケールのちがし、は，あまり意識しなく

なってしまう。それがむしろ恐ろしい。

そういう，む味で，現場の皆さんにも，これか

ら歩どまりのことを考えるばあいに，いつも，

100万分のし 10億分の lのスケールまで，き

めの細かし、注意を行き届かせることをおねがい

したいと思うのである。さらに具体的に言えば，

現場の技術家の方々は，安全問題のところまで

は比較的よく考えていただけるが，衛生問題の

スケールでは何1々 到達し難い。それを少しでも

打開して欲しいという，労働衛生関係者からの

提言と して受と ってもらえば幸いである。

84号（1971.1. 1) 
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高層マン ション是々非々

志賀四郎
（日本保安用品協会専務理事〉

東京には珍らしく美しく晴れ上ったある日曜

の午後，わたくしは新宿副都心を散歩した。京

王プラザ ・ホテルもほとんど外装はで、き上って

い，いま46階目の壁の取り付けをやっている最

中で， わたくしはちょっと離れたところから，

その作業を眺めていた。

窓孔の3つあいているカーテンウオールの 1

片（軽量コンクリート製で縦3.3m，横5.12m)

をまず数名の作業員がワイヤーロープの先にボ

ルトでしっかり固定する。それが終ると， トラ

ンシーバーで合図するらしく， 47階の屋上に立

っている巨大なクレーンが遠目にはゆっくりと

その壁面体を織き上げだした。一体何分ぐらい

かかるだろうと腕時計をみていると，ちょうど

5分間で46階に着き，上で待ち受けている作業

員（ここからはアリのように小さく見える〉が

手許にたぐり寄せ，そして，やがて，ピタッと

所定の場所に納まった。そして，また，ワイヤ

ーロープはするすると降りて来る。風もなかっ

た日で作業はおもしろいほどはかどっていたが

このような建築工法によって， 36階建ての霞ヶ

関ピルも， 42階建ての世界貿易センター ・ピル

もあんなに短時日ででき上ったのか，この分で

ゆくと，明日にもこのピルの外装は終るに違い

ないとわたくしは感心して眺めていたのであっ

た。

しかし，陽もようやくうすづきはじめ，真白

なホテルの外装も少しオレンジがかつて見えだ

したので，わたくしは家に帰ることにし，その

建設場の横を通り，新宿駅の近くまで来かかっ

予防時報－7



随筆

たとき，この高さ 170mのピルディングの影が

そこから 500mも離れた駅前のピル群をすっぽ

り蔽っているのに気が付いた。大ゲサにいうと

一種の恐怖感に襲われたのである。 というの

は，このあたりの建物がすべてオフィス・ビル

であり，さえぎられているのは西陽だからよい

ようなものの，もし，このような高層ビルが南

側に建ったら，いったい，その蔭になる人家は

どうなるだろうと考えたからである。

わたくしにも，かつて日照権を奪われた苦い

経験がある。狭いわが家の庭の南側にある隣家

が，ある日突然， 2階を建て増しはじめた。わ

が家に陽が当たらなくなるからと， 2,3度抗議

したが，民法上はどうにもならぬということで

引き下った。それからの2年間というものは夏

はまだ太陽が真上にくるからし、L、が，冬は1日

中陽が当らなくなってしまったのである。とう

とう，無理してこちらも 2階を建て増して，ょ

うやく子供部屋だけは日照権を取り戻したが，

隣家の人達とは長い間気まずい思いで頭を付き

合わせねばならなかった。

これが2階だからまだし、し、が，たとえば，わ

たくしの家の南側50mのところに， 10階建ての

マンションができたら大変である。おそらく 1

年中，夏も冬も陽が当らなくなるであろう。そ

うなると，わが家と土地（約40坪ある〉を売り

払って他にうつろうにも，おそらく，地価はい

まの3分の lになってしまうであろうから，越

すに越せない大井川，ということになるに違い

ない。

近ごろは高層マンション ・ブームで，都内の

あちこちに，それこそ雨後のタケノコのように

民営の高層住宅が建ちだした。おそらくその日

陰になった人家は，泣き寝入りになっている例

が多いのではないかと思う。これも一種の公害

ということになる。

だからといって，わたくしは現在の高層住宅

ブームに反対するものではない。わたくしが高

8－予防狩.

層住宅に関心を持ちだしたのは， 10何年前，上

野で、聞かれたル ・コルピュジエ展をみて，都会

から平家建ての密集家屋を一掃し，そこに高層

住宅を建て，空地には樹木を植えて，太陽と緑

と空間をエンジョイせよという提唱に共鳴して

からである。そして未来の大東京都の姿を思い

描くとき，どうしてもそうあらねばならないと

考えたからである。

それに，あと30年以内には東京に，大正12年

の関東大震災級のマグニチュードの地震がやっ

てくることは，もはや1つの常識と考えるべき

であって，しかも，そのぼあい，現在のような

東京のあり方では，その被害の凄まじさは，と _,.r 

ても大正12年どころの騒ぎではなく，正直な話，

消防もお手上げだとも聞いているからである。

その惨禍から東京を救うのは，耐震耐火の高

層住宅ではないかとわたくしは考える。〈もちろ

ん，初めから，スペースをじゅうぶんにとった

ひばりが丘のような団地についてはここでは論

じないことにする〉。 それに新聞や雑誌には，

もし東京に大地震がきたら，江東地区が真先に

壊滅し，死者は30万人を下らないだろうなどと

書かれている。わたくしは，前の週の日限日，

深大寺に散歩にゆく途中，高架となった中央線

の車窓から，木造のアパートがびっし りとつま

っている世田谷や杉並の沿線の風景を眺めたと

き，これでは，大地震がきたらこのあたりは総

なめとなって被害は江東区とあまり変らないの

じゃないかと思った。

わたくしは，現在のままの東京では，東京中

の家庭（独立家屋とアパート住居を問わず〉が

1戸1戸に消火器を必ず備えて，自火はもとよ

り，ご近所から出た火は，自分達で消し止める

以外にもう自分達の命を守る途はないと考えて

いる者である。 L、くら逃け．たって，都内の大部

分は家ばかりが密集し，道路は自動車でふさが

ってしまう。近所にはガソリン ・スタンドや

LP Gスタンドがあり，とくに，下町にはいろ

84号（1971.1. 1) 



いろな危険物や爆発物を貯蔵している工場もあ

り，逃げたって逃げ切れるものでなし、。だから

関東大震災のようなことになったら避難などは

いっさい考えず，消火器と消火パケツで自衛消

火するよりほかはない，そのためには，戦争中の

ように消防訓練などが必要ではないかとさえ思

っている。ただ，そういうとき，高層住宅は，そ

のマンショソに火が入らない限り，少なくとも

火のまん延をそこで食い止める障壁になること

は間違いなし、。そうだとすると，今は，とかく

住民から限の仇にされている高層マンションが

そのとき，意外に役に立つのじゃないか，つま

唱 り，高居住宅が防火壁となって，東京をある程

度大火から救うのではなし、かと思う。

ただ，そのばあい，高層住宅から火事が出た

らどうなるかという問題が残されている。まさ

か地震で倒壊することはあるまいが，化粧レン

ガや窓ガラスはパラパラ上から降ってきて，付

近の人々に迷惑を与えることを考えなければな

らなL、。また， 3階以上の居住者の恐怖は， 2 

階建ての木造に住んでいる人のそれより強L、か

もしれない。そして火元を消さずに階段を駈け

降りることもあろう。割れた窓ガラスから火炎

-- が外に出て，ベランダ伝いに次から次へと燃え

うつる可能性もある。駈けつけた消防車は， 8 

階以上にはしごは届かぬし，それより，木造家

屋の火事を消すことが先決だから，こちらには

やって来なL、かもしれなL、。その高層マンショ

ン全体が火に包まれることもじゅうぶんにあり

得る。

西武デパートの小火でさえ，消すのに臨分時

聞がかかったとし寸前例もあるので，高層住宅

は，防火壁と してじゅうぶん役に立つけれども，

このようなことを考えて置く必要があると考え

る。

tli：に 「杷憂」とし、う言葉がある。杷という国

の人が，いまに天が落っこちてきゃしなし、かと

心配していたとし、う故事から出た言葉だが，関

84号（1971.1.1)
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東大地震再来説は，決して杷憂とし、う言葉で片

付けてはならなし、。必ず，来るものとして，今

のうちに準備をしなけりゃならない。わたくし

は，土地収用令を発動してでも，今のうちに，

江東地区は，高層住宅ばかりにすべきだと思っ

ている。

新しい消防人
一私の教育目標一

山 田 滋
（消防大学校校長〉

70年7月消防大学校長を仰せつかって消防界

に再入門することとなった。就任早々朝日新聞

のインタヴューで述べた抱負を，今回「新しい

消防人」として臨筆風にでも展開してほしいと

いう編集部からのご注文を受けたが，このテー

マを限られた紙数に，しかも肩のこらない調子

でまとめ上げるのは，消防界に返り新参の身と

して年輪不足のわたくしにはいささか荷が重い

ようだ。しかし考えてみれば，消防職団員に対

する高度の幹部教育を使命とする消防大学校に

おいて，このテーマこそわたくしが就任以来目

指してきた教育目標であり，これからも努力し

なければならない中心課題である。

そこで，ここでは，わたくしがこれまで随時

感じてきたこと，いわば校長としてのわたくし

の心の軌跡とでもいうべきものを，消防大学校

の現況報告を兼ねながら，読者諸賢に素材とし

て提供し，その中から問題の所在を探っていた

だくことにしたい。

(1) 

就任間もない7月10日，さっそく上級幹部科

と予防科合計 140名の卒業式を迎えた。わたく

しはこれら消防界のトップクラスの現地指導者

達に向っておこがましいとは思ったが，率直な
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心の叫びをそのまま訴えた。内容は 「聞かれた

消防人となれ」ということ，すなわち，聞かれ

た知能で、積極的に外界の栄養素を吸収して社会

的視野を拡げ，また聞かれた心で狭い消防のカ

ラを破って外の環境に飛び込み，とけ込む努力

を要望したのである。

(2) 

9月118，機会を得て鹿島臨海工業地帯を視

察した。 30社に及ぶわが国の代表的企業が短期

間にピッチを上げて建設を競い合っている姿は

そのまま日本産業界の実力誇示であり，地域開

発というよりはむしろ国土の新しい建設という

力強きがあった。それだけに， 1000万坪に及ぶ

広大な地域にわたって火災や救急の事態に備え

ながら，危険物規制をはじめ予防行政の万全を

期さなければならぬ，現地消防機関の責任は，

この上もなく重大だと痛感させられた。

この地域の消防力は関係4町村が一部事務組

合を作って共同体制を固めているが， 中心地神

栖村にある消防本部のO署長を訪ねて，その不

屈の努力とたくましい意欲には心打たれるもの

があった。

関係町村聞の連絡調整に常に心を砕きつつ，

着々と人員 ・施設の整備を進める一方，進出企

業のヴェテラン達との折衝に太万打ちできるよ

う専門的勉強を続けながら，各社の実情をしだ

いに把握して行き，今では立派に新しい工業地

帯建設のための安全コンサルタントとしての役

割を果していると見受けられた。しかもO氏は

茨減県消防学校よりの派遣職員ながら，消大警

防科の卒業生であって，彼の現場体験からにじ

み出る意見には傾聴すべきものが多かった。そ

の中で3「自分は消大での勉強によって消防に開

眼したと思うので卒業後もこの気持を維持発展

させるよう努めている。また職場に帰った卒業

生がせっかく新しい意欲を燃やしているのを，

職場の上司が水をかける事例がまま見受けられ

るが，むしろこの気持をうまく育て活用して行

くことがたいせつだと思う。」などの話はおおい

に参考になったので，その後さっそくわたくし

の講話の中に取り入れさせてもらった。

(3) 

わたくしはこれまで全人的教育を目指し，各

科学生の入校式当日，歓迎コンパを聞くことを

手はじめに，人間的接触を深めることを必要と

考えてきたので，学生の寮生活の運営状況には

とくに注意を払ってきた。

大学校としてはこれまで原則として不必要に

学生達を拘束することなく，ただ全国から預か

っている人材の管理責任上，最小限度のきまり

を設けてきただけで，あとはあげて学生の自主

的運営に任せている。これまでその運営ぶりは

おおむね満足すべきものであったが，最近学生

が外出して午後10時以降に及ぶばあい連絡が十

分でない事例が l,2見受けられた。

大学校として責任上少なくとも学生の所在だ

けは把握しておくため，その連絡を求めている

のであるが，この程度のきまりは社会的常識で

もあり，まして規律を尊ぶ消防人としては進ん

で行なうべき自己規制の部類に入ると思われ

た。この点まで、ルーズに扱うことはかえって学

生にとってもプラスにならないとの判断の 下

に，時折夜間10時すぎに不時点呼を行ない， た

またま無届で予定より 1時間以上も帰校の遅れ

た 1,2の学生に対しては「教頭注意」という

方法で自覚を促してきた。反面，信賞必罰を期

する意味で善行表彰を行なうこととし，過般外

出中国電の駅構内で負傷した乗客に対して率先

して自ら看護に当り，しかも淡々とした態度を

持して関係者の感謝と尊敬を受けた学生K君を

全員の前で表彰した。これら両面の措置は学生

の聞に相当の反響を呼び，けじめをつけたこの

行き方に賛同する声も少なくなかったと思う。

(4) 

10月15日，第2回全国消防操法大会に臨み，

ひさしぶりで各都道府県代表の消防団員諸氏の
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きびしい訓練にきたえられ気合のこも った動作

に心打たれた。やはり全国の消防団が一堂に会

し，実戦に備えて技を競い合うこの大会の意義

は大きいという実感があった。当日わたくしは

大会審査長の大役を負わされ，審査の成果し、か

んは，今回のみならず今後の大会運営の成否を

左右すると思って，内心すくなからぬ心配があ

った。しかし，幸いにも大会参加者全体の純粋

な消防精神が盛上りを見せたのと東京消防庁か

ら派遣された審査員各位の献身的な努力のおか

げで，いささかのトラフツレもなく有終の美をな

すことができて感謝の念ひとしおだった。とく

唱 に準備段階から当日まで果敢にまとめ役を果し

-

てくれた東消消防学校のT君の水ぎわだった活

躍ぶりは，あたかも今後期待される新しい消防

の能率を象徴するかのようだった。

(5) 

このように校長就任以来今日に及ぶ拙ない随

想を断片的に並べてみると，わたくしが教育目

標として目指している消防人の理想像が自然、と

浮び上ってくるような気がする。それは要約す

れば「たくましい身心をもち，地域社会の住民

から人間的にかつ公務員として愛され信頼され

る消防人」ということになろうが，わたくしと

してはとくに「視野が広く先見力があって社会

から頼られるたのもしい消防人」という点に力

点を置きたいと思う。

過般降矢消防庁長官が新任早々の10月21日全

国消防技術者会議の席上で，新しい消防行政の

あり方として，（1）事後処理よりも事前処理を，

(2）消防に関連する行政の総合化，（3）現場的発想

の尊重，という 3点にとくに重点を置いて説示

された挨拶の内容はわたくしとしては日頃の教

育方針そのものの裏付けを得たようで，まこと

に心強い思いがした。

ことに「事前処理」の尊重ということはいわ

ゆる未来の先取りということであって，すべて

これから未来に生きる人聞は激変する社会に対

84号（1971.1.1)

ずいひつ

応して行くため，アルヴィン ・トフラー（Alvin

Toffler）のいわゆる「未来の衝撃」を極力緩和

する努力を続けなければなるまい。とりわけ新

しい技術がし、わば次々と新しい危険や事故を用

意しつつ進展して行くとき，これに備えて安全

の戦士たる消防人は世人の先頭に立ってすぐれ

た先見力をもって，来るべき未来の芽生えを示

す諸現象の中から，たえず未来社会の姿を予測

し想定して行く能力が必要となる。そして，安

全工学や安全管理の発展に伴う消防技術面の開

発を通じて新しい社会の安全に貢献する実績を

積んで行かなければならないだろう。そして来

るべき趨産業化時代一一それはトフラーによれ

ば，加速度的推進力をもって激しく変化し，あ

らゆる部面に永続性の乏しい一時性の支配す

る，不安定な，いわば使い捨ての社会になると

いうーーに処するためにはとくに教育のあり方

が大切であって，人々はたえず変転する未来の

予測をしながら生きて行く習慣を確立するた

め，これからは年齢にかかわらず一生を通じて，

必要に応じて教育を受けて行くことが望まし

く，これが未来に適応するための最大の武穏と

なるだろうといわれる。

このことは今後いよいよ消防大学校の責務が

重大化して行くことを痛感させるものである

が，それとともに消防人自らが聞かれた心と知

能をもって，たゆみなく積i極的に未来社会の中

で研さんを積んで行く熱意、と努力こそは，かつ

ての縁の下の力持ちとしての，地味であり同時

にまたカラに閉じこもりがちだった消防人から

の脱皮を可能ならしめるだろう。そして新しい

社会のたくましい牽引力としての役割を果して

行ける新しい消防人となるために，それが最も

有力な導標となるだろうことは間違いないと思

われるのである。

※ ※ ※ 
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圃随想

安全 のコ ス ト

中野 岡リ

圃 はじめに

昭和44年2月，東北は郡山市にあるB温泉

ホテルで、大火災があった。 31人の焼死者が出

た火災で，新聞紙上に大きく報道されたの

で，記憶している方も多いと思う。わたくし

はたまたま社命により，このホテルの調査を

担当した。

焼跡特有のキナ臭いホテルの玄関をくぐっ

た。そこの広いロビーはもっとも被害の少な

かった所で，正面の総ガラス窓はl枚も割れ

ていなかった。しかし，ここで23人の尊い犠

牲者が出ていた。

l番近い人は，正面のガラス戸からわずか

4～Smしか離れていない。どうして逃げ切

れなかったのであろうか，火災の猛烈な煙と

夜の閣は，この人たちに余りにも無情であっ

たようだ。

それからわたくしは，ホテルの中をくまな

く調べて歩いた。 3階に上った時，非常口の

ドアーを何気なく聞いて思わず傑然、とした。

あるべきはずの非常階段が無いのである。自

の前に地面がいっぱいにひろがり，石ころの

lつlつが真昼の大陽に照らされてはっきり

見えたことを今でも忘れることができない。

「生命の安全は何よりも大切である」と言え

ば，誰もが「あたりまえだ」と答えるに違いな

い。しかし果してそうであろうか・ー－。

12一予防防毅

~グレンビュ ーにて

シカゴの郊外， グレンビューの静かな IHJ

に，スイフト社とともに世界最大の食品企業

であるナショナノレ ・デアリープロダクツ社の

研究所がある。完成して間もない建物で，米

国でも有数の研究所の 1つであると案内の人

が説明してくれた。

本館は鉄筋コンクリート 3階建てで，カー

テンウオール工法による底抜けに明るい建物

である。中央の長い廊下の両側に研究室がズ

ラリと並んでいる。

このようなレイアウトはわが国の最新の研

究所と較べてそれ程の違いはない。しかし，

廊下をはさんで片側の各研究室の入り口のド

アーは裏表とも真赤に塗られ，反対倶~の研究

室のドアーはいずれもグリーンに塗られてい

る。アメリカに入国して以来，ケパヶパしい

色彩にはすっかり馴れているため，初めは何

とも感じなかったが，説明を聞くにつれ，思

わずそのドアーをつくづくと見直したもので

ある。

先ずこの彩色の目的であるが，火災の際，

夢中で逃げる時，このあざやかな色は急に聞

かれたドアーにぶつかる危険を防止してくれ

る。また， この色によって逃げる方向を知る

ことができる。非常階段の入り口は，グリ ー

ンのドアーの側に設けられているのである。

次に，この非常階段のドアーを見ているう

ちに改めて考えさせられた。わが国のばあ

い，屋内に設けられた非常階段は，実は日常

の昇降が主目的であるため，平素は開放され

たままとなっていて，非常の際にヒューズ・

メタルが溶けて自動閉鎖される仕組みになっ

ている。

しかし実際の火災に当たって，このヒュー

ズ・メタルは，火炎の侵入は防げても煙に対

して全く無力であることは言うまでもない。

このことは極めて重要な問題を示唆してい

る。
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東京にも，正面玄関に階段の無い外社系の

ピルがし、くつかあって，わたくしは，外人と

は何と無精な人間であろうかと笑ったもので

ある。

この研究所L わずか3階建てであるが，

昇降はすべてエレベーターで行なわれてお

り，長い廊下の3か所に設けられた非常階段

のドアーは常に閉じた状態にある。そしてこ

のドアーの非常開閉装置には（豆Dマークが

刻まれていた。

話は横道にそれるが，わたくしはこの前日

シカゴの旧市内にある古色蒼然たるれんが造

りのUL本部を訪れている。

地下のテスト・ルームで，巨大な重油パー

ナー炉の前面に取り付けられ，真赤に焼けた

実大の防火戸が，弓なりにそりかえって，非

常開閉装置のロックが今にもはずれそうにな

っている光景に立会っている。最高 1260。C

の加熱と，注水による膨張 ・収縮で，ロック

がはずれなければ合格となる。

このテスト中は， 16mm映画が連続撮影さ

れ，さらにあらゆる角度からスナップ写真が

とられている。 UL検査員の真剣な顔と，メ

ーカー側の立会人のもの静かな態度が，重油

の炎に映えて異様なまでに厳粛な雰囲気をか

もし出していた。

さて，話をもとに戻そう。研究所の非常ド

アーは両聞きのフラッシュ ・ドアーで，逃げ

る方向に開く方式であることはわが国も同様

である。しかしその特長は，ノプ（把手〉のか

わりに， ドアーの幅いっぱいに，ほぽ腰の高

さで水平に取り付けられたステンレス製のパ

ー，すなわち非常開閉装置である。

このバーにちょっと手を触れると，ガタン

と音がして実に軽くドアーが聞き，そしてゆ

っくりと自動的に閉じる。

わが国の非常ドアーは，ほとんどが普通の

ノブ形式のものが多く，この種のものはまれ

にしか見たことがない。時にはドアーの凹部

84号（1971.1.1)

にはめこまれた極めて小型のノプの付いた非

常ドアーを見かけることがあるが，命からが

ら逃げて来て，このノプを捜し当てるわずか

の時聞が，命とりにならないとは誰が保証で

きるであろうか。

圃シャワーとブランケットと消火器

このタイトルの3つの品の組合わせが，何

を意味するのか，すぐに理解される方は少な

いと思う。同じ研究所内でのことである。

カラードアーを聞けて一歩中に入ると，す

ぐ真上の天井に空気吹出し口を小型にしたよ

うな円型ルーパーが取り付けてあって，横に

チェーンが垂れ下っている。わたくしがその

チェーンに触れていると案内の人があわてて

やって来て，「それに触るな」と言う。チェー

ンを引くと水が吹き出す仕組になっている。

また，研究室の2室ごとに，廊下に面して

小さな戸棚が設けられている。聞いてみると

中にはAB C消火器と炭酸ガス消火器，それ

に石綿製プランケット，そして電気の分電盤

と，ガスと水道の栓が設けられている。

「これはよくできている」。電気を切り，ガ

スの栓をとめ，ブランケットをかぶり，シャワ

ーを浴びて消火器で消すものと，とっさにそ

う判断した。しかし説明は全く逆であった。

シャワーは，研究員の火傷や，浴びた薬品

を洗い流すものであり，プランケットは逃げ

るときにかぶるものである。火災はスプリン

クラーが自動的に消してくれるであろうし，

かりに消火活動が必要なばあいでも，それは

特別に消火訓練を受けた人が従事する。他の

人は逃げることだけを心掛ければよい。

試みに「火災が発生したばあい，まず最初に

出す指令は何か」と聞くと，極めて明快に「避

難命令」と言う答が返ってくる。

わが国でも，ホテルや百貨店，あるいは超

高層ビルには，これと同じ考え方が通用する

が，一般の工場や事業所などでは『とっさの

防火の心得』として，女子従業員にまで消火

器の使い方を訓練しているところが多い。事
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実，従業員の手によって未然に消火された火

災は，おそらく相当の件数に達するだろうと

思われる。

先祖代々受け継がれてきた『火の用心』の

国民性が，火を見ると反射的に消す行動に駆

りたてるのであろう。しかし，昨今のように熱

にあうと毒性のガスや多量の煙を発生する合

成樹脂や，新建材が多く使用されている現実

を考えるとき，この日本の美徳も大きな転換

期にさしかかっていると言わねばなるまL、。

ltl安全を買う

わたくしは，つい最近，地方出張のさいに

偶然に購入した本で，ユダヤ人が『安全』につ

いて極めてユニークな考え方を持っているこ

とを知った。読まれた方もあると思うが，イザ

ヤ・ベンダサン著『日本人とユダヤ人』である。

わたしは，この本の内容をここでPRする

つもりは毛頭ない。しかし，この本は日本人

の気付かない長所・短所をするどくえぐり，

実にたくみに描いている。そして，わたくし

がアメリカで、受けた，安全に対する強烈な印

象疑問ーについて，実に明快な解答を与え

てくれている。まだ読んでいない方のために

若干引用させていただきたし、。

v冒頭， 日本人は『安全』と『自由』と『水』

はタダだと考える， 一ーから始まる。かれ

らは安全を決してタダとは考えていない。

他の支出を削るだけ削っても，安全を買う

必要のあることを強調し，日本人の安全に

対するあまい考え，すなわち台風一過的な

考えであることを指摘する。

『安全にはコストがかかる，も し生命を失

えば，この世のすべては無意味である』と。

V『地震・雷・火事 ・おやじ』長い間日

本人にとって危険とはこういうものであっ

た。最近ではこれに対し『人災』と言う言葉

を盛んに使っている。しかし，これは『天災

に対する配慮、不足』と解するべきであって，

14ー予防時報

本当の意味での人災を日本人は経験してい

ない，一一ーときめつけている。

V 日本は平和でありすぎた。これが証拠

に， 日本に厳密な意味での保険と言った考

え方は極めて稀薄である。

本当に保険に入るなら，その前に家の構

造から，子供の教育までやるべきことがあ

るはずである。

したがって日本の保険のセールスマンは

「保険は貯蓄ですよ」と言って売り込まざる

をえなくなる。

本来，貯蓄と保険は正反対のはずであ

る。本当の保険は『掛け捨て』になったとき

が一番ありがたい。これを日本人は理解で

きないのである，一ーと。

まことに見事に日本の損害保険の現状を

分析している。事実，最近の損害保険業界

では，従来の掛け捨ての保険から脱皮して，

貯蓄型の火災保険一長期総合保険ーを売り

出し，メキメキ成績を伸ばしている。こと

の善悪は別として，日本人の保険思想に対

する痛烈な批判とも言える内容である。

以上，この本からいくつかの安全に関する

文を引用した。これがすべての欧米人に共通

する考え方とは思えないが，周囲を海に固ま

れ，いまだかつて本土内で外敵の侵入を受け

たことのない日本人と比較して，安全に対す

る考え方に大きな差のあることを理解するこ

とができる。

わが国でも，戦後の技術革新の波に乗り，

安全工学が大きくクローズアップされ，最近

では公害工学にまでエスカレートしてきてい

る。

おそまきながら消防庁では，昨年3月に消

防法施行規則の一部を改正して，人命の安全

を表面に打ち出した。火災報知設備規則の中

に，煙感知器を新たに規定したのはこのあら

われであり，誠にご同慶の至りである。

（筆者：ナカノ ツヨシ・住友海上火災〉

84号（1971.1.1) 
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S02濃度予測の試み

はじめに

日本における大気汚染の現況は，年々悪化し

ている。大気を汚染している物質は，種々のも

のが考えられるが，東京都で常時測定している

のは，亜硫酸ガス ・浮遊微粒子 ・ー酸化窒素 ・

二酸化窒素 ・オキシダント ・炭化水素などであ

る。

このうち亜硫酸ガスは昔から有名で，光化学

スモッグでオキシダントが近年問題になってき

た。亜硫酸ガス汚染が著しい，東京 ・川崎 ・大

阪 ・四日市などの状況を世界の各都市とくらべ

て見ても， 表1のように川崎市のS02濃度はシ

表 1東京と他都市とのS02波度比較（1967)

濃度 I I 
_j)Lm＿ーよ ー竺11時間の最高値｜備 考
東京〈城東〉 0. 074ppm 0. 5 ppm 工業地域

川 崎（大師〉 0.11 1. 11 II 

大阪（淀川中〉 0. 082 0. 52 II 

明開磯津） ，0.065 0. 75 II 

‘ンカゴ 0.13 1. 14 1965年

ワシソ ト γ0.084 0.62 1965'年

ロ ンドン I0.103 1967年

〈東京都公害研究所調査〉

カゴ， ロンドンに匹敵しており，また東京の浮

遊微粒子濃度はニュ ーヨークやロンドンの3倍

近くとなっている。近年自動車数の著しい増加

にともなって，一酸化炭素 ・炭化水素 ・窒素酸

化物などの新しい汚染分質が急増しており，大

気汚染防止は大きな問題になってきた。

84号（1971.1. 1) 

田村邦雄 野本 真 一

1. 大気汚染緊急時の措置

さて，地方自治体は大気汚染の監視体制を強

化しており，大気汚染が著しく悪化し，人の健

康をそこなう恐れがあるとき， 「大気汚染注意

報，同響報」を発令して多量のばい煙を排出す

る工場やピルなどに，ばい煙を減少するための

協力を求めている所が多い。東京都の規制基準

は次のとおり となっている。

注意報

S02濃度が基準測定点2か所以上で，

①0. 2ppm以上3時間持続

②0. 3ppm以上2時間持続

③48時間平均値か0.15ppm以上いずれかに該当す

るばあい，または基準測定で＇・0.5ppm以上の状態が

出現したばあい，気象条件から判断して懇化の状態、

が持続しそうなとき。

警報

注意報発令中に基準測定地点で＇ 502濃度 0.5ppm以

上の状態が出現したばあいに気象条件を考慮して発

令する。

さて，このように大気汚染がひどくなったと

き，注意報や警報を実施するのではなく，天気

予報のように，将来の汚染物質の濃度を予測し

て，前日または早朝からこの規制を実施したら

より能率的に汚染が防止できるとし、う戸が多く

なってきた。各自治体では種々の方法で予想法

を考えているが，今後はS02のみでなく，オキ

予防時報－15
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シダントやcoの濃度予測が問題になってこよ
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図 1視程S02と濃度〔1958年1～3月〉

上継続した高濃度汚染日と当日の気圧配置を分

類して見ると，

＠ 移動性高気圧の中心が関東に接近し，あ

るいは通過して，移動性高気圧の後雨に入る

ばあい。

⑮ 西高東低の冬型気圧配置がゆるみ，

海に弱し、低気圧があるばあい。。南高北低型で東京湾周辺が南風になって
いるばあい。

明日 9時の予想天気図は，気象庁から放送さ

れるので使用可能である。この方法は，風向・

風速などの気象要素を予測しなくてもよいので

予測誤差はない。しかしこの方法には次のよう

な欠点がある。

① 明日の予想天気図の予想誤差が多い。現

在は明日 9時1回の予想天気図しか放送され

ていず，精度はとのようなものに使用するた

めには十分でなし、。

② いま完全に明日の地上予想天気図が予想e

できても，大気汚染のような現象は地上から

高層にわたる大気の成層状況が問題で，完全

に上層の状態も一致する類似天気図はない。

③ 大気汚染のようなスモールスケールの現

象と天気図のようなラージスケールの現象と

を1対1で結ぶのは問題が多い。たしかに2

つのスケールの現象は関連があるが，発生機

日本

S02濃度を予想しようとするこころみは数多

くされている。汚染予想の重要な因子は汚染源

の状況と気象条件である。

付） 点汚染源または都市に一様に汚染源が分

布していると仮定して，面汚染源から拡散の式

を適用し，拡散稀釈の作用は種々の気象要素と

比例するとの考えから計算される。アメリカで

実施している大気汚染のポテンシャル予想では

気象要素として逆転層の高さ（MAXMIXING

DEPTH）層間平均風速（TRANSPORTWIND 

SPEEDS）を採用している。実用上汚染源の強

さがわからなかったり，また予想しようとする

時は予想誤差が入ってくる。またこれで予想し

ようとするのは，あくまで都市全体のS02の平

均濃度であり都市内の地域分布を予測すること

はできなし、。

（吋 S02濃度と関係の深い種々の気象要素を

とって関係式を作り気象要素を予想してS02濃

度を予測する。 S02濃度と関係の深い気象要素

S02濃度を予測するいままでの方法2. 

15 

としては，

①風向 ・風速，上層の風向・風速

②安定度， リチャードソン数

③逆転層の高さ

④天気

⑤海陸風前線，地形的収束線

構もちがっている。

以上述べた各種の方法は，大気汚染と気象要一

因とを同時現象として解析したものが大部分で

ある。したがって実用するばあい，常時気象状；

84号（1971.1. 1) 

などが考えられる。いま 1例として横浜におけ

るS02濃度と風速との関係を見ると， 図1のよ

うになる。この方法で求めた関係はあくまで同

時現象で，実際使用するには常に気象状況を監

視するか気象要素を予報しなければならない。

気象庁で発表する風の予報にしても，この関係

式に使用できるほどの正確さはなく気象要素の

推定誤差が大きい。

付 S02濃度を天気図の型から予測する方法

が各地で使用されている。たとえば東京で1966

～1968年の資料でS02濃度0.2ppmが6時間以

16一予防時報



4・

況を監視し，気象状況がその値に達するものを

注意するとか，これら気象要因の予想値を使用

しなければならない。

~. 新しいS02濃度の予測について

天気予報のように大気汚染の予報ができない

かとし、う希望が多い。朝出動したらその日の時

間別のS02濃度がで、ている，また汚染地域，汚

染されない地域がわかる，またで、きたら明日の

予想値がわからないかという希望が多い。これ

らがわかったら，ばい煙の規制に，また都市計

画などに大変参考になるはずである。筆者らの

行なったのは，先行要因として87系列のモデル

を採用した。これと数時間ないし10数時間後に

現われる S02濃度の関係を多変量統計解析し

た。予報式は選別法で作成した（大容量高速度

計算機が必要〉。したがってこのような予報式を

電算機に組みこみ Online systemにより予測

要因を入力すれば，観測後ただちに数時間ない

し10数時間後の S02の値が得られるわけで，こ

の予報式を延長すれば，明日の最大値 ・地域別

の数値などが入手を要せずグラフイカルに表示

することも可能である。

(A) 選別法について

まず予報式をつくるのに使用した選別法につ

いて簡単にのべよう。

被予測要因を Y=X1とし，これを予測する

のに役立つと考えられる n個の仮予測要因を，

X2, Xa，…・・・Xn+Iとし，これが多頂1次式で

~ I 
7200 

6000 

4000 

2000 

II' 200~1·HR I 
36HR 

24HR 

12HR 

6HR C=30KM・HR I 

O 200 400 600 800 IOOOKM 

図 2 現象の大きさと対応する時間
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示されるとすれば，
η＋I 

Y三X1=X aiXi 

この重回帰式，各頂の係数，相関係数は，
ーー π＋I -

X1-X1= X Ai (Xi-Xi) 

Ai－二豆× Ali
- ai "Lili 

R-./1一＿L一一、ム All
このRを最大にするように予報因子の順序と

その係数を決定し重回帰式を作るのである。も

ちろんこの重回帰式は理論式ではないのででき

るだけ多くの予報因子をえらんで，精度のよい

ものを作ることが必要である。このためには単

相関係が大きく，しかも予報因子聞の内部相関

の小さなものがのぞましい。

(B) 予測式の作成

予測しようとするもの（Y）と しては次の4個

をとった。予報精度の問題などを考えて，まず

朝出勤して午後の S02濃度の値や，その日 1日

中の S02の最高濃度がわかるようにした。また

地域別の変化を見るために都内の場所を2か所

をえらんだが，これらの被予測要因は自由に増

減することができる。

Y1 都庁前（13～15時〉の平均 S02濃度

Y2 都庁前(12～24時〉の最高 S02濃度

Ya 城東保健所（13～15時〉の平均 S02濃度

九城東保健所(12～24時〉の最高 S02濃度

さて予測に使用する資料としてどんなものを

とればよいだろうか，いま移動する現象の速度

を水平に30キロ／時，垂直に200メートル／時と

すると， 図2のような線を考えることできる。

ここで予測する S02濃度は大体 12～18時間後

のものであるので，この図から水平に400～600

キロ，垂直に2000～3000メートル以内の予測

要因をとればよいことになる。実際には次のよ

うな予測要因（X)87系列を採用した。

(1）初期値〈都庁前，城東保健所の 7時のS02

濃度〉 ー・……………一……・…（2)

(2) 地上パターン（主として関東・中部地方の

15気象官署の 9時観測のデータ〉

気圧傾度，気圧変化など…一－－…・・（20)

予防防車1-17



(3）上層パタ ーン（850mb, 700mb. 500mb) 

風，気温，露点， うず度，発散など…（30)

(4) 安定度（850mb,700mb, 500mb）…（ 3) 

(5）小スケールパターンco～500キロ〉
風， 気温， 気圧，露点などー・・・田・・・一一・・（32)

計 87

これらの予測要因のうち単相関係数の大きなも

の（S02濃度と非常に関係が深いもの〉は計算の

結果表2のようになった。

統計の期聞は昭和40年10月～41年 3月，昭和

表 2

予測要因（X)I y, I九 ｜九 ｜れ
都前庁 so，話題度（7h) 0.46 0. 46 0. 31 0.28 

城東 so，濃度（7h) 0.08 0. 12 0.41 0.43 

気温差（850～lOOOmb) 0. 44 0.46 0. 52 0.37 

II (700～lOOOmb) 0. 36 0.35 0.41 0.29 

前12時間気温差（850mb) 0. 37 0.40 

露点差 （大阪〕 -0. 33 -0 :J1 -0.お｜ー031 
前24時間気温差（福江〉 -0. 31 -0 33 -0. 42；ー033 
気圧差（相JI！～大島） • -0. 32 -0 34 -0. 36 -0. 35 
II （輪島～羽田〉 -0. 35 -0 34 

気温差（羽田～福江〉 -o. 34 -0 31 -0. 33 -0. 24 

II 〈羽田～八丈〉 -0. 43 -0.43 

前6時間気温差〈大島〉 -0. 24 -0 24 -0. 39 -0. 26 

前6時間気圧差（御前崎〉 -0.26 -o 24 

風の南北成分〈銚子〉 0. 23 0.23 0. 35 0. 28 

気臨炉問 1-0.27 -0. 31 ← 0. 26 -0. 28 

気温差（前橋～大島〉 -0. 43 -0. 43 -0. 40 -0. 32 

41年10月～42年3月で，休日と降水日を除いた

259日間である。なお使用した計算機はHITAC 

5020である。

(C) 予測式の検討

重回帰式は20個の予測要因を使用するものを

作成した。この予測式の精度は，

Ri(相関係数）＝O.75・・・都庁前午後のS02濃度

R2( II 

R3( 11 

濃度

R4( II 

濃度

)=O. 77…都庁前の最高S02濃度

)=0.77-一城東保健所午後のS02

)=O. 71一城東保健所の最高SOz

であり十分使用にたえ得る精度である。 いま予

測要因5個までの予測式をあげると表3のよ う

である。このなかで， LIT（気温差〉， LIP（気圧

差），L1T(850～1000）は850mb～lOOOmbの気温

差，DIV(T-S-W)  500は館野 ・潮岬 ・輪島の

3地点でかこまれた区域内の500mb発散量で、あ

る。 また今予測要因の下の 〈 〉の中の数値は

(Y）に対する影響率を示している。これらの4式

に共通した予測要因のうち主なものについて，

S02濃度に対する物理的の意味を考えてみよ

う。

表 3濃度予測式（予測因子5個〉

Y』 ＝ 0.51 so,(TOCHδ｝ー 12.25"'T( HANEDA-HACHIJO）ー 0.56企P(AKITA-HACHIJδ｝ 
(0.7) (25.6) (0.1) 

-5.52 T-Td（δSAKA）ー 0.51OIV(T-S-W)soo+ 41.74 ( xl0-3PPM) 
( 18.6) (0.1) 

Y2 = 6.84 ,,.Trsso-1000) + 0.59 so2(TOCHδ）ー 12.62c.T(HANEOA-HACHIJO) 
( 13.2) ( 0.8) (26.4 I 

-0.54.o.P (AKITA-HACHIJδ）ー0.81OIV(T-S』 W)soo+ 89.78 
(O.I) (0.1) 

Y. = 4.79 aT (850 1000) + 0.29 502 (JOTδ） - 6.25 c. T (HA NEDA-HACHIJO) 
, (9.2) (0.4) (13.1) 

-0.456P(AIKAWA-0SHIMA) + 0.86W LY(OMAEZAKI) + 51.37 
(O I) (0.7) 

Y4 = 0.45 S02 (JOTδ）ー I1.74 .o.T (HANEDA-HACHIJδ）ー 0.56c.P(AIKAWA-OSHIMA) 
. (0.7) (24.5) （且2)

18ー予防時報

十 5.03c.T (A附TA-HACHIJO)+ l.16W-LY(OMAEZAKI) + 87.68 
(150) (0.9) 

Unite Yi = xl0-3PPM 
企T= xo.1°c 
~p = xO IMB 
WINO = xKT 

-5. -1 DIV = xlO SEC 

84号（1971.1.1) 



!¥ j匝

グ i I I 

J ¥ J ¥ ／、V¥/( ¥ 
,YI L-1;-j k' ¥, －~，＇’＼ ノ' ~ 、， 、 〆

otニヱ→ーム4 ベ＞－＇－ーιー」4 ィ 、－ － ~ ' ' ' ' γ 『
1 13 23 1 
1 JJ(I968) 2 JI 
図 3 城東保健所 13-15J. S. T.の平均 S02の計算値と観測値 (1968年l～2月〕

川
u
v
r

0. lppmを越えるかどうかの－fiJllJW : 75?a 
初出lf,f:数： 0.55 

ー、

内、 I¥ r「
.. J ~’A 

しバ＼ A • ,' ν....... ／.、一、t
" ：；、~ " 
レ’

5. 0.2 
0. 
、ー_,J

む
き芸

g 0.1 

12 

視程予報に用いたものをそのまま利用したもの

で， S02濃度によりいっそう関係ある要因を選

べば，さらに精度は向上するものと思われる。

また都市内のこまかL、分布を予測するためには

(Y）をもっと多数とることが必要である。この

予測式の特色は気象学的判断を必要としない点

で，データーを入力すれば自動的に答がでてく

ることになり，地方自治体などで使用するに便

利だろう。しかし発生源は年々変化しており，

2～3年に1回は予測要因を検討する必要があ

りそうだ。このような局地気象予測，災害予測

の面は一番たちおくれているところであり，火

災や林野火災の予測，交通事故やがけくずれ予

測，洪水予測などにこの統計的予測法は応用で

きるだろう。

（筆者 ：Fムラ

予防時報ー19

Fニオ ・ノモト 気象庁〉シソイチ

れS02の7時の値H この値が大きいほど（Y)

も大きい

、羽田～八丈気温差＂.. －この値が大きいほど

(Y）が大きくなる。結局南岸に前線などがある

とき，（Y）が大きくなる。この要因はYに対す

る影響が非常に大きい。

、秋田～八丈気圧差＂ ..・・・気圧傾度のないとき

南高北低型の気圧配置の時（Y)が大となる。こ

れもYに対する影響率が大である。

叱850～10000）気温差H・・・…l500m以下の層

の安定度を示しており逆転があると（Y）が大き

くなる。

れDIV(T -S-W）＂・ 0・・約5000m上空で収束

があると（Y)が大きくなる。

明御前崎の風の西成分＂ ..・・ーこれが大きいほど

(Y)が大きくなる。

これらを総合すればS02濃度が濃くなる条件

は気圧傾度がなく，風が弱く，上空に逆転があ

り，気圧配置は南高北低型で，南岸に前線など

あればなおよい，気層は安定で逆転などがあれ

ばなおよい，上空に収束があるときとなり，

の平測式の意味も今までの調査に反したものは

少なし、。

(D) 予測式の検証について

さて作成した予測式を1968年1月，2月の例

で検証して見たのが， 図3である。これは城東

保健所13～15時の平均S02濃度の計算値と実測

値の比較で，山や谷が非常によい対応を示して

おり，実用にたえるものと思われる。相関係数

は0.55であり，もし0.lppmをこえるかどうか

の判定では75%の適応が考えられる。この予測

式に使用した予測要因は，筆者のひとり野本が

~ 

¥..... 
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最近の冬の天候芯災害の特徴

§ 1. 冬は寒くなりつつある

温暖な小春日かと思うと時おり季節風が強ま

り，初雪や初氷の季節のたよりが伝えられるよ

うになってきた。若い人たちにとっては絶好の

ウインター・ スポーツの季節でもある。都市で

はすっかり全館暖房のどノレになれきってしまっ

たが，山小屋などで炉を囲んでだんらんにふけ

るのも冬ならではの楽しさであろう。そのよう

なとき，年配の人は“普はよく雪が降ったもの

だ”などと話をする。「気候は変る」というが，

冬季が一番印象的なのであろうか。しかし，ひ

ところから比べると，西日本ではかなり寒い冬

がやってくるようになったし，東京でも春先の

大雪に見舞われることは珍らしくなくなってき

ている。

日本の冬の天候について，現在は暖かいので

あろうか，寒いのであろうか。このことをみる

ために，図1は過去30年間の北日本と西日本の，

冬の平均気温の年々の経過を示したものであ

る。一見するまでもなく，第2次大戦前後の19

40年代は，全国的に寒い空襲冬時代であったが，

戦後の1950年代は年々異常な暖冬時代で，きわ

だって“気候が変わる”ということを経験した

ものである。その後1960年代に入ると，北日本

ではまだ暖冬の傾向が残っているが，西日本で

は時々寒い冬がやってくるようになったのであ

る。これらの時代の天候の代表年をあけ．たのが

20ー予防時報
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図 1 過去 30年の冬の気温経過

表1である。

70 

1945年は， さすがに第l級の寒冬年で， 日本

海側の高田市では1日に115cm ( 1月15日〉の

ドカ雪が降り，積雪377cmを記録してし倍。積

み重ねられた雪の上から， 2階の屋根に落ち，

ケガをした人もあったという話も残っている。

これにたいし， 1959年は， また第1級の暖冬

異変の年で，衣類の問屋が倒産し，暖房用燃料

の出荷計画を狂わせた。ところで，これらの異

常寒冬年と暖冬年とを比較すると，冬の平均気

温は平年から 1.5～2. 0。C程度の差が大きく影

響してくるのである。

1963年の冬は，例の「昭和38年1月北陸豪雪」

の年で，所により 4mにも及ぶ大雪のため多雪

表 1冬の天候

弓て一室面差「降百二E一天－ー孟一
一生二〉生£11!>=1亘旦剖亙£J'J:Jlt二畳一一

了 I 1官官に 寒冬太平洋岸
1944/45「2.5Cj -2. 2 I 69% 115 ヰ乾燥山雪
一 一ー一一一一
一~ l土U己＿： I 151いC7I暖冬 多雨
示ふ IL 7 -1. 1 72 I 142 I北媛西冷 星雲
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5500m上空の大気の流れ（冬3か月平均〉
ー→：偏西風，＋ ：高温域，ー：低温域を示す
図 2暖冬年 (1963/64年〉

地方の交通機関や経済活動はマヒ状態となり，

西日本の福岡でも 1月は27日間も雪が降り続い

た。世界的にも異常な寒波が伝えられ，ポーラ

ンドでは平年より13。Cも寒い所があらわれた。

ニューヨークではハレムで火事があったが，ホ

ースから出た水が空中で‘凍ったと伝えられたも

のだ。このとき北の北海道ではむしろ温暖で，

さらに北方のカムチャツカ半島では雪ならざる

雨が降っていたのである。これは最近の冬の特

徴をよくあらわしており，西日本ではすでに世

界的な寒冷化の影響があらわれてきているのに

北日本では逆に温暖となっているのである。

§ 2. 暖冬 ・寒冬のしくみ

いったし、どうして暖冬や寒冬が起こるのであ

ろうか。雲によって日射がさえぎられる。ある

いは夜間，雲ひとつない星空に，放射冷却によ

っても気温は下がる。しかし，もっとも大きな

原因は北方の寒冷な空気がやってくるからであ

る。日射の少ない冬の北極地方は，成層圏にも

及ぶ冷たい空気がたえず涌養されている。この

寒気を南下させるしくみは，われわれの地球の

上空をl次走している西風の流れの状態によって

起こり，北西風の目だった地方では寒くなり，

逆に南西風が強い地方は温暖な冬となるのであ

84号（1971.1. 1) 

寒冬年（1969/70年〉

北暖西冷型（1962/63年〉

る。つまり，寒冬や暖冬が突然に起こるもので

はなく，北半球の大気の流れによって準備され

るのである。

この状態を明らかにするために，最近の暖冬

年や寒冬年のときの 5500m上空の大気の流れ

を示そう。図2は暖冬年であった 1963/64年の

冬の状態である。極地方やシベリアには寒冷な

空気塊が見られるが，中緯度では全般に西風が

強い。このため寒気は極地方に閉じこめられ，

極東やヨーロッパでは寒気を南下させる北西風

はほとんどあらわれなかった。この年は1月に

入ってもスキーができないほど雪の少ない年で

あった。

予防時報 －21



これにたいして，寒冬年であった昨年 表 2 1960年代の冬の特徴

（図3）の様子をみると， 日本付近は北

西風が目だち，シベリア育ちの寒気が氾

濫した様子がわかる。これと同じしくみ

は， ヨーロッパやアメリカ東岸にも見ら

れる。ポーランドのワルシャワでは， 12月

には－8.5°C （平年より8.9°C低い〉で，

1885年の観測開始以来の記録を更新した

ということである。またシカゴでは，1 

月は平年より5°Cも低く，五大湖は凍結

して船舶の航行が不能になったと外電は

伝えていた。一方，ウラル地方やカナダ北

部は暖冬年〈図2）とは逆に南風が強く，

暖気が北上し，北半球全体として，寒気

と暖気の南北交換がさかんに起こってい

る様子を示している。このとき上空の偏

西風は全般に弱ま り，むしろ南北流が目

だっている特徴がある。

1960/61 I寒冬年末年始北陸豪雪．太平洋側乾燥，火災 ・感冒流行
1961/62 I 温暖 1月後半北陸 ・西日本大雪国異常乾燥，火災ひん発
1962/63 I北暖西冷北陸豪雪，異常乾燥，早春なだれ，融雪洪水関東宮

図4は1962/63年の状況であるが，上

空の偏西風は図3よりもいっそう南北に

うねり，アメリカ東岸やヨーロッパ，極

東で同時に大規模な寒波が起こっている

様子がわかる。極東の寒波の中心は，は

るか南の南西諸島や台湾付近にある。一

方，カムチャ ツカ方面は強い南東風によ

って， 暖気が北上している。この年の暖

冬の中心はカムチャツカやアラスカ地方で， 北

海道はこの暖域の南の縁辺にあたっている。こ

れが「北暖西冷」のしくみなのである。

§ 3. 1960年代の冬の特徴

1960年代の冬の劇的な幕明けは早くも1960年

の12月にあらわれた。 月初めはまだ温暖であっ

たが，年末から年始にかけて，北陸 ・上越地方

は豪雪に見舞われ，帰省客1万人が列車の中で

元旦をむかえた。長岡の12月の積雪は2mで，

1897年（2Q3cm）につぐ大雪で， 1950年代の、暖

冬の夢H を破るものであった。その後の年々の

冬の特徴は表2にまとめてみた。 寒冬の年があ

らわれたと思うと，また暖冬の年もあり， 「北

暖西冷」の地域差の大きな年も起こり，一口に

22一予防時報

1950年代に比べ ＋：昇混域，一：降温域を示す
図5 12月10年平均図

変動の大きな冬の時代といえよう。その特徴を

あげるとつぎのようになろうか。

(1) 世界的に寒冷化が目だってきた

l例として示した図5は1960年代の10年平均

12月の 550Qmの上空の大気の流れをあらわし

たものである。また図には1950年代と比較して

温暖な地方，寒冷化した地域を同時に表現して

ある。

10年間の平均状態でみると，極の寒冷な低気

圧は北極にあるが，北極寒気回の一部が，東シ

ベリアまで南下している。北半球では1950年代

と比較すると，極東のほかにヨーロ ッパでもア

メリカでも北西風が強まり， 寒くなってきてい

る。一方，ウラル地方やアラスカーーカナダー

ーグリーンランドなどの地方はより温暖であっ

た。しかし，いずれもあまり人の住んでいない

84号（1971.1. 1) 



表 3冬季の気温分布に地域差のあらわれた月数

耳石長tt110~ゅ年代130吋孟雨品戸高
説両日7円－庁r;-円－I~
北冷西暖型！2 l2 l1l1i1i2 f2 

表 4 1950年代と1960年代の天気図型出現度数

τE「一夏 ｜二一一

次門誌｜語~語｜τ
ゴ記三J両：五I5 I 8 I 6 I 11 1------w--
~司7 1161-4行可引－8

℃
1
 

． 

。

」ト

一 青森・秋田県積雪

図6冬の天候にあらわれた5年周期

国々である。

(2) 日本では「北暖西冷」の天候が目だった

極東についてみると，シベリアや中国大陸，

朝鮮半島で，いずれも，冬は寒くなってきてい

る。すでに図1に示したように，西日本でもこ

の影響をうけている。しかし，アラスカやカム

チャツカ方面は非常に温暖で，北日本はしばし

ばこの温暖な領域に入ることが多かった。 表3

は過去70年の冬にこのような顕著な地域差のあ

らわれた月を10年ごとに集計したものであるが

この地域差は 1960年代にもっとも多くあらわ

れ，この時代の特徴のひとつといえよう。この

意味では1960年代の北日本の暖冬は， 1950年代

の全国的な暖冬時代とは異なり，北半球全体で

は，むしろ大規模な寒暖気の南北交換が起こっ

ているときに「北暖西冷」の地域差をもった天

候としてあらわれているのである。

(3）冬の天候にあらわれた5年周期

日本の冬の顕著な暖冬年は，1948/49年には

じまり， 1953/54, 1958/59, 1963/64, 1968/69 

84号（1971.1. 1) 

年と続き，暖冬年には積雪が少ない（図6参照〉。

また， 1962/63年には北暖西冷 ・日本海側大雪

の年があらわれたが，その5年後の 1967/68年

にもこれにきわめて類似した天候が起こってい

る。さらに1965年の春の寒波について， 1970年

の3月には記録的な春の寒波が起こったのであ

る。この5年周期については，その他いろいろ

な現象にもあらわれていることが指摘されてい

る。アメリカの長期予報学者の J.Namiasは，

冬季に先だっ秋に北太平洋の海水温に異常な温

暖域があらわれて，その上空で強い気圧の谷を

形成し， 1963年や1968年の世界的な寒波を起こ

すような大気の循環が持続したと論じている。

(4) 欧米ではすでに寒冬時代

1961年10月， ローマで世界の気候学者や気象

学者の気候変動に関する国際シンポジウムがも

たれたことがあった。そのとき，欧米では温暖

化時代はおわり，すでに寒冷化がはじまってい

るのではないかと論議された。前の図5はこの

ことを実証しており，ワルシャワやレニングラ

ードの異常な寒さは近年この傾向がし、っそう顕

著になってきていることを物語っていよう。

(5) 今後の冬の天候

1960年代の冬の特徴的な気候変動をふまえて

今後の冬の天候をどのように考えたらよいので

あろうか。年々の北半球の月平均高層天気図を

①西風成分が強く，極地方に寒気が蓄積されて

いる型 ②西風成分が弱く，寒暖気の南北交換

が起こっている型 ③中間型の3つに大別し，

夏と冬について， 1950年代と1960年代を比較す

ると表4のようになる。

1950年代は，冬には極地方に寒気が蓄積され

て，暖冬であった場合が多く，むしろ夏に寒気

が南下する傾向が強かった。日本では1950年代

の活発な梅雨現象と冷夏群に対応している。こ

れにたいし， 1960年代は夏に圧倒的に極地方の

寒冷化がすすみ，冬に大規模な寒気の南下，寒

暖気の南北交換が起こっているのである。もち

ろん，これは北半球全体の話で，必ずしも日本

に寒気が南下するとはかぎらないので，今後時

には暖冬の年もあろう。 しかし， この局地的

予防勝義一23



表 5冬の気象災害

寒冬年（1蜘年胡～1967年1月〉 II 暖冬年（別拝12月～196胤月〉

五月 i二百I~ 雪 ｜ 日本海側直扇「~ 12月 5日｜濃霧｜近畿 一面続IOm 
－ ！大雪同司君韓併プ ri~ss-1 －；－司同 ｜ 貨明日一一－
20~22 日 ｜ 重 量｜昨 ｜皇室融運休 ト 叫竺到北海道沖 ｜漁船遭難
一 寸一一一 一－Ii 14～168 1暴風雪｜北

ー ト 30日医師同坦「 吋努｜関東南部 ｜鞍運休一
日｜大 雪｜北陸，北吋陸上交通混乱 トロF 一一

戸店I ~ 司王子｜開費量出 十三：；： l士吉~－＼ ii電力関被害
一 司直一 室長子1 ！~1~＇時仁~I＿！~竺骨「扇切断伺 ー
日I＊ 災扇面l一 一－11 －~竺9田 区三｜時， 制 ！日止

一一2ぶ｜元大古｜丸五！ il:逼混乱ー~日 1 1 … I ~ -J. ~ 一一 一
- 4-=z瓦Tt~·1 扇7主主吉山7右手一一 l , 2月 ｜駁 冬｜野村♂翼手密議ト理

II I iゃく，凍りとうふ唖平生宮市止c実
1 月 ｜ 異常乾燥 I ~一回目火竺竺~－ - l ｜城，宇野〉，ス♂ぃートポ

な日本の冬の天候も，北半球の循環の一環とし

て起こっているので，今後冬には寒くなる機会

が大きくなってきているといわねばならないで

あろう。

§ 4. 冬の天候と災害

単に生活の面ばかりでなく，暖冬年と寒冬年

では気象災害や経済活動に大きな差をもたらす

ようである。 表5は寒冬年であった1966/67年，

暖冬年であった 1963/64年のいずれも12～1月

の気象災害を拾ったものである。

寒冬年では多雪地帯の大雪による交通・通信，

経済活動の混乱や太平洋岸の異常乾燥による火

災のひん発，水道事情の悪化，低温や強風によ

る被害，遭難，海難などの災害が目だち，春先

にはなだれ，融雪洪水などが，暖冬年に比較し，

大規模な災害をもたらしている。また，暖冬年

では都市を中心に濃霧が起こりやすい。

一方，冬の経済活動を考えると，暖冬年では

衣類，暖房器具，暖房用燃料，補修用自動車蓄

電池やスノ ータイヤ，はてはレジャー産業にま

で，減収が目だってくる。 山岳地帯の“白いダ

イヤ”といわれる積雪の不足は，春の電力事情

にも影響をもってくる。これにたいして，寒冬

24一予防時報
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図 7冬の北陸地方の積雪と東日本の降水平年比率

の年は，ウインタ ー・ スポーツ用品から，製薬

会社（感冒薬〉まで大きな増収となってくる。

いずれも冬の寒さを売る商売である。

昨年の寒冬には，アメリカむけ輸出入を担当

する海運界は大きな打撃をうけた。これはアメ

リカ東岸を襲った寒波によって，五大湖に通ず

る航路が結氷し，欠航，荷役不能となったから

だとし、ぅ。世界にのびる日本の経済に，世界の

天候が敏感に影響するひとつの例である。

ところで図7は冬の北陸地方の積雪ι東日
本（東京 ・仙台平均〉の降水量の年々の経過を

示したものである。当然1940年代，1960年代の

北陸地方の多雪，太平洋岸の乾燥傾向が注目さ

84号（1971.1.1)
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れる。この乾燥状態が火災件数の増加と大きく

結びついている。たとえば，東京の 1月の火災

件数は，寒冬年の 1963年には 1424件であった

が，翌1964年の暖冬年には841件と激減してい

るのである。図7のこのような気候変動は，図

1の気温の変化と同様に重視されてしかるべき

であろ う。

§ 5. 都市気温について

冬の天候を論ずるとき，都市の人工熱の放

出，畑塵層の効果などによる都市の特殊な気温

分布にふれなければならない。それは “都市で

は冷えこまない”という現象で，最低気象に端

的にあらわれている。この現象は大都市ほど顕

著で，図8は東京都心（千代田区，気象庁〉と

その郊外の気温について， 1950年代の平均と最

近5年間（1963～67）年の平均との差をとった

〉‘一
一‘

12}]うf¥i:l

図 8 東京都の1950年代と最近5年間の平均気温
の比較 ＋：上昇，ー：下降を示す

もので，＋は昇温，ーは降温を表現している。

1950年代は，すでにのベた全国的な異常暖冬

催欝蝿盟副曙塑瞳轟

写真は，都市学者の磯村英一東洋大学長の

“展都論”の構想をもとに作成された，ニュー

東京の青写真である。

東京都民はいまや過密と公害の前に窒息し

はじめているが，こうした現状から脱皮する

ための試案の 1つがこれである。

それにはまず，人口密集の元凶 ・東京霞ガ

闘の官庁群を，都心から 100キロの東富士演

84号 (1971.1.1) 

表 6 東京近郊の冬日日数
(1966～70年〉

｜東京吉祥寺立川町田越谷川越千菜松戸

12月I3. 2 16. 4 20, 4 15. s 16. 4 17. s 7. 4 14. 4 
1月Ii2. 6 24. s 21. 4 23. 4 2s. 2 2s. s 16. o 23. 4 
2月I8.6 17.6 20.4 18.8 17.2 18.4 12.2 17.8 

連覇 1.02.5 -2.8 2.;-;.5 2.61~τ3 

時代である。しかし，都心では60年代に入って

もなお年々高い状態が続き， 50年代より0.4°C 

ほど高いのである。この傾向は都市化の急速に

進んでいる吉祥寺，世田谷方面に広がっている

ことがしれよう。しかし，郊外ではすでに西日

本を中心とする冬の寒冷化の影響で下降にむか

っているのである。

このことをさらに感覚的にとらえるために，

表6には東京近郊の冬日回数の比較を示した。

冬日とは日最低気温が氷点下に下がった臼で，

当然結氷した日数である。 12月は都心の気象庁

では氷の張った日は3日程度であるが，立川で

は20日を数えている。冬3か月では，郊外の各

地は都心の2.5倍ほど多いことになる。この現

象は夏よりは冬に顕著で，郊外の自然環境と比

較するとまったくそくやわない現象が起こってい

るのである。

東京には中央官庁や本社が集まり， ビル内で‘

さまざまな企画立案がなされているのであるが

たとえば，学校ひとつ建設するに当っても，こ

のような事情は十分に考慮されなければならな

いだろう。

（筆者： flポキ コウキ ・気象庁長期予報管理官室〉

習場跡の宮土山ろく地帯に移転する。 l噴水広

場の奥，人造湖のほとりに，国会議事堂が立

ち，そこへの道路の両側に，議員宿舎をはじ

めとした議会関係ピル，森のなかには官庁ピ

ルが立つ。交通は，東京一三島一御殿場一新

宿の新幹線サイクルとニュ ー・ハイウエーで

旧都心と結ぶ。これらが東京“遷都”ではな

く，展〔ひら〉くという観点すなわち展都の

構想である。 写真。読売新聞

予防時報－25



雷観測通報自動化システムの開発

はしがき

雷の発生は例年6月から9月へかけて集中

し，関東地方はわが国のなかでも年間雷雨日数

が35日以上にもおよび， 発雷約1000回の多き

を数える有数の雷多発地域である。東京電力管

内で発生した落雷による停電などの被害は昨年

192件にのぼり，電気設備事故の半数を占めて

いる。このため，雷事故による供給支障の局限

化，電力設備損壊事故防止など，雷雨期におけ

る竜力の安定供給をはかるべく積極的に取り組

んでおり，その重要性は夏期需要の急増に伴な

う電力設備の巨大化とともにいっそう高くなっ

てきている。

従来の雷発生 ・移動などの雷情報は，発変電

所・送電所などの現場に代表臨時観測所を設け，

そこから目視観測結果を中央給電指令所へ電話

で通報する手段を構じてきた。しかし，これら

の情報では雷発生から落雷まで早いもので20分

程度というスピードで情報が追いつかないた

め，的確な対策をたてる時間的余裕がなく，と

くに連続して各地に多発する場合には， 事後に

なってしまうことも避けられない状態であっ

た。

したがって，このような遅れがちな情報を迅

速に，しかも広範囲にわたって収集し， 落雷に

よる停電事故や予定停止作業中の作業者事故の

26一予防時報

伊東 幹修

未然防止をはかり， また万一停電した場合に

は，その復旧をすみやかに行なうため，情報は

あくに画期的な手法導入がさけばれ，高信頼度

装置の開発が熱望されていた。

このため，昭和42年夏以来，従来の気象レー

ダーを使用して発雷を目視観測する手法を発展

させ，コンピュ ーターとの組合わせにより，雷

雲を分析し， 雷の発生 ・移動 ・消滅を自動的に

検出する方式，ならびにその検出結果を当該地

域の電力設備運転・保守部門に自動通報する方

式を，三菱電機と共同で開発し，このほど当オ

ンラインシステムの実用化に成功した。

1. 雷雨の発生と移動

雷雨の成因は，主として積乱雲の中に存在

し，激しい上昇気流が主要な条件となって，雷

光雷鳴を伴った雨に変化する。雷雲の移動速度

は地方性があり，地形にもかなり影響をうける

ほか，気圧素の移動速度にも関係するよ うであ

る。また移動方向にについては一説によると河

川沿いに動く傾向があると言われており，関東

地方の代表的河川である利根川，多摩川などは

その移動経路の例とされている。

これは河川の水が冷たし両側の地面が太陽

の放射で暖められるために，強い温度傾斜がで

き，河川に雲流が収束しやすいこと，河川や低

地では摩擦が少ないことなどの熱力学的，力学

84号 （1971.1.1) 
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パラボラ・アンテナ

定高度制御装置

5 OOOmと10000 mの帽を刈
屯できるようにアンテナを制御

雷自動通報装置

1(:.,t；・刀尭’主月日・時分地i童
向l'l:の単請を言葉：：漏集

宮I報盤

電話債 発電所
ど二二D 支社
LoJ 営業所
約2000ヵ所

図1 雷観測通信自動化システム概略図

的な原因とされている。 雷雨が強く発達するか

どうかは，上層に寒気が停滞している時に強く

なり，落雷となるようである。

雷観測用レーダーを使用していくつかの基礎

的実験を行なった結果， 雷雲の発生 ・移動 ・消

滅状況を大略とらえることができた。

(1) 胃多発地域

昭和43年度と44年度の多発地域の発雷状況は

よく相闘がとれていることが判明した。

最多発地域 小諸，桐生，丹沢方面

多発地域 四万，諏訪，奈良岡，畑薙，

静岡，鬼怒川，碓氷，鹿沼，

足尾，前橋，安中，下久保，

二瀬， JII口湖，道志，駒橋，

氷川方面

これらの地域数は20地域で全観測区分の 1/7

程度であるが，発雷件数では全体の約50%を占

めている。

(2) 宮移動方向

雷の移動方向は大略3種をとることが判明し

た。

発生個所 移動方向割合雷状況

(I）とく iこかた 東京方面 43% 熱雷
よりなし

(II）片岡，宮大子， 東方海上 10% If 
宇都 方面 方面

(III）東京方面 房総方面 10% If 

(IV）とくにかた 移動せず 37% 界雷
よりなし

84号（1971.1.1) 

レーダーで雷雲の移動を追跡してみると，つ

ぎのいずれかのパタ ーンをとることが多L、。

・移動途中で他の雷雲に合体して勢力を増

し，ただちに落雷となるケース。

・移動途中で2つ以上に分離して勢力を滅

し，消滅するケース。

このように， 雷発生から移動経路の予測はかな

りむずかしいことがわかる。しかし，当日の気

象条件，とくに気圧配置を考慮し，かつ地方性・

地形を加味することにより，統計的見地からか

なりの予測精度を期待することができる。

2. 雷検出の原理

(1) 雷検出法の検討

雷雨の発生機構を考えた場合，気温による発

宮判定がもっともよいが，実際にレーダーで捕

捉する場合は雷雲頂部の高度と発雷の関係を求

め，これによって発雷の判定を行なう方がより

実際的である。

また，強度とi高度との関係，すなわち，発雷

強度の強いものは一般に強度も高度も大きいの

で，高度と強度のそれぞれについて限界値を設

定する判別方式にすることで，高い確率で検知

で・きる。

a. 高度と強度の関係

レーダー ・アンテナを雷の方向に回転させ，

もっとも強くレーダー電波反射電力が受信され

る角度に停止さぜ，アンテナ仰角を種々変化さ

せてそれぞれの角度で受信電力を記録し，雷の

各高度における傾きを計算した。

これを多数の雷について求めた結果， 雷と他

の気象現象，または地形とは高度および強度の

両面において明らかな差があることが判明し

た。たとえば，受信電力を一70dbm，高度を

6000mとし， それぞれの値がこれ以上である

ものは，そのほとんどが雷となっており，とく

に影響が大きいと考えられる熱雷は，よりいっ

予防時報ー27
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写真1 田端レーダ一基地屋上
（パラボラ ・アンテナ直径3m)

そうこれらの条件によく適合している。

b. 宮セルの高度と直径の関係

雷によって差はあるが，同ーの雷ではかなり

の高度 (12km上空〉まで雷雲の直径が一定〈約

2 km）である。

(2) 雷予測判定法

レーダー電波反射電力の強度と高度の 2つの

条件を組合わせた判定法を確立することができ

た。

つまり，雷を判別するには高度約6000m，強

度一70dbm，および雷雲の大きさは直径約2km

とし、う判定条件を適用すればよいことになる。

しかし， 雷の予測を可能ならしめ，かつ強雷の

迅速な捕捉を目的として，実際には雷の探索高

度を2段と し，設定を約5000mとlOOOOmに

して観測j成果を上げている。

この判定法を実現するシステムはつぎの流れ

図のようになる。

28一予防時報

雷雲判定の主要手JI頂

電波発射

電波受信

→高度条件

距離情報

ー→

受仏‘電力条件

↓ 
’J；~の大きさ計算

↓ 
標準的な雷雲の大きさと比較

↓ 
判定

↓ 』
冨情報← ’ 

ここに受信された信号に，これらの条件を適

用し， 実際に判定を実行するものはつぎの各装

置となる。

a 

b 

c 

d 

3. 

受信電力条件

高度条件

雷電の大きさ1

計算 ） 

比較 ・判定 ) 

雷自動検出装置入力部

定高度表示装置

宮自動検出装置計算機

部

雷観測通報自動化システム

レーダー基地は東京 ・荒川区東尾久の田端系

統給電指令所に設置され，屋上におかれた3m

のパラボラ・アンテナから観測地域内〈関東全

域と福島，新潟， 静岡県の一部までの半径150

km）の上空につぎつぎと直進する電波〈波長

5.4cmの電波を 2.5/1000 秒間隔でパルスにし

て送出〉 を発射し，雷雲を2段の高度（たとえ

ば5000mと10OOOm）で探索している。

この場合，探索中の高さに雷雲があれば，発射

した電波はレーダ一基地にかえってくる。この

反射波は，雲の高さと反射波の強さからなる予

知条件を記憶した計算装置によって自動的に計

84号（9171.1. 1) 



写真2 田端レーダー墓地震警報盤

算処理され，強さによって強雷弱雷に区分し，

これの成長，移動，消滅までをつぎつぎと雷警

報般に表示する。

このようにして， Z鳴を聞く以前にとらえた

情報は宇都宮，前橋，横浜など10か所の給電指

令所に置かれた雷警報盤の地図の上に刻々映し

出される。 また， 支社， 営業所，送電所など

186か所の現業機関には， 雷が発生すると警報

ランプがつくようになっている。ランプがつけ

ば電話をすると，コンピューターが編集した音

声によって，情報をつかむようになっている。

以上の過程におし、て，つぎの3つの自動化装

置の開発に重点をしぼり，それらを組合わせた

「雷観測通報自動化システム」を実用化したもの

である。

84号（1971.1. 1) 

(1) 雷自動検出装置

現在任意に設定できる観測高度を

約5000mと10OOOmの高低2段，

発雷判定強度を受信電力一70dbm

以上という条件でプログラムにとり

入れたコンピューターを使用する自

動検出装置を開発した。

なお，雷雨からのレーダー電波反

射を一定高度からとり出すために，

レーダー ・アンテナを全周回転しつ

つ仰角を少しずつ変化させ，全空間

を走査する方式（定高度制御方式〉

を採用した。

(2) 雷自動通報装置

コンピュ ーターからの雷判定出力

を使って，雷の発生月日，時刻，場

所，高度，移動状況および消滅等を音

声できくことができるようにする。

「音戸による雷自動通報装置」を開

発した。

従来観測者がそのつど中央給電指

令所へ連絡し，そこから発雷地域に

通報していたが，これも雷自動検出装置と組合

わせることにより自動化し， 15分間隔で通報し

ている。

この装置は，単語あるいは短かし、語句の状態

で録音したエンドレス ・テープ群を計算装置か

らの指令で， JI煩序よくつなぎ合わせてひとつの

文章に編集，再生，録音する機能をもってい

る。

(3) 雷警報盤

観測半径150kmの東京電力供給地域を， 142

区分（田端系統給電指令所を中心に半径25km

ごとに区分し，さらに半径方向を32分割〉に分

けた警報盤に，雷の発生，成長，移動，消滅状況

を，弱雷は白ランプで，強雷は赤ランプで表示す

予防時報－29



(1) 雷鳴を聞く以前に，発雷を高い確率で検

出できる。…………90%

(2）発雷表示とその音声通報を雷害の危険が

予想される地域に，自動的にしかも迅速に

伝達できる。

・・・…落雷の20分以前の通報

90%以上

（注〉レーダーで雷を検出し，落雷までの聞に20

分以上の余裕があった事例はつぎのとおりで

ある。

高度一定

〔

E
〕
巡
沌

1ー

アンテナ仰角を距離により変化

一→距離 〔m〕

図3 アンテナの一定高度御ffj!J方式

るようになっており，雷害の多い送電系統を受

持っている給電所に重点的に設置されている。
43年7月， 8月の事例

60分以上 126件 67.8%) 

40～50分 11件 5.911 l 
j約90%

30～40分 16件 s.611 I 
20～30分 13件 7.0 II ) 

10～20分 8件 4.311 

O～10分 12件 6.411 

186件 100%

観測 ・通報が自動的に行なわれるため，

とくにレーダー観測要員を必要としなし、。

(3) 

(4) 

レーダ一本体装置は，周波数 5540MC，出力

60kW(P-P）の局地用のものであり，田端系

統給電指令所通信機械室に設置してし、る。

そのほか

本システムの特長

本自動化システムの特長を列挙すればつぎの

とおりである。

4. 

き

雷害期の電力系統の運用にはとくに慎重を期

しており， 雷雲の進行方向を予測し，関連送電

線の潮流調整，系統変更と予定作業の繰り上げ

などの事前措置により，雷撃による人身安全の

確保，停電事故の局限化，停電時間の短縮など

に大きな効果をあげている。

今後の課題としては，レーダーの発雷捕捉

率，雷発生地点と進行方面の相関，事故対応の

実施状況とその効果について， さらに多くのデ

ーターを収集 ・分析し，本システムの発雷検知

能力を向上することにある。また，開発期聞が

短く，雷の移動径路の予測するに十分なほど実

測データーが得られていないため，データーを

積み上げて移動予測の手法を開発していきたい

と考えている。
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石油類の静電気災害防止について

まえがき

固体の摩擦による帯電については，静電気と

して日常よく経験することであるが，石油のよ--. 
うな絶縁性液体でも，固体の上を流すとか，固

体を石油の中で撹はんすると容易に帯電する。

最近石油の需要が非常に増加してきたことから

この精製や輸送の場において石油帯電が爆発と

いう事故に連らなって，はじめて注目され，そ

の対策が叫ばれるようになった。

ところが，この静電気という状態の電気量を

測定することは，動電気と異なって，かなり困

難であるため，この方面の研究の進歩が遅れて

いる。しかし，ょうやく明らかになった石油の

帯電状態や爆発防止のための対策について，筆

者の考えを主体にし，金属管を通してタンクに

石油を積み込むときの問題に限って説明する。

a咽，』

災 害例

圏内で発生した爆発事故の大部分はタンク ロ

ーリーに積み込むときであった。その代表例と

して，表1に労働省産業安全研究所の資料を整

理して示す。この表は昭和35年から 39年末ま

でのおもに関東で生じた代表的なものである。

大体，災害資料から問題を解くことは無理なこ

とであるが，その糸口は得られる。すなわち，

この表から次のことが明らかになった。

a）タンクを接地しでも爆発は発生する。

b）先の積荷に低引火点のもの（ガソリンなど〉

を用い，引きつづいて高引火点のもの〈灯油

84号（1971.1.1) 

北村 正

など〉を積んでいる途中で爆発している。

c）爆発時の積み込み油量は全積み込み量の約

45%以下で，大気湿度は50%以下の低いとき

である。

この実例から防止対策を立てるにあたって明

らかにしなければならないことは， i）送油管

の中を流動するときの帯電量， ii）この帯電量

がタングに注入されたときのタング内発生電界

の空間分布状態とその時間経過による変化，お

よび， iii）タンク内で火花が発生し着火爆発に

いたる過程の3点と考えられる。

金属管を流動するときの石油の帯電

金属管の中を石油が流れると帯電する現象は

容易に測定できるが，「なぜ」とか「どのように」

という聞にはまだ十分には答えられなL、。明ら

かになっている点をつぎに示す。

a）石油分子自身はイオン化されず， 含有され

ている微量の電解質分子が電離していて，こ

れが石油？？？電のもとになる。

b）貯蔵タンクから他のタンクに移動するとき

は，正に帯電するが，どのような条件のとき

の帯電でも正であるとは限らない。たとえば

同じ石油を繰り返して同一管の中を流すと正

からしだいに負に帯電するようになる。

c）帯電量は，石油の種類〈含有電解質の種類と

量を含めて〉と管の材質と壁面状態等によっ

て変わる。

d）帯電量はまた，管の内径 ・長さおよび流速

によって変わる。

予防時報ー31



表 1 タンクローリーにおける静電気災害発生例 (1960～1964) ＊は他のデーターによる

二戸両号神説明静）｜ 検尺使~ I 開示｜接地法 ｜ 人的被害
2 i35. 3. 151 30% 

3 35. 12. 221 6。C
I I 55% 

6 Iぉ 4.J 
7 .36. 12. 21 

8 136. 12. 21 

ガソリ γ（ 20% 
灯油

川崎市
カeソリン

火傷（軽傷〕1名

川崎市 カ.＂／リソ 25% 使も用の FγF底部から 接地す ｜火傷（軽傷）1名
灯油 ょう 67cm 

川崎市
ガソ リソ 25% 牡 7.-;<.;!&)::.fl Iなし
灯油 ランプ

カ．ソリン
45% 一 火傷〈重傷）1名

灯油

すfソ 、］ソ 齢、ン ド川火寄（死亡）1 ;g* 松本市 灯油
20% 使 ランプ 火〔重傷）1名

川崎市
カ．ソ リソ

45% 使も用ょのう I 車上パノレプ・ぺ ｜火傷（重傷）1名
灯油 ト．ノレ』こクラソプ

川崎市
カe ソリ ソ

30% な 油止め伊わくに火傷（重傷〕3名
灯油 Fラソ

川崎市
ガソリソ

40% 
車上パノレプ・ハン 火傷折および手首名

灯油 ドノレにFランプ 骨 （重傷）1

埼玉県
ヵ・ソ リソ

25% 底部についてい 油止め金プ属わくに 火傷（重傷）1名
灯油 ない Fラン

川崎市
ベンゾーノレ 60～65% 

マンホーノレから
な し 火傷毒（死亡〕2名

トノレエソ 40～5Qcm下 l 中 l名

浜松市
（ピニ一川）

9～10% 55～60cm下 な し
JイPプ－4使の用廃油

17。C
16% 
11。C
60% 
11。C
60% 

9 137. 12. 8 

I I 20.1°C 10 138. 3. 271 
I I 24% 

25。C
11 !39. 6. 121 55% 

12.3。C
12 139. 12. 161 

57% 

管流による帯電は電流の形で流出するので，

流動電流として表わしている。その 1例を図1

に示す。ここでLは管の長さである。しかし災

害問題と して取りあげるには電流密度で表わす

のが適切である。これは 〔電荷密度〕＝〔流動電

流〕／〔毎秒当りの容積流量〕から求められる。
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図 1

流動電流が流速の約1.8乗に比例するとすれば，

電荷密度は流速の約0.8乗に比例することにな

る。これは大体正しい関係を示すもので，その

ようすを図2に示す。

石油タンクの帯電

前項で述べたような電荷密度をもって石油が

タンクに積み込まれると，タンク内の油面がし

だいに上昇してくるが，その時その時のタング

5一一

4•-

3

2
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S
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耳
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一
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図 2
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的の電位分布と電位傾度（すなわち電界の強さ〉

の分布がどう変わるかが，爆発の問題を解く基

礎になる。そしてとくに，放電火花が生ずるの

は油面であるので，油面付近の電界の強さを知

ることが重要である。放電を決めるのは，その

点の電位ではなく電界の強さであることに注意

しなければならなL、。電位と電界の関係は山の

高さと傾斜の関係で類推できるので，電位の高

い場所が電界の高い場所とは限らない。また電

〔kV/m〕
200 

E令
制
完j

芸100
き
』「

｝歪
従

!,i¥ 1形

0.2 
L一一一」。。
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80 ~（＇； 2 M 

n
uv

nHU
 

G
u

an
－－
 

H
古
吋
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J

何
回
と
り
ヨ

0.8 

界は方向をもっているので，たとえば油面の電 雪
界を表わすのに，垂直方向と水平方向に分ける 重 ＿u

’守一ー

のが便利である。

これから説明する資料は， 2klの容積の正立

方形のタンクに内径3インチ長さ15mの送油管

を底面まで入れて積み込む装置の実験結果によ

るものである。これで・測定された電界は油面中

央付近の垂直方向電界である。しかし，放電は

油面に沿って生ずることが多いので，水平方向

電界を知ることが必要である。この点のことを

含め種々の条件の影響を知るために数値計算を

行なった結果を加えて資料とする。

c 1) 油面電界の変化形態
タンクに石油を積み込みはじめてから終了後

電荷が消えるまでの電界の変化経過をタンクの

帯電形態として表わすことにする。これは爆発

防止対策のポイントになるものと考えられる。

代表的な帯電形態については，測定値と計算

値は大体一致している。垂直方向電界の代表的

なものを図3に示す。この図で第1形は主とし

て流量も電荷密度も大きいぱあいのもので， 第

2形は流量は大きく電荷密度の少ないときか，

両方とも少ないばあいにあたる。また水平方向

電界については計算結果から大体図3と類似の

傾向をもつことが示されている。

垂直方向電界は油面中央で最大値を示し，水

平方向電界は油面上壁面で最大になる。 図3の

第1形は符電形態でピークが明確に出るばあい

で，このピークの発生する油面高がタンク高の

約25～35%にある。これに対して，第2形のも

のはピークが明らかでないがその油商高は30～

50%にある。

84号（1971.1. 1) 
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J., 'JのIおきに対する液fiiiの比

図 3

(2) 帯電形態のピーク値

i）送油管流速uの影響（同一管から同一タン

クへ流入〉．石油の電荷密度Qは匂の 0.8乗に比

例する。したがって，りが2倍になると Qは約

1. 7倍に，タンク内池面上昇速度は2倍になる

ので， 垂直電界ピーク値は1.6～1. 9倍に，水平
電界ピーク値は1.7～3.0倍に増加するようであ
る。

ii〕送油管内径dの影響（同一タンクへ同一

流速で流入〉． このとき電荷密度Qはdに逆比

例する。したがって， dが2倍になるとQは半

分に，池面上昇速度は4倍になって，垂直電界

ピーク値は0.8～0. 9倍に，また水平電界ピーク

値は0.9～0. 6倍に減少するようである。

iii）タンクの寸法の影響（同一管で同一流速

で流入〉，タンクの寸法としては底面をとる。底

面を2倍にすると，油面上昇速度は半分になっ

て，垂直方向電界は1.0～0. 8倍に水平方向電界

は0.9～0. 6倍に減少するようである。

iv）電荷密度Qの影響（同一管で同一流速で

同ータンクへ流入〉．石油が異なっているとか，

あとで述べる負電荷発生装置を用いるなどで，

Qが半分になると垂直方向と水平方向の電界は

ともに0.6～0.55倍に減少するようである。

v) 湿度の影響

これは大気湿度を制御して実験ができ難いの

で，池面抵抗が変化すると等価であるとの考え
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15 

からみると，一般的には相対湿度が高まれば油

面からのリーグが多くなって電界が減少する。

とくに， 80%以上に湿度が高まると図3の第2

形の帯電形態を示すようなる。このことから相

対湿度の高い時期には爆発事故は発生し難いこ

とは明らかのようである。

vi）タンク屋根の影響

これまでの資料はすべてタンクに屋根のない

ものであった。しかし，一般に実用タンクでは

屋根がついているので，屋根をつけた影響を実

験結果から示すと図4のようになる。すなわち

屋根をつけると屋根なしのときの約2倍の電界

に達することは注目しなければならなし、。

以上6種の条件についての影響を述べたが，

実際のばあいではりからのまでの条件が複雑

に重なりあって入ってくるので，簡単にその状

態をつかむことはひじように困難であると考え

られる。

爆発

石油タンクが静電気によって爆発するという

のはどのような現象を指すのか，またその爆発

までの経過については，不明なことが多いが，

推定できることを次に述べる。

まず，爆発するためには少なくとも， a）タン

ク内気相部分で可燃性ガスと空気が混合して爆

発範囲内の濃度になっていること，めこの混合

気体に 0.25mJ以上のエネルギーが放電の形で

34－予防時報
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タン Jl~'i

供給できるような電界と電荷がその点の付近に

存在していることである。

タンク内垂直方向の電位分布は図5に示すよ

うになるので，電位の低い油面には電位の高い

下から正イオンが上昇してくる。このとき油面

の電界がひじように大きいときは，その上昇作

用がし、ちじるしくなると同時に同種符号の電荷

の接近による反発力も強くなり，石油の表面張

力とのつり合い等から，油面付近では石油の対

流がいちじるしくなり油面が波打つようにな

る。その結果油面は局部的にひじように強い電

界になり，コロナ放電を生ずるようになる。こ

れがきっかけとなり近くにあるタンク壁上の小

突起へ油面にそって絶縁破壊が生ずる。その結

果その油面上の空気の導電性が高まり，その付

近のイオン集団にイオンが付加されて放電が継

続することも考えられる。こうして爆発に必要

なエネルギーが加えられるものと推定できる。

以上のように，爆発までの経過を推定したが

これはあくまでも推定であって，測定と理論計

算から確めることはできないので，上記の局部

的電界は問題から除外して，これまで述べてき

た平均的な電界にもとづいて爆発問題を考えな

ければならない。

現在のところでは，もっと下って，直接爆発

の現象には触れないで，この平均的電界がある

値より大きくならないくふうの方を先に考える

状況になっている。すなわち爆発現象の把握は

別として防止対策の立場で研究を進めている。
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動力の範囲がある。

この現象は，今まで知られていないもので，

筆者が金属摩擦電子放出現象と呼んでいるもの

である。これは摩擦によって軟かい材料の面か

ら熱電子を放出し，これが石油分子に付着して

負イオンをつくるかまたは正イオンに付着して

中性分子に中和すると考えられる。

熱電子を放出するためには，摩擦点が高温に

なって塑性変形が進行すると摩擦点が他に移っ

て絶えず高温部が石油にさらされていると考え

て，この電子放出経過を大ざっぱに次のように

推定している。鋳鉄の表面の突起が摩擦点とな

って適当な荷重の下で摩擦すると，潤滑油面は

破れて下地金属と直接接触し， 10-3～10-4秒程

度の短時間にその表面温度が760°Cかそれ以上

に達すると，表面が割れ，相手の金属との接触

が終り，石油に接し，その表面から熱電子を放

出しながら急速に冷却してしまう。また760°C

に達しないときは，別の原因から接触が終り，

そこで石油に電子放出を行ないながら冷却す

る。このときの放出面として有効である時聞は

10-35以下と考えられる。このような摩擦点は

同時には数点以上で荷重を支え，っきつぎと別

の同程度の摩擦点数に更新されていくものと考

流量 12.8 l/s ・油而
x 中！日i苦E
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つぎに，気相部の混合気体の濃度の問題であ

るが，ガソリン蒸気が残っているタンクローリ

ーに灯油を積み込んだときの，気相中のガソ リ

ン蒸気濃度の測定例を図6に示す。これによる

と，泊面では積み込み開始後10秒ていどで、爆発

上限に達し，その後50秒前後の間爆発範囲内に

留まることがわかる。これは灯油がガソリン蒸

気を吸収する速度によるもので， 50秒以内に油

面電界が放電可能の強さに達するときに爆発の

可能性が生ずることになる。

図 6

えられる。

このようにして，石油が運び出すこの熱電子

放出は電流の形で，その摩擦期聞は同じ大さの

値を示している。

さきにも述べたように，タンク内で高い電界

の発生を防ぐのが爆発防止に連らなるという考

え方に立って，筆者は負電荷発生装置を考案し

この装置の原理について簡単に説明す

金属摩擦による負電荷発生

／ 
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る。

竪さの異なる金属を石油の流れている中で摩

擦すると，石油が負に帯電するとし、う現象があ

る。石油が負に帯電するということは，石油が

流動すると，さきに述べたように普通正に帯電

するが，その石油がこの摩擦金属を通過するこ

とによってその正の帯電量が減少することから

知ることができる。連続して摩擦するには回転

摩擦が適していることは明らかであるが，さら

に回転動力は両金属聞の圧力と回転数とで広く

変えることができる利点もある。この回転勤力

の変化によって負電荷の発生量をかなり広い範

囲にわたって調節することができる。その様子

を図7に示す。ここに用いた摩擦金属は鋳鉄と

鋼鉄の組み合せで，荷重に応じて効果ある摩擦

たので，

84号（1971.1.1)
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石油をタンクに積み込むときに発生する静電

気について，その発生量のこと，ついで積み込

まれたタンク内の帯電状況を爆発問題と関連づ

けて説明し，さらに負電荷発生装置を利用すれ

ば，タンク内帯電をいちじるしく 減少できる効

果を述べた。しかし，原理的に有効なこの装置

も，実用化のためには，長時間安定な効果を生

ずるための構造上の くふうがさらに残されてい

ると考える。

（筆者 ：キFムラ ショウイチ ・室蘭工業大学）

電子工学科教授 ／ 

前項に述べた金属摩擦電子放出現象は，石油

が金属管中を流動する ときの正帯電を中和する

のに有効であることは明らかである。その目的

で金属管に接続し貯蔵タンクへの積み込み口の

近く に設置できる ように組み込んだ装置を，負

電荷発生装置と呼んでいる。たとえば， 1.5イ

ンチ管とか3インチ管に接続できる装置とすれ

ば，流速3～4m/sていどの流量に十分の電子放

出を与え，しかも長い時間連続運転してもその

放出量に変化を生じないような装置にすること

は必ずしも容易ではない。

この装置の効果については，摩擦がよく行な

われている ときの例を，さきに述べた2klタン

クへ3インチ管から積み込むときに応用したも

のを図 8,9, 10に示す。 図8で，回転数0とい

うのは負電荷発生装置の作用がないときのもの

で， 800rpmのものが3本あるのは，同じ回転

数で摩擦しても，そのときの摩擦によってこの

ていどの差異が生ずる ことを示す。図9は送油

管流速によるその効果の差異を示すもので，流

速が1m/sのときより速くなると電界減少効果

が増大しているが，これは石油の正電荷密度が

増大すれば，同じ摩擦状態でも負電荷の発生量

が増大するとし、う原理を示している。 図10は同

一摩擦圧力に対して回転数による影響を示す。

摩擦なしの電界の値が異なるのは繰り返し測定

による差異で，石油の帯電測定ではこのていど

の測定値の散らばりはよく見られる。

以上のことから，負電荷生装置が順調に動作

明らかにタンク内電界をほとんど

負電荷発生装置

0近くまで減少させる効果がある。しかし，

れがすぐ実用化できるかは不明である。

きカtとあ

84号（1971.1. l) 

していると，
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東名高速道路交通事故誌上写真展
さきごろの交通安全運動期間に、地元の

アマチュア・カメラマンによる東名高速道

路事故防止写真展が、静岡県沼津市で開か

れた。カメラマンの名は加施正明さん。加

議さんは、東名が全線開通した69年5月か

ら、たのまれて、自動車整備の仕事から高

速道路の事故車・故障車を取町除いて交通

の確保をはかるレッカー会社の経営に転向

した。公団からは抜本的な援助のない赤字

つづきの民閉会社だが、仕事のもつ公共性

が企業の採算を越えさせているのだという。

仕事の関係で、悲惨な事故現場をファイン

ダーからのぞくうちに、放っておけず、ド

ライパーへの警告に写真展を開くことを決

意した。高速走行の常織の欠如による事散

が、かなりの数にのぼっているのである。
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福田屋デパートの火災

焼失14OOOm.2をこえる火災がお

きた。栃木県宇都宮市の福田屋百

貨店である。先年の東京 ・西武百

貨店の火災よりも焼失面積が大き

し戦後の百貨店火災では最大で

あるというので，いっせいに各新

聞が大きく報道した。

西武百貨店のばあいは7階から

出火しているのに，この福田屋百

貨店の火災は地下l階から出火し

ている。それが工事中のことと

て，エスカレータ ー設置部分の各

階の床が放かれていた。その付近

の地下1階で火を発したのだか

ら，上層階のほうに燃えあがって

しまうのは当然であり，これが焼

失面積を大きくした最大の理由で

ある。もしこれが，上層階での出

火であったならば，これほど焼失

面積は大きくならなし、。

西武百貨店のばあい， 7時間以

上燃え続いたのに，このたびは3

時間ほどとしづ。これは，増築工

事中のため館内全部が百貨店の売

場となっていなかったので，可燃

物が少なかったためであろう。 8

階全部と l階の大部分は工事場と

なっていた。工事は2倍の規模に

するための増築。それに既存部分

も模様がえをする。それにもかか

わらず2 営業をしながら，工事を

実施するため，工事の進行にした

がい売場を移動させていたとい

う。だから，各階が売場と工事部

分とがまちまちに使われていた。

これでは，出火の危険が大きく存

在するわけである。報道によれ

ば，溶接火が発火源ではないかと

あるが，考えられる課題である。

過去の幾多の事例により，また，

工事中の状況から，当然承知でき

たはす．の事柄で、ある。

84号（1971.1. 1) 

もしこれが営業中であってお客

がし、たならばと思うと烏ハダがた

つ，という所論がみられる。こう

いう所論は火災のたびにいわれる

ことである。しかし， これまで

に，営業中に火災が発生し，パニ

ック状態を呈したのは，戦後では

仙台の丸光デパート 1件だけであ

る。このときの出火は1階のコー

ヒースタンドにおける石油コンロ

からである。営業中は監視の目が

とどきやすいので，ぼやで消しと

めて大きな火災になっていない。

こういうばあい，火災が大きくな

るのは，たいてい易燃性の物が燃

えだし，一挙に燃えひろがるばあ

いで，これも過去の事例が教えて

くれている。しかし，今回の百貨

店の状況は営業と工事が並行して

いたから，営業中に火災がおきる

危険をはらんでいた。ともかく，

パニッタ状況を呈することが最も

恐れられるもので，やはり防火管

理の終極的な目的として考えなけ

ればならない。

火災の発見が早やければ，消火

してしまうこともで、きる泊、この

たびはたいへんおくれている。そ

れに火災報知設備も工事中のため

有効な状態になかったとしづ。こ

ればかりでなく，シャッターにし

ろ，他の消防設備にしろ，同様の

状況にあったらしいが，それなら

ば，なぜ，警備態勢を強化しなか

ったか。工事者側からも警備員を

おき，百貨店側との両者で異常時

に備えるよう考えられてよいはず

である。この百貨店では，すでに

ぼや火災をだしているといい，盗

難にもかかっているというからに

は，この処置を考応、する余地は十

分にあったはずなのである。

時の話題

しかし，この火災のばあい，火

災発見時より 1時間前の午前3時

に，警戒のため巡回したが，その

ときは異常なかったといわれてい

る。 しかし，これには信煩をおく

わけにし、かない。出火したらしい

付近の場所をみれば，垂直可燃材

があって，急速に燃えあがるとい

う状況にはない。だから， 1時間

ほど前にはかなりの火に成長して

いたはずと考えられるのだ。こう

いう警備状況では，警備が強化さ

れたとしても，はたしてその目的

が十分はたしえられるか，疑問に

なる。

百貨店関係者はスプリンクラー

．排煙設備 ・消火栓など完備し，

火災には万全を期して全館開店す

る予定だったというが，階段に商

品をならべておいたとし、う行為か

らみれば，のどもと過ぎればの類

になりそうに思える。階段は日常

の通路であり，異常時には避難路

とするところ，もっと大切にすべ

きところである。ところが，主要

階段の側壁に分電盤を取りつけ，

上下院？を通じた配線シャフトがあ

って， 壁には大きな隙間だらけ。

また階段踊り場に函し宿直室の山

入り口があるなど階段の取り扱い

方に疑問がある。他に気づいた点

を2,3あげると，排煙設備も有効

なものとは思えない。屋内消火栓

の位置も売場側にあって妥当でな

い。シャッタ ーを設備するにあた

って不備な状態のところが見当

る。救助袋を設置する適当なとこ

ろが見当らなし、。あえてあげれ

ば，正面左側の便所のところだけ

だろう。

（塚本 孝一〉

予防謄毅一41



【報告】

福田屋百貨店の火災

栃木県宇都宮市杉原町の福田屋百貨店の火災

は，昭和45年9月10日午前4時ごろ出火，宇都

宮消防署，各分団からのハシゴ車，タンク率を

ふくむ消防車46台，消防員 759人が出動して消

火に全力をあけγこが，ピルの地下2階から地上

8階までの全館を全焼，同日午前7時半ごろ鎮

火した。この火災の焼失面積は 14740m2におよ

び，損害総額は18億円をこえた。 1つの建物の焼

失面積としてはわが国で最大のものとなった。

この火災は，東京はじめ各都市には高層ビル

がつぎつぎに建築されている現状と，これに対

応する消火 ・防火体制のたちおくれを露呈した

ものとして， 各方面に大きな波紋をよんでい

る。

以下に宇都宮市消防本部の「福田屋百貨店火

災概況」の大要を紹介する。

火災概況

出火場所 字都宮市杉原町3238番地株式会

社福田屋百貨店（代表取締役福田直次郎氏〉

日時 昭和45年9月10日午前4時ごろ出火，

4時35分火災報告専用電話で覚知， 4時38分放

水開始，7時火勢鎮圧， 7時30分鎮火。

気象状況 天気晴。風位風速 北北東2m。

気温20°C。相対湿度73%。実効湿度80%。

出火原因 出火階は地下1階の食品売場中央

西寄りのエスカ レーター工事現場付近と認めら

れた。出火前日は午後7時ごろまで電気溶接を

していたが，見分の結果，この溶接火だけが出

火源とは断定できず，調査中。

焼損棟数と面積 鉄筋コンクリ ート造り，地下

42ー予防時報

2階，地上8階， 塔屋2階の一部営業，一部増

改築工事中の百貨店l棟全焼。

階数 既存部分 増築部分 計

地下l階 814. 79m' 575. 32m' 1390. llm' 

2階 497. 13m' 598. 79m' 1095. 92rぜ

地上1階 787. llm' 572. 96m' 1360. 07m' 

2階 853. 18m' 589. 24m' 1442. 42m' 

3階 II II II 

4階 II II ，， 

5階 II II II 

6階 II II II 

7階 69. Olm' 1427. 20m' 1496. 21 m' 

8階 II II II 

塔屋1階 II l17. 93m' 186. 74m' 

2階 68. 20m' 75. 5lm' 143. 7lm' 
一一一一

計 6 640. 16m' 7 741. llm' 14 381. 07m' 

損害見積額 建物 1000 000千円。収容物

400 000千円。

死傷者 死者なし，負傷者9人（重傷l，軽傷

8）。

出動車両 56台（ポンプ車31. タンク：$5,

ハシゴ車l，化学事l，照明工事車l，小型ポ

ンプ積載車10，小型ポンプ2，救急車2，無線

車l，広報車l，司令車1）。

出動人員 752人（消防職員155，消防団員597）。

火災発生前の一般状況

出火場所と付近の状況 現場は国鉄宇都宮駅

前から西へ国道119号線（日光街道〉へ通す．る

通称大通りを約 l300m行った同大通り南．沿い

の地点である。 出火場所を中心とした半径200

m以内には，県庁，市役所，県警本部，上野百

貨店，山崎百貨店，十字屋その他の商店が密集

して宇都宮の中心街を形成，県下ーの繁華街と

84号（1971.1.1) 



なっている。

出火建物の北は幅員30mの大通り，南側は幅

員4mの道路と，川幅5.7mの釜川ごしに木造，

防火造 りの店舗付住宅，東側は0.2mの間隔で

防火や耐火造の店舗や住宅となってお り，延焼

の危険があった。

付近水利の状況と使用水量 出火建物を中心と

した半径140m以内には， 2Qcm配水管に連結し

た消火栓2個， 15cm配水管に連結した消火栓1

個， lQcm配水管に連結した消火栓5個， 計8

個があって平均水圧は3.5kg/cm2で、あった。

自然水としては， 川幅5.7m，落差2.7m，流

水量毎分36m3の釜川があった。

使用水量は消火栓1327ffil，自然水5373m3, 

計 6700ffilであった。

最寄りの消防機関からの距離 本署の望楼から

の直距離は300mであるが，その問地上6階，

5階のピルなどにさえぎられ，見通しはやや困

難であった。また本署車庫からの走行距離は

480mであった。

出火建物の経過と管理指導の概要

創業からの工事，営業経過 同百貨店は昭和9

年に宇都宮市日野町に「福田屋洋服店」と して創

業。昭和36年2月，現在の杉原町に地下2階，

地上5階，塔屋5階，建築面積853.18m2，延べ

面積5855. 99m.2を新築し，昭和37年2月「福田

屋百貨店」として営業を開始した。

以後，第1回増築と して事務所 ・店舗と して

6階784.17m2と屋上娯楽設備の開設（昭和39年

5月〉，第2回増築として倉庫と事務所として 7

階 105.39m.2 c昭和40年2月〉， 第3回増築とし
て， 同店東隣接敷地 610.14m2を買収して仮設

店舗（鉄骨造り 3階，建築面積 560m.2, 延べ面

積 1420.99nめを新築，衣料マーケッ トを閉店

した〈昭和41年7月〉。

さらに，昭和44年3月には仮設店舗を解体，

同年6月から第2回増築後の既存建物と解体後

の敷地を利用して第4回目の増改築にとりかか

っすこ一。

この第4巨l自の増改築工事は， 10月完成予定

84号 (1971.1. 1) 

で，既存部分をふくめると完成時には地下2

階，地上8階，塔屋2階，建築面積 1496.21 

d，延べ面積14381. 07m.2となるはずであった。

この工事中も既存部分と増築部分の一部を仮

使用して営業は継続していた。

増築にともなう消防設備などの設置指導状況 昭

和44年6月12日，建築同意にあたり，消防用設

備等の設置指示をしたところ，各消防用設備に

ついてつぎのように着工屈が提出され，それぞ

れ工事が進行していた。

スプ リンクラー設備 昭和45年2月3日

炭酸ガス消火設備 ／／ 

自動火災報知設備 2月4日

避難設備 5月18日

排煙設備 6月20日

非常警報設備 7月28日

増改築工事中の防火管理指導状況 昭和45年5月

25日， 工事担当の鹿島建設と同百貨店増築工事

主任らにたいし，工事にともない使用不能とな

った本館東側階段にかわる避難階段として，南

側に鉄骨屋外階段の設置を指導し， 7月にそれ

は実現した。

昭和45年3月11日に立ち入り検査を実施した

ところ，構造管理の不適合個所があったので，

同月26日に是正通知を手交した。

昭和45年7月17日，工事の中間検査を実施。

9月2日には， 3月26日の是正通知内容の実

施状況確認のための立ち入り検査を実施したと

ころ，なお不適合個所が認められたので， 9月9

日かさねてつぎの是正通知通知書を手交した。

予防時報－43



1. 非常階段の区画をすること（既存および

増築部分に自閉式防火戸およびシャッター

を付けること〉。

2. 避難階段の有効幅員の確保。

3. 屋内消火栓を完全に作動および使用でき

るようにすること。

4. スプリングラーを至急に作動および使用

できるようにすること。

5. 避難口誘導灯，通路誘導灯， 誘導標識等

を完備すること。

・6. 各階売場の主要避難通路を 1.6m以上，

補助避難通路は 1.2m以上の規定通り有効

幅員を確保すること。

'7. 屋内タンク貯蔵所の入り 口は付近の雑品

等を整理整頓すること。

.8. 電気室内の整理整頓に努めること。

:9. 増築部分の使用を停止すること。使用す

るならば仮使用による承認を受けること。

ユ0 火災報知設備を使用可能な状態にするこ

と。

11. 各階売場の消火器を増設すること。

以上のほか，査察員は随時工事現場や売場に

たし、して立ち入り検査を行ない，そのつど工事

現場責任者，同百貨店の防火管理者にたいし工

事中の出火事例，出火の危険性について説明，

工事工程の電気 ・火気の使用をはじめ一連の防

火管理体制を強化するよう指導していた。しか

し，工事現場の初期消火用として泡 ・粉末消火

器15本が設置された程度で，工事の進行ととも

に営業が継続されていた。

消防用設備 消防用設備状況はつぎのようで

あった。

消火設備連結送水管1か所，屋内消火栓13,

消火器泡lOl33, lOOl 1，粉末12。

警報設備 自動火災報知設備（増改築工事に

ともなう自動火災報知設備の増設

工事のため，同設備の電源をしゃ

断しておいたことから，火災時に

は作動不能であった。〉

避難設備救助袋 5。

夜間の望書備 工事現場の東の工事事務所に1
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名が宿泊警備にあっていた。また

百貨店側としては中2階宿直室に

男子店員が輪番で3人ずつ宿泊

し，店内の警備にあたっていた。

出火期の状況と消防活動

4時25分ごろ，同百貨店の宿直長池田貞夫氏

ほか2名は， 中2階の宿直室で北枕でねてい

た。息苦しさに目をきまし， 1階から地下2階

へ通ずる階段口まで行ってみると，地下1階か

らまつくろい煙とともに炎がふき出し，立ち入

れない状況だった。ただちに宿直室から消防署

へ通報しようとしたが電話が通じなかった。こ

の間，さらに火勢は急激に拡大したため初期消

火を行なうこともできず屋外にのがれた。

3名は“火事だ”と叫んで‘付近の人たちに知

らぜながら，現場北方約 150mの同百貨店事務

所へかけつけ，消防署へ通報しようとしたが，

ろうばいして電話が通じないため，さらに南西

約250mの公衆電話ボックスから， やっと 119

番へ通報した。

覚知状況 4時35分，本署で元橋消防士が通

信勤務中に男の声で 「福田屋火災，福田屋デパ

ート火災」を受信した，ただちに火災出動計画

による第l出動を指令した。本署望楼勤務中の

青柳消防士は，夜明け前のうす閣をすかして監

視をつづけているうち，上記受信約1分後に南

東方300mの福田屋百貨店からかすかに煤が出

ているのを認め，炎上火災と断定， 4時37分に

第2出動指令となった。

先着隊現場到着時の状況 現場にもっとも近い

本署から出動した消防隊が，中央通りを南進中

は官庁街の建物にはばまれ状況不明のまま進行

した。現場西方50mの下野新聞前十字路にさし

かかったとき，福田屋百貨店の l, 2階中央以

西の開口部から煙が出ているのを認めた。さら

に現場に到着したところ， 1階北側西端売場用

出入り口の閉鎖シャッタ ーと，その東の工事用

シートのすきまから内部がまっかに燃えている

のを確認した。

先着隊の指揮者は，まず同百貨店と鹿島建設

84号（1971.1. 1) 



の筒先は1階D階段と工事用

の出入り口から建物内部に進

入し，地上18mのハシゴ車は

北側路上に部署あい前後して

放水を開始した。しかし時す

でにおそし火勢は3,4階以

上までのび火面は爆発的に拡

大した。緒戦の時機を失した

ため， 4時43分に第3出動，

4時52分に消防長特命による

全車出動の指令がおりた。

火煙にし、たたまれず1歩後

退した先着隊の筒先と後着の

各部隊は周囲の路上や建物の

屋上から計49口，各筒先とも

6kg/cm2以上の強圧をもって

火熱に破壊された2階以上の

各窓から注水を敢行した。

しかし，火はついに8階ま

でひろがり，とくに7階の商

G. L品置場では火勢はもっともは

げしかった。

6時30分ごろになって，

階から階段などを利用して逐

次上階に進入することがで

き，7時ごろ火勢の鎮圧に成

功， 7時30分鎮火させた。
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広コ 先場（工，，，か所との仕切りとして

天井にヘニヤ幌りがあった）
仁コ工事か所
単位 m'

延焼

火災の原因

火災初期の状況と鎮火後見分の結果，地階2’

階はまったく燃えなかったことから，出火階は

地下1階と認められた。出火前日の9月9日は

午前9時から午後12時ごろまで，元請けの鹿島

建設とその下請けである37社のうち， 12の建築

関係業者と，その孫請けの作業員計約40人が出

入りし，地下1階では午後6時までの営業と 6

業者の作業が行なわれていた。このうち6時以

後の火の気として判明しているのは，7時ごろ

まで田口鉄工の中央エスカレーター補強梁の電匂

気溶接と電灯と冷蔵庫への送電だけだった。

予防時毅一45

図

工事現場の宿直者に質問し，出火建物内部には

要救助者がし、ないことを確認した。そして工事

用シートを取りのぞき，建物内部に進入，煙と

熱気のなかを1階中央西寄りのエスカレーター

取付け工事現場付近まですすんで，現場観察を

した。地下1階の食品売場は全面火の海であっ

た。さらにA階段から 1階西端のハンカチ ・ス

トッキング売場全体に拡大した火勢は，A階段

途中のケース類をへて2階の婦人服売場へと延

焼しつつあった。建物内部の煙と熱気は刻々に

増大，急上昇して筒先の屋内部署は困難な状況

にあった。

消火活動の状況

84号（1971.1. 1〕
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見分したところ， 電気関係，厨房器具などに

は異常はなかった。電気溶接部の下方を中心と

した燃えが強い状況であったが，出火点， 着火

物， 延焼経過などの確定はできなかった。ま

た，工事現場の各出入り口は戸じまりがなく，

9月2日夜から3日の朝にかけて， 地下2階で

はビニーノレ被覆の電線その他約 105万円相当の

盗難事件が発生し，犯人は捜査中という事件も

おこっている。これらの状況から，火災原因は

ひきつづき調査中である。

延焼拡大の素因

(1) 増改築工事中のため自動火災報知装置の

電源が切ってあり，作動しない状態だったた

め，宿直員の火災覚知がおくれたこと。

宿直員が火災を発見してから消防署へ通報す

るまで，ろうばいするなど手間どった。発見の

おくれから初期消火がまったくできず，火災初

期の貴重な時聞が空費され，これが原因で出動

した消防隊も緒戦の時機をえられなかった。

(2）地階から 8階までエスカレーターの取付

け工事中であったが，各階のエスカレータ一周

囲の防火シャッターが未完成で、，半数は降下し

ない状態であった。 ここから各階に急速に延焼

した。地階から8階までの階段Aと売場とを区

画する防火シャッターが，工事と調整中のため

ほとんど作動せず，この階段が大きな延焼経路

となった。南西のすみにある従業員用の階段口

には，増改築工事にともなって商品がもちこま

れており，これが上階への延焼を媒介した。各

惜の床，壁のダクトスペース，ノ毛イプスペースが

工事中のため埋め戻しされていなかったので，

これも延焼経路となった。1階から 8階まで，

建物の南東すみの床に工事用資材の搬入孔（6

m×2. Sm）がもうけてあり，出火点、から離れた

位置にはあったものの火災の上昇路となった。

(3) 工事中の建物であったため，建物外周部

の北側をのぞく各方面にわたって工事用金網と

シートがはりめぐらされていたので，注水の妨

害となった。一方，ビル火災に立ち向かう消防

隊の装備としては，地上18mのハンゴ車が1台

46ー予防時報

だけで，上層階にたいする消防作戦が意のまま

にならなかった。

この火災の教訓

(1）福田屋百貨店火災原因の lつは，発見・

通報の遅延によるものであることから，工事に

ともなう 消防用設備などの機能不全を補うた

め，この種工事にあたっては，建築主と工事施

行者はたがいに緊密に連絡をとりあい，人為的

な警戒監視を十分にするとともに， 従業員の防

火教育を徹底して行なうよう指導すること。

(2) デパートなどの火災は工事中に多いので

工事の規模によっては，工事担当者にたいして，

防火管理者の選任，その他消防法第8条に定め

られている防火管理業務に準じた防火管理を行

なうよう指導すること。

(3) 工事中の建物には，工事の進ちょく状況

とその規模に応じ消火器具，警報器具などを

設置させ，初期消火に備えるよう指導すること。

(4) たとえ増改築工事中の建物であっても，

そのなかで売場などに使用している部分に， 消

防法が定められた技術上の基準により設置しな

ければならない消防用設備は，正規なものを完

全に設置い常時使用可能な状態で維持するよ

う強力に指導すること。

(5) 工事期間中であっても，防火戸，防火シ

ヤ yターが設置しである場所で使用可能なもの

は， 夜間にこれを閉鎖し， 出火時の延焼防止に

備えるよう指導すること。

(6) 同一棟の増改築にともなう一部完成のば

あい，仮使用の承認は消防用設備などが完備さ

れなし、かぎり行なわないこと。

(7) 増改築部分の取り合い区画，しゃ蔽区画

はかならず不燃材料を使用すること。

(8) ビルその他火災にさいし，消防活動に困

難が予想されるものにあっては，たとえ工事中

でも積極的に警防査察を実施し，消防活動の万

全を期すること。

(9) ピノレ火災に対処するため，ハシゴ箪，放水

搭車，空気呼吸器など装備の近代化と，これに

対応した隊員の教養訓練を強化充実すること。

84号（1971.1. 1) 



カット写真：イノパシオン・デパートの火災〈ベノレギー〉

火災の事例と教訓l

わが国でも大きなデパート火災がまた頭をも

たげはじめている。この機会に外国のデパート

火災事例をいくつかあげ，これを踏み台にして，

デパートの防災対策について考えてみたい。

従業員ら41名の死者を出した火災

場所 ：ニュージーランド，クライストチャ ー

チ

日時： 1947年11月18日

損害：死者41名，損害額5億 8千万円

建物は8つのれんが造りの建物が防火区画な

しに接続された形となっており，スプリンクラ

ーが設備されていなかった。火災原因はわかっ

ていないが，火元は多量の商品が納置されてい

た地下倉庫で，発見した従業員が電話交換手に

消防署に連絡するよう依頼して消火にあたっ

た。しかし交換手は経営者にまず連絡すべ

く，行方を捜し出そうとしたため， 10分ほど通

報が遅れた。

消防隊の到着する前も後もだれも建物から避

難しようとはしなかった。そのうち煙が階段や

エレベーター・シャフトを通って徐々に拡が

ってきた。気がついたときには2,3階からは通

常の手段では避難することは不可能となってい

た。

王室委員会の報告によれば，つぎのような環

境が火炎の拡大を助長したとしているが，これ

はまた，この火災の教訓ともいえよう。

84号 （1971.1. 1) 

上方仁

(1) 通路，エレベーター・ シャフト，階段室

などが防火的に区商されていないため，瞬時に

各方面に拡がった。

(2) 多量に積まれた商品による，大きな火災

荷重にたいし，建物構造が脆弱であった。

(3) 消防隊への通報の遅れがあった。

(4) 消防隊自身も初期消火にミスがあった。

(5）建物全体に可燃性繊維板が使われてお

り，多量の易燃物と相まって火勢を強めた。

落雷による火災

場所： イリノイ州スプリングフィールド

日時： 1948年5月2臼

損害 ：6億円

建物は鉄筋コンクリート造り 6階建てである

が，スプリンクラーが設備されていなかった。

火災原因はエレベーター ・シャフトに落雷し，

エレベーターの 2,3,4階の動力線部分から出火

した。

火災は3階層同時に起こり，このシャフトが

防火的に区画されていなかったため，守衛が発

見したときには，すでに地階へ燃え移ってい

た。

火災の進行があまり急であったため，消防隊

員は本館建物を救うことを断念，もつばら通路

で連絡している隣接建物の延焼防止に力を注ぐ

ことにした。しかし，この隣接建物との防火区

画も不十分であったため，相当の被害が出た。
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また本館には外側の窓に熱で、閉鎖、する自動シ

ャッタ ーが設置されていたが，これが作動して

閉鎖したため，消防隊員がホースをもって進入

することを困難にした。

この｛列でも明らかなように，デパートのばあ

い，鉄筋コンクリ ート造りでも，内部に可燃物

が多いため全焼してしまうケースが少なくな

い。また火のまわりが数分で全館に及ぶことが

あり，このばあいは開閉式の防火区画（防火戸 ・

シャッタ ーなど〉では煙感知器連動による自動

式のものでも間に合わないことが考えられる。

スプリンクラー設備で

大事に至らなかった事例

棚が撒水障害になった例

場所：ロンドン市

日時： 1958年 1月7日 1 : 53PM 

損害： 8500万円

2階の倉庫から出火し，火災そのものはスプ

リンクラーの撒水によって出火区画だけにおさ

えられたが，棚がじゃまになってフォ ームラバ

ーのクッションやパンヤ綿に水がかからず，こ

れが燃えるときの高熱と濃煙が，他の区画に拡

がったため，合計・72個のヘッドが作動し，その

濡れ損や煙の損害が大きくなった。

従業員と客は，いち早く避難し，そのあとで

スチールシャッターが降されたので，損害はそ

れ以上に拡大しなかった。

排水口がなかったため水濡れ損をうけた例

場所： マイアミ州

日時： 1957年3月1日 9 : llPM 

48一予防時報

燃えるクライストチャー
チの全景

（ニュージーラγド〉

閉店数分後に， 7階の倉庫からたばこの投げ

捨てによって出火し， 織物，フォ ームラパー寝

具などに燃え拡がった。 65個のスプリンクラー

の撒水と消防隊の大量放水により火災は7階だ

けにとどまった。が，排水口がないため6階も

相当の水濡れ損をこうむった。

また水は地階に多量に流れ込んだため，陳列

棚が床より約lQcm 上げてあったがし、くぶん水

濡れ損をうけた。

この2つの事例はいずれもフォームラパー製

の寝具倉庫から出火している点が注目される。

フォ ームラパーにかぎらず， フォームスチレ

ン，ウレタンフォームなどは九火のまわりがきオフ

めて早く，高熱を出すので，スプリンクラー・

ヘッドの配置は通常の売場 ・倉庫にくらべて密

でなければならない。また，棚，ディスプレイな

どによる撒水障害にはとくに注意を要する。

天井が可燃材で多くの死者を出した火災

場所：イギリス， リパプール

（ウィリアム ・ヘンダーソン ・デパート〉

日時 ：1960年6月22日

損害 ：死者11名，損害額9億円

出火したのは4階天井裏で，配線ケープールの

短絡による火花から，吊り天井の木枠が燃え出

し，天井裏全体に爆発的に燃え拡がった。火は

さらにエスカレーター近くの開口部と開け放し

となっていた扉を通して 5階に延焼し，焼け落

ちた物から3階にも拡大していった。

館内は，鉄骨の梁や柱があめのように折れ曲
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がり，商品 ・造作などがほとんど焼失，もしく

は汚染された。

出火当時，店内にはかなりの客がし、たが，非

常ベルを早くならし，誘導もスムーズにいった

ため，大半の人はなんの混乱もなく避難できた。

しかし 5階の食堂にいた21名の客と従業員

は煙と熱で避難路をふさがれてしまった。その

うち11名は窓から幅6Qcm ほど突出した部分に

のがれ，その うち 1名が墜落死したほかは救出

された。しかし，食堂に残った10名は焼死体と

なって発見された。

このような大惨事のため，査問委員会が聞か

れ， 12日聞にもわたって，総計72名にも及ぶ証

人から事情聴取が行なわれ，多数の証拠品の調

査が行なわれた。この結果，この火災の教訓で

もある，つぎのような勧告がなされた。

(1）建物にたいする最高度の安全基準にもと

づき勧告を行ない，随時立ち入り検査を行なう。

(2) 天井，その他の内部仕上げ，床張り材な

どにつき，可燃材の使用を制限する。

(3) 防火と避難のために階段，エスカレータ

ー出口を耐火構造物で囲うこと。

(4) スプリンクラーを設備すること。

これらは，さきにあけγこニュージーランド王

室委員会の勧告zあとに述べるイノパシオン・デ

パートの問題点と類似しており，これらがデパ

ート防火対策の基本であることがよくわかる。

電気器具の欠陥から

イギリスのデパート火災史上最大の事故

場所・ イギリス，ランカシヤ，ブラックプール

日時 ：1967年5月7日

損害 ：損害額 15億円

2つの地上6階地下1階の建物をついだ形と

なっており，鉄骨れんが造りで，自動火災報知

機は設備されて，その警報が直接消防署に通じ

ることになっていた。しかし，出火場所である

2階の照明器具売場付近には感知器が配備され
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燃えるブラックブール ・ストア（イギリス〉

てなし通報が遅れた。また消防署から避難設備

をふやすこと，階段室に防火区画を作ること，

スプリングラーを設備することなどが指摘さ

れ， スプリングラーについてはあと 1か月で完

成するこ とになっていた。

日曜日の深夜O時19分に消防署の火災受信機

が点滅すると同時に，ブラックプール ・スト ア

の夜警から電話による通報が入った。

消防隊は到着してから数分後に通報者である

3人の守衛にあい， 2階の火災がもっともひど

いことが知らされた。このとき実際には， 2階

はすでに下火になって，火勢は階段室などが区

画されていないために， 1階に移っていた。

建物構造と収容品のほとんどが破壊され，数

か所建物が倒壊したが，これは鉄骨が被覆され

ていなかったことによる。

その後の調査で，電気禄具の欠陥から過熱し

て出火したものとわかったが，この店では 1週

間前にも電気設備の欠陥が原因で， 1階からボ

ヤを出している。火災発見前数時間にわたっ

て，夜警による巡視が行なわれていなかったよ

うで，このことも火災を大きくするひとつのチ

ャンスを与えた。

イノパシオン・デパートの火災

場所： ベルギー，プラッセル

日時： 1967年5月22日 1 : 34PM 
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損害：死者325名損害額約70億円

出火場所は2階子供用品売場の洋服倉庫であ

り，発見者は2人の女店員であった。当時，店

内には2000名程度の客が入っていたが， だれ

も気づいていなかった。この時に消火栓を引出

して消火していれば，ボヤですんだものと思わ

れるが，女店員の通報で自衛消防隊員がかけつ

けた時はもう手のつけようがなくなっていた。

そこで消防署に通報すると同時に，店内に非常

ベルを鳴らし，避難させようとしたが，残念な

ことにこの非常ベルは業務用ベルと共用で，昼

休みの終了を告げるためにも用いられる。運悪

くこの時聞がちょうどこれにあたったため，従

業員はみんな通常の始業ベルと思い，だれも火

事とは思わなかったらしし、。このため，客の避

難誘導が遅れてしまった。あとは店内はまさに

“地獄”のような大混乱を起こした。くわえて，発

見後4分間で全館に火がまわるという早さのた

め，とても間に合うものではなかった。とくに

4階のセルフサービス食堂にいた客は入り口方

向からどっと入って来た煙と熱に逃げ場を失な

い，ここにいた約350名の客のうち約3/4の260

名がその場で亡くなっている。

火災の拡大がこれだけ早かったのは，防火区

画が皆無に近かったためで，各フロアとも防火

壁 ・防火戸などで区分した場所がないのはもち

ろん，階段，エレベーター・シャフト， エスカレ

ーター，中央吹抜け部分など，いずれの水平・垂

直開口部とも防火区画がなされていなかった。

またスプリンクラーが設備されていなかった

ことも大惨事とした原因としてあげられよう。

（詳細は予防時報71号参照〉

ダクト内のダンパーがないため拡大した例

場所：ミネソタリ十｜メイプルウッド

日時： 1967年8月28日

損害：損害額 5億4千万円

50一 予防時報

出火当日，従業員が頭上のディスプレイから

照明器具を取除く作業をしていたが，撤去した

配線の充電部を被覆しておかなかったため，シ

ョートして出火したものらしい。

火災発見後，従業員たちは2台の加圧水消火

器を使って消火にあたり，一応効を奏した。

一方，他の従業員は消防署に通報し， 175名

の客と従業員を建物外に避難させた。

火災はデパー ト内の商品の上を急速に拡大

し，煙や熱はガラス繊維の吊り天井の上の空調

配管に入って，無窓の建物全館をおそっていっ

た。消防署では，ダグト内にダンパーがなかっ

たため，熱の移動が急速に進み， 350m離れた

屋根の下で出火することになったと見ている。

屋根を支えていた棒が破壊し，建物と収容品

が壊滅的損害をこうむった。かろうじて厚さ20

cmのコンクリ ート・プロック壁で仕切られた

倉庫だけは救われたが，これも煙と熱で商品が

少し損傷をうけた。

この店舗の所有者であるナショナル ・チェー

ンの経営者は，イノパシオン ・デパートの惨事

のニュースに接し，スプリンクラーを設備する

ことを決定したばかりのところでこの事故であ

った。再築される新店舗には完全なスプリング

ラーが設備されることになっている。

倉庫内のガスストーブに

エアゾール製品からもれたガスが引火

場所：オハイオ州ウースター

日時 ：1967年10月25日

損害：損害額 2億9千万円

午前9時ごろ，支配人が最初に火災を発見し

たときは，まだ火災は倉庫内に限定されていた。

支配人と従業員1名が消火器により消火しよ

うとしたが，エアゾールの容器が破裂するので

近づけなかった。

消防隊は無窓壁と乏しい水利に妨げられ，荷

物扉が火点に接近すべく聞けられたが， ドアの
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前に有jがたくさん積まれていたり，建物内にた

ちこめた，厚い煙のかべなどがさらに妨害した

形となって，店内のほとんどを焼きつくした。

倉庫内での不注意な喫煙から出火

場所・ イギリス，ケント，ブロムリー ・ストア

日時 ：1968年2月19日

領害 損害額 4億5千万円

燃えるブロムリー・デJtー卜 （イギリス〕

建物は地上4階地下1階で，柱・梁は鉄骨で，柱

［土セメン トで被覆され，外壁はれんが造り非耐

力壁である。天井は地階全部と地上階の一部が

彫刻金属板張 りであるが，その他は吊り天井で，

それも金属アンク。ル吊り石綿板から，木枠ハー

ドボード仕上げといろいろな組合わせである。

火災の発見者は掃除婦で， 2階の倉庫から煙

が出ているのに気がついた。 10分後，このプロ

ムリー ・デパートの2階全域は炎の海となって

いた。掃除婦は急きょ清掃主任に報告したが，

それが午後2時25分であった。一方， 売子のひ

とりが同じ倉庫の近くの天井から煙が出ている

のを見つけたが，熱と煙のため進入することが

できなかった。そこで近く にあった電話で交換

手に消防署に通報するよう に額んだ。

通報があって3分後に，消防隊が到着した。

そのときはハードボードの間仕切りや家具の飾
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りつけに使われたカーテンを伝わって，火災の

拡がりが急速であったため， 3つの消火区画の

ないモダンな階段室が煙突の役目をして，煙や

炎が他の階へと延焼していた。

天井裏に入り込んだ火炎は耐火被覆のない根

太や梁を襲った。鉄骨の伸びが建物裏側のれん

が造りの壁を破壊した。その結果，消防隊の撤

退を余儀なくされた。

出火場所である倉庫は5m×3mの大きさで，

掃除婦，保護員によって，掃除道具，電気器具置

場として使用されていた。火災原因は一応従業

員のたばこの不始末と見られている。

世にも不思議なデパー卜火災

場所：イリノイ州シカゴ市内4デパート

日時 ：1968年3月29日

損害：損害額 12億円

この火災事例はきわめて特異なケ ースであ

り，午前中の約4時間の聞におたがいに2ブロ

ック以内にある 4つの下町の営業中のデノ4ート

で12件にのぼる火災が発生した。

もっとも大きな被害をうけた店は，6か所か

ら出火した。これらはいずれもその店の弱点を

つカ通れており，そのひとつは，スプリンクラーのi

設備された6階から出火，スプリンクラーは，

たまたま改修のため給水しゃ断となっていた。

6階には店の従業員やスプリンクラーの工事

業者がし、たが，火のまわりが非常に早かったの

で，スプリンクラーの制御弁を聞ける間もなか

った。

この火災は周囲のスプリンクラーが作動した

こと，消防隊が店の屋内消火栓で注水消火した

ため，一部分に局限することができた。

この店では，他の5か所からも出火したが，

いずれもスプリンクラ ーが作動して大事に至ら

なかった。こう して建物はひどい被害をうけな

かったが，煙や水による商品などの汚損がし、ち
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じるしく，約11億円にのぼる損害を出した。

被害がつぎに大きかった店では，4か所から

油火したが，いずれもスプリンクラーが作動し

たり，従業員が消火器で消しとめた。それでも

荷品の濡れ損などで約9000万円の損害だった。

その他の2つのデパートでは，いずれも出火

は 1か所だけであり，両方ともスプリンクラー

で消火できたため，損害は軽微ですんだ (1つ

が約360万円，もう 1つが約70万円の損害〉。

これらの火災のほとんどが倉庫から出火して

いるが，これらのいずれも出火原因に疑問がも

たれている（おそらく放火と思われるが，その

手口が巧妙で確証がないようである〉。

この火災においても，スプリンクラーの威力

をまざまざと示している。またそれと同時に，

スプリンクラ ーの保守・ 点検（制御弁が閉まっ

ていることがよくある〉が，いかに大切かがわ

かる。このばあいでも，スプリンクラーの工事

のため給水しゃ断を行なうばあいには， 厳重警

戒区域として，消火栓のホースをのばし，消火

器を増備しておくのが常識であるのにもかかわ

らず，それを行なっていなかったのは残念とい

わねばならなし、。

むすぴ

倉庫からの出火 以上過去に発生したテ守パー

ト火災のうち，防火上参考になりそうな10事例

をあげてみた。

ここでまず気がつくのは，出火場所のほとん

どが倉庫だということである。 Clo事例14デパ

ートのうち， 10デパートまでが倉庫から出火し

ている〉。

これは倉庫部分が出火危険が高いということ

ではなく，倉庫部分から出火したばあい，①発

見されるまでに火災が成長してしまうこと，②

品物が多いため，消火がしにくいこと， ③広い

売場に面しているため，区画がとれるとフラッ

52一予防時報

シュオーバーになりやすいことなど，大火災に

なりやすい要素をいくつかもっているからであ

ろう。

防火区画とスプリンクラー設備 またこれら

の事例からみても，防火区画をできるだけ小さ

くとることが，いかに大切かがわかる。

ただデパートの営業面ではこの種の区画がで

きるだけ少ないのが望ましく，この点がとくに

建築者のディレンマにおちいる点であろう。

しかし，人命の保護はなににもまして優先さ

れるべきであり，まず第1に，階段室，エレベ

ータールーム，エスカレータールームは防火区

画をすべきで，関口部をできるだけ少なくし，

出入り口はシャ ッタ ーなどよりも自閉式の扉が

望ましい（回転式ドアは好ましくない〉。 その

他の部分はシャッタ ー， スプリンクラーに頼る

ことになろ う。

またスプリンクラーは消火設備と防火区画の

役割を果すものであるが，煙の拡大を防ぐこ と

はむずかしい。ただ通常の天井面はもちろん，

便所，階段室，エレベーター ・シャフトなど，

すべてにわたってヘッドが配置されていれば，

火災の規模もおさえられ，煙の発生もわす’かで、

すむのではないだろうか。

なお，ここに述べた火災事例の他，パザーノレ

・ド・ラ・シャリテ ・デパート (1897年，死者

167名，フランス〉， ヌーベル ・ギャルイ ・デパ

ート(1938年秩，死者75名，フランス，マルセ

ーユ〉，コロンビア ・ボコタのデパート (1958年

12月16日， 85名死亡〉の火災をはじめ，最近で

はショーウインドウのクリスマス ・デコレーシ

ョンが投光照明の熱で出火したラ ・エステトレ

ラ・アズーノレ・デパートの火災(1969年12月17日，

死者7名，負傷者20名，メキシコ，メキシカリ〉

などがあげられる。

〈筆者 ．カミガF ヒトシ ・東京海上火災・技術課〕
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は じめに

明治40年11月3日放浅野吉次郎が友人伏見万

次郎氏の協力をえて，わが国最初のロータリ一

機械を創造しベニヤ産業の端緒を聞いたと記録

に残されているが，当時はきわめて稚拙な家内

工業的生産方式がとられており，需要量もきわ

めて少なくモミジ ・ケヤキなどの家具板用の雑

木ベニヤ板が作られていた。

創生期から10年，第1次世界大戦のぼっ発と

わが国の参戦により，国の経済が急激に発展し

未曽有の好況にめぐまれた。これを機会に合板

業界も好況を呈し合板の需要量の増加により，

従来の家内工業的な生産から一躍合板工業が企

業界に地歩を固めた。さらに大正12年9月1日

の関東大震災にさいして，住宅災害復旧用の資

材として合板の日本家屋に対する好適性が広く

世間に認識され，需要量はさらに増加し，接着

剤！の進歩と，長尺にして豊富な北海道材を使用

し家具，木工用の特殊品から建築用等に広く

普及されるようになった。また翌年合板工業史

に特筆すべき南洋材ラワンの大量輸入が開始さ

れ，従来の北海道材に替わり合板の最適資材と

して， さらに接着剤も改良され大豆クソレーが普

及した。

昭和16年12月8日わが国の衰運をかけた太平

洋戦争の開始により，軍需産業が急激に発展し，

合板業界が過去30有余年営々と築き上げた合板

産業の基盤は，統制経済と企業転換の前にこと

ごとく崩壊し，さらに戦況の不利と太平洋制海

権を連合国に握られ，ラワン原木の輸入が完全

84号（1971.1. 1) 

にストップし，最後には戦災によって，戦前74'

合板工場であったのが， l工場のみという状態

であった。が，さいわいに戦争中の軍用航空機・

舟艇船舶用合板などの生産により技術の向上が

なされ，戦後の底流として生かされている。

戦後は，いち早く復興資材として合板は脚光

を浴び，とくに米軍特需により合板界は活気づ

き，これと戦後の資材不足から木造簡易建築物

の工場が乱立した。乾燥設備もなく野天干しの

自然乾燥で，工場敷地内には原木・単板・合板カL

立すいの余地が無いほど置かれて火災発生 ・延

焼鉱大の素因がL、たる所にあたった。

昭和23年5月19日14時50分ごろ，戦後名古屋

史上の大火といわれる八熊大火が合板工場から

出火し，焼失面積20850. 345平方メ ートル，損

害額50623 500円という巨額の損害を出したの

である。以後昭和45年10月20日現在までに，昭

和24年，昭和36年，昭和45年10月20日現在を除

色毎年平均3件以上の火災が発生しており，

とくに中川区内に発生した炎上火災は合板工場

が主で昭和29年6件中2件，昭和30年8件，昭

和31年7件中3件とひじように高率を示し，合

板工場付近住民を恐怖に陥し入れた。このため

消防署では強力に予防行政を推進するととも

に，合板業界においても自主的防火管理確立の

ため昭和31年11月21日51社をもって中川区合板

業防火研究会組識を設立し，自主防火点検の実

施，強力な自衛消防組織づくり等に努力してい

る。戦後幾多の試練をのりこえ，さらに機械設

備の改良および新しい機械設備，尿素系新接着

剤の開発によりますます発展している合板業界
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では，設備投資に主力を注ぎ，消防設備を従に

している状況であったが，これを逐次改善させ，

さらに効果を上げるため，現在の予防指導状況，

今後の予防指導のあり方について考察を試みた

し、。

1. 合板製造工場の概況

広い意味のベニヤ合板工業一一普通の単坂，

合板特殊単板，特殊合板加工を含むベニヤ合板

工業ーーは，戦後の木材資源の不足から建築資

材の代用と米駐留軍の兵舎用として需要が急増

した。その後， とくに近年建築様式の変化 ・建

築物の美化 ・室内装飾品等耐久消費材の多様化

に応じ広範囲に使用されるとともに，高級な品

質が要求され，生産性の向上と技術革新により

新製品が多量に生産され，ホテルのロピー ・家

庭の茶の間 ・食堂 ・寝室で建材となり，またテ

ープル ・家具として20世紀の暮しに多大な貢献

をし，わが国軽工業の1つとしてきわめて重要な

位置を占めている。原木は輸入ラワン材がコス

トが安いという利点から製品の大部分を占め，

一部特殊なものとして国内産の広葉樹を用いて

いる〈木目を利用するばあい〉。

単板乾燥は，特殊なものを除いてほとんどが

スチームによる連続乾燥機が使用されている。

工場内部には14%（日本工業規格〉以下に乾燥さ

れた合坂の半製品が多量に置かれ，木くずやの

こくずなどもいたるところに散積しており， 一

方機械類としては， ドライヤー・ 接合機 ・アイ

官ンなどの特殊火気類と， 2次加工場における

特殊合板等に用いられる接着剤 ・パーメッ グ・

塗料 ・シンナ一等の危険物が使用されているだ

けに，火災にいたる危険，火災にいたってからの

延焼拡大する危険性は相当高率を秘めている。

中川区内は現在は25社の合板製造工場 （2次

加工を除く〉があり，それぞれの施設に対して消

防に関連する問題点を掲げてみると，

0規模別 従業員 100名以上 6社
II 50名以上 2社

II 20名以上 9社

II 20名以下 8社
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0建物精造別 鉄骨不燃建物 3社

木造建物〈真壁造り〉 6 f.土

木造建物（パラック造的 16社

O建ぺい率 中程度以上の企業 30%～70%
小さい規模の企業 70%～100%

。消防設備の設備率

固定消火設備〈部分的設置） 9社 36% 

自動火災報知設備〈部分的設置） 9社 36% 

非常警報設備 2社 8% 

大型消火器〈水， 泡〉 55% 

小型消火器（現有率100%) 100% 

となっている。こうしてみると，合板製造工場

は， 家内的な工業から出発したものが多く，加

えて建物も企業の拡充につれ，建て増し式に増

築されたものが多く， 工場内部には適当な防火

区画壁も無く，確保された空地も原木の貯蔵 ・

単板の乾燥場 ・単板置場として使用され，消防

的な見地から判断するとも っとも出火延焼危険

な条件を備えた防火対象物であることがわかる

だろう。

2. 統計からみた火災危険

過去22年間における合板製造工場の火災発生

状況は，図 1,2 ~こ示すとおり，昭和30年の 8 件

をはじめとして年間平均3回の発生率を数える

が， とくに合板工場の火災の特色を統計ーから抽

出すると・－

c 1)火災原因の主なもの
1位たばこの吸がら 10件 15%

2位 酸素（電気〉溶接断等の火花 9件 13%

3位研磨機の火花 5件 7% 

(2）同一工場からの出火ひん度

4件 5社1従業員50名以上の規模の大きい企業に多く，
～6件 ｝細部にわたる防火管理が徹底しないきらいが
3件 3社jあると考えられる。

2件 8社l中小規模の企業に多く，理由は前記と大体同
l件 17社J様である。

可従業員が100名以上で社内に防火委員会組織
lを作り，防火管理の万全を期している企業1

0件 6社i社と，従業貝数20名以下の小企業5社で，細
J部にわたり防火管理が可能。

企業数と出火件数との関係

c 1)年間平均の出火件数（昭和23年1月l白
から昭和45年10月20日まで〉 約3件

(2）企業数に対する平均出火件数 l企業

平均2.6件
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図 1年次火災発生状況と出火件数

(3）時間別発生率

休憩時間の前後と作業終了時。とくに炎上火

災は深夜に多し、。

(4）大火になった理由の分析

ア．火災の発見がおくれたこと。

イ．火災の通報がおくれたこと。

ウ．初期消火に失敗したこと。

エ 祭日や休日に出火したこと（溶接（断〉作

業に多い〉。

オ．作業が終了し，従業員が帰宅した後に出

火したことと，とくに炎上火災が深夜に

出火したこと。

カ．建物が粗雑で、あったこと。

キ．建物内部に大量の可燃物が貯蔵され，含

12 14 16 18 2Q 22 24 
〔時〕

図 2時間別火災発生状況
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水率10%前後に乾燥しているため，急速

な内部燃焼など合板工場の出火危険の特

徴は一般火災と若干の相違があり，この

相違の禍痕を除くことによって突のある

火災予防行政が推進できるものと思料さ

れるのである。

3. 予防対策上の問題点と改善のあゆみ

消防行政機関として，平素から企業経営者に

要求し，あるいは指導している事項について，

ごく一般的なものは割愛し合板製造工場の特殊

性について述べてみよう。

(1)物的な面

建物の用途，構造上の問題，消防用設備の問

題，電気設備 ・ボイラ一等の問題，喫煙設備・

暖房設備等の問題などについては，法的な規制

もあり，他の企業のばあいにも共通しているの

で，とくに合板工場において考えられる製造工

程上についての問題を掲げてみたい。

ア．単板製造工程上の問題〈要約〉

(7) 万の研磨作業多量の火花を飛散させ，

木くずなどに着火する危険があるので，研

磨はなるべく水研ぎとし，下部に水をため

て火花を水中に飛散するようにすること。

μ） 自然乾燥場外部的素因，すなわちたば

この火 ・煙突の飛び火 ・たき火などに注意

すること。

（坊乾燥機湿度の管理を厳重にするとと も

に，機内外の清掃をひんぱんに，しかも完

全に実施すること。また木くずなどは低温

着火の現象により，発火することもあるの

でじゅうぶんな管理をすること。

（エ）単板の集積作業場内には，必要最少限

量しか置かないようにすること。

イ．合板製造工程上の問題（要約〉

肘接合機およびアイロン電熱装置のつい

た接合機やテープはりに使用する電気アイ

ロンなどの管理を厳守すること，およびス

イッチの切り忘れのないょにじゅうぶん留

意すること。

付）仕上げ作業端切り，かんなかけ，サン
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表 1 原因別火災発生状況（昭和23.l. l～45, 10. 20) 

原 因 11件数焼失面秘損害額

τl~I 4000 
2 400 
1 I I 600 
10 , 5 889 I 57 643 240 
2 I 343 I 2 361 200 
1 I I 200 

I 29 825400 
3 I 49 I 326 000 
2 I 75 I 333100 
51 ' 37100 
3 I 272 1 139 630 
2 I 86 I 120 300 

,1 4 i : 16 300 

｜電熱器類 11 3「3Jil 五五記己
｜モ － j( - II 2 I I 16 600 
配線不良 ii2 I 12 oso 

気 f 変 圧器 II 2 I I 7脚
｜漏 電 II 1 I I 50 623 500 

危 1第 1 石油類 111 16 305 I is函
険 l第 2 石油類 11 I I 1200 
物 ｛ 第 3 石油類 II I ! 3000 

Z丁目 火 II 11 830! 53… 
の 子供の火遊び l1 I I 100 
他 l 不明火，調査中 114 I 6 403 I 92 838 600 

合計 II67 I 22 427 I 242丸7820

夕、ー，務付けなどの加工作業により，乾燥

したかんなくず，木粉などが生じるので，

集塵装置によって耐火構造のため場，もし

くは水張りタンクの内部に集塵するような

装置に集めて処理すること。

ウ．その他

的溶接作業の火花設備機械の修理は溶接

作業を主として行ない，とくに乾燥機のス

チープパイプの修理工事が非常にひんぱん

に行なわれるので，作業個所より最低2メ

ートル以上は塵あいを清掃したのち溶接作

業を行ない， 塵あい着火の予防措置の万全

を期すこと。

(2）人的な面

近年いずれの産業もさかんに若年労働力の不

足が叫ばれ，求人困難のため優秀な人材が不足

しこのため生産能率および品質低下を招くと

ともに，工場自主防火管理体制を確立するうえ

にも困難な問題としてとり上げられている。

労働力の不足を補うため，家庭婦人のパート

タイムや臨時的な雇用にたよることはそれだけ

従業員の質の低下を意味し，作業上および工場

管理に責任観念に乏しいことも見のがせない。

56ー予防時報

現在の合板製造工場においては，企業経営者

自体は自主防火による企業防衛に対する関心は

ひじように強く理解が深いものであるが，労働

力の不足が目立っている今日従業員に対する徹

底した防火教育は困難で、あり，末端まで徹底し

ないのも中小企業における悩みであろう。しか

し現実はより以上にきびしく，とくに昭和40年

以降25社のうち12社から火災が発生し，同一会

社から3回が1社， 2回が5社もあり，そのう

ち4社が焼失したことにより，合板関係者のよ

り以上の結束と強力な予防施策の必要から，防

火に対する積極的な機運が盛り上ってきたので

ある。

さいわい中川区内には，昭和31年に中川区合

板業防火研究会組織が結成され，以後防火施策

について自主的研究の場をもち，輝かしい実績

を上げているが，昭和41年火災発生件数4件，

損害額実に 9000万円と巨額な損害を出したこ

とにかんがみ，それらの原因がたばこの取り扱

い不良と溶接（断〉作業時の火花に起因したもの

であることから，たばこ専用の防火バケツの設

置(1社あたり10～30個〉とか，溶接（断〕作業の

実施については，事前に消防署に届け出制を取

り決め（表2），届け出のさいに作業実施上の注

意事項記載のパンフレットを手渡し，合板関係

者はもちろんのこと，溶接作業関係者に注意を

喚起し，このため相互間に防火に対する関心が

高まり，火災予防の成果をおさめている。

表 2 溶接（断〉作業実施届け出状況
（昭和41.11.30～45.10. 20〕

年 次 届け出件数

昭和 41 年 46 件
42 年 243 

43 年 154 

44 年 149 

45 年 148 

メ区弘二週、 計 740 

さらに昭和44年には初期消火体制強化のた

め，自主消防訓練実施励行を企画し，過去の訓

練と異なり，経営者率先指揮のもとに全従業員

が参加し，通報訓練・消防用設備器材の取り扱い

を演練し，訓練を1歩前進させるため，消防隊

84号（1971.l. 1) 



員の誘導 ・人命救助の要否・火災の状況報告と

指揮者の指揮要領とを合せて演練し，そのつど

防火研究会において訓練概要を発表し，会社ご

とに反省し警火心の高揚と愛社精神の育成を高

めている。

また一面では，自主防火管理体制を整えるた

め企業体ごとに防火委員会組織を設定したり防

火の総括的な責任を有する監視員を選任したり

して，自発的の自己企業防衛に努力しているの

である。以上のことがらは，合板工場の特殊な

面に対して考察される予防対策上の問題事項を

要約して列記したにすぎなし、かも知れないが，

まだ，従業員の防火教育問題，立ち入り検査の

運用上の問題等主要な問題が残されている。

4. 将来の合板工場の予防施策

将来の合板工場の予防施策として理想に追う

ようであるが，企業の繁栄と近代化された安全

性を願って次の事項について渇望するものであ

る。

c 1)企業経営者に
ア．建物の不燃化（長期設備投資計画の樹立〉

イ．自動火災報知設備の設置の促進。

ウ．固定消火設備の設置の促進。

エ．火災予防上不備欠かんがある個所に対して

は経費を惜しまず早急に是正すること。

オ．防火管理のしやすい職場環境をつくる。

カ．労使相互の信頼と協調を高め，自主防火管

理体制の確立につとめる。

キ．工場内外の整理 ・整頓 ・清掃 ・保守点検を

実施し，出火潜在危険の排除につとめる。

ク．同業者相互間の連絡を密にし，防火管理の

自主的研究を行なうこと。

ケ．火災の拡大する直接の原因は，火災の早期

通報がされていないこと。また初期消火の失

敗がおもな原因であることから，日ごろから

その対策を図り徹底を期する。

コ．休憩時間後と作業終了時の点検の強化と，

祭日 ・休日などの防火管理の手薄などのとき

に重点を置き，監視の強化を図ること。

サ外来者および工事関係者は合板工場の内情
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にうとく，火災の危険性について知識がうす

いので，とくに外来者による溶接作業実施に

ついては指導と監視を適切に実施すること。

シ．防火管理日誌等記録制度を設け，たえず企

業内の出火潜在危険個所の把握につとめこれ

の改善を図ること。

(2）従業員に

ア．各事業所ごとに防火巡回教養を実施し，そ

の事業所の特性に応ずる防火知識を仕事の一

環として教育すべきである。

イ．直接火気取り扱い作業に従事する人を対象

として，定期的に防火に関する基礎的知識と

管理技術について視聴覚による科学的な指導

教養する。

ウ．類似業態，その他特異火災事故を聞知した

ときは，つとめて視察を行ない，焼け跡の状

態をできるだけ身近に感じさせ，自らの職場

の防火について研究心をつのらせて防火対策

の強化を図る。

エ． 事業所にささいな火災事故が発生しそれを

未然、に防止しえたさい等はともすれば大事に

いたらなかったことをさいわいに内密にして

しまう傾向があるが，そのような小さな火事

ほどその出火原象を明確に残しているから，

こうした機会を必ずとらえ，真実を徹底的に

究明し，その教訓を広く従業員に公開注意し

て，防火思想の高揚と知識向上を図る。

火災の発生は，その人の不注意によって起こ

るといわれているが，不注意といっても無思慮

のばあいが多く，経営者をはじめ会社幹部の指

導力の育成，知識の浸透と悪習慣の改善，訓練

励行が望まれる。したがって予防教育は火災予

防警戒の大きな分野であるが，これは関係者の

理解と協力が無ければならない。

消防機関としても，これら合板工場に対し法

的に拘束したり，査察指導を強化したりするこ

とのみでなく，企業関係者の自主的な防火に対

する熱意いかんが予防対策を左右するといって

も過言ではないと思う。

（筆者 ：アジオカ キヘイ ・名古屋市中川消防署長〉
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黒いスモ ッ ゲ

スモッグということばは，いうまでもなく煙

(smok）と霧（fog）を組み合わせた合成語であ

る。合成されたときの意味は「煙でよごれた霧」

くらいのものであったろう。あるいはばい煙を

含んで、いる霧としてもよかろう。さらにつっこ

んで，ばい煙の粒子が霧粒を凝結させる凝結核

になるだろうかとか，粒子全部が活性な核とは

なるまいとか，霧粒がばい煙粒子をつかまえる

だろうかというようなことになると，結論をま

とめるのに十分な研究や調査がなく非常にむず

かしくなってしまう。

ただ，スモッグというときには，石炭のばい

煙を念頭においていたことはまちがいあるま

い。すなわち，黒いばい煙である。東京 ・大阪

などでも10年以上前には黒いばい煙が問題にな

った。そのころでも大きな企業は完全燃焼に心

がけるので目に余るまっ黒い煙はほとんど見ら

れなかったが，中小企業， ピル暖房，家庭の暖

房などではかなり石炭を使用しているという状

況であったし，なかには古タイヤを燃料にして

いるというようなひどい例まであった。このよ

うにして都会の中心部でも黒い煙が，わがもの

顔に空に吐き出されていた。

スモッグ防止がやかましくなるにつれ，まっ

先に黒いばい煙が取り上げられたのもうなずけ
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るところといえよう。リンゲルマン濃度表で4

より濃いのを3以下になるように指導するとい

うようなことが論じられたのである。ついで3

以下をさらに2以下にするというような行政指

導が打ち出された。

このような行政指導は着実に，目立つことも

なく，きわめてじみに実施され，古い施設は改

造され，燃料を石炭から重油に変えるなどして，

自に見える黒さの濃度は年々改善されていっ

た。現在では東京で黒い煙を見つけようとして

も不可能に近いくらいにまでなってきている。

石炭が重油へとし、う燃料転換は日本だけの現

象ではないが，技術革新 ・人件費の上昇などか

ら必然、のことになってしまったといってもよ

い。石炭産業が斜陽になったのも大きな原因と

いえるかもしれない。とにかく，かれこれして

黒いスモッグはあたかも解消されたかのような

印象が与えられている。

1969年から1970年にかけて霧の都ロンドンは

青空をとりもどしたというニュースがしばしば

新聞やテレビに取り上げられた。それはきわめ

てじみなスモッグ追放の行政や市民運動が成果

をおさめたせいだとされている。このような報

道についての学術論文はまだ発表されていない

ようであるが，注目に値するところである。

東京 ・大阪などで黒いスモッグがかなりの程

度追放されたのと同じ関連があるということが

できょう。技術的にも経済的にも追放できるも
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のであったのも見のがすわけにはいかない。

しかし，一方，そのために自に見えないスモ

ッグ水（？〉が多くなってきている現状を無視す

るわけにはいかない。

＊スモッグをよくロソ rン型スモッグとロスアンゼノレス型
久モッグにわけ， ロンドン型は石炭の燃焼で生じ，ロス

アンゼノレス型は石油系燃料によるとされる。前者による

ものは黒いスモッグであり，後者は白いスモッグという

ことができょう。

白いスモッグ

煙突から黒い煙が出ないように燃焼技術や施

設を改良すると，煙が自に見えなくなるから研

究の障害になるといって，数年前口角泡を飛ば

して議論された老教授を知っているが，当然そ

のような議論は時代錯誤と して顧みられなかっ

た。 しかし，皮肉に聞えた議論が，スモッグ防

止にとってはきわめて容易な道であることを思

うと，ただ笑ってだけはすませないものを含ん

でし、るように思えてくるのである。

国の石炭政策にまで関係するので，議論も批

判も容易ではないが，根本的に考えなければな

らないものをたしかに含んでいるのである。

白いスモッグはこのような含みを持った現象

である。

東京や大阪の最近のスモッグが完全に白いス

モッグであるとか， ロスアンゼルス型のスモッ

グであると言いきってしまうのにはいささか問

題がある。 もっと違った形のスモッグになって

きているといった方がよかろう。

白いスモッグとして大きく注目されてきてい

るのはいうまでもなく亜硫酸ガス（S02）であ

る。いおう分は石炭の中にも含まれているが，

何といっても主要な役をしているのは重油中の

いおう分であろう。大気汚染中のいおう分が多

いというのは使用燃料中に含まれているいおう

分が多いというだけでなく，使用燃料の絶対量

がものをし、う。重油等の使用量が年々急増して

いる現状からみても二酸化し、おうの増加は十分

に考えられるところである。
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二酸化いおうについて 2,3の問題を述べてお

こう。二酸化いおうが人体影響の元凶であるよ

うによくいわれるが，大気汚染による人体影響

は大気汚染中の1物質だけによるものではない。

二酸化いおうだけによる影響が影響の全部では

なく，いろいろな大気汚染物質による総合され

た結果が影響として現われているのである。

二酸化いおうが取り上げられるのは基準測定

が可能であること，測定が容易であること，他

の汚染質との関係が比較的平行していること，

などによるものといえよう。

世界の石油政策というような立場から見れ

ば，わが国はいおう分の少ない原油を確保する

のはきわめて困難な立場にあり，中近東のいお

う分の多い原油などが多く輸入されているので

ある点も無視するわけにはいかない。

大気汚染中の二酸化し、おうの濃度を低下させ

るためには，低いおう原油の輸入，原油中のい

おう分を少なくする； 重油中のいおう分を低下

させる i排煙中のいおう分を低下させる；など

が考えられる。これらのうちのどれを取り上げ

ても，非常にむずかしいものを持っている。技

術上のむずかしさだけでなく，国際関係の立場

からみての困難さもあり，経済上の着眼点から

の困難さもある。

低いおう燃料を使用するという行政指導をす

るにあたって，具体的な技術だけでなく，低い

おう燃料の確保に十分な手を打たなければなら

ないから，国際社会における政策にまでひびい

てくる。

以上のことを考えてみるだけでも，大気汚染

防止はきわめてむずかしいものを含んでいると

いえる。一方，画期的な手を打ちさえすれば，

結果ははっきり現われるということもいえる。

わが国では，以上に述べたいくつかの方法の・

うち，どれか1つを取り上げて防止対策として
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%、るのではなく，どの方法も並行に取り上げて

いるといえよう。ただ，圏全体としての必要な

低いおう燃料全部の確保ということになると，

将来の年次計画的な見通しがはっきりときめら

れない限札十分信頼できる数字をあげられな

も、といえるであろう。

それだけでなく，学問の第1線の進歩が行政

にそのまま反映されるかどうかということや，

大気汚染現象や，行政に対する一般人のなっと

くなどもからんでくるので困難の度はいっそう

大きくなってくるといえよう。

一酸化炭素 （CO)

大気中の二酸化炭素（C02）が年々多くなって

いる点に着目して二酸化炭素が長波長放射を吸

収するから，それだけ地球の下層大気の気温が

上昇するという意見を提唱した学者がし、る。そ

のため北極洋の氷が解けニュ ーヨークや東京は

近い将来水没するだろうとまで一時報道され，

新聞等をにぎわしたことがある。

大気中の二酸化炭素そのものは人体に有害と

はいえないが，一酸化炭素の方は明らかに有害

である。大気中の更硫酸ガス（S02）の方は長

年かかってゆっくり影響が出るものとみられる

のに対し， coは直接ひびいてくるだけにおそ
ろしい有害ガスといわなければならなし、。

そのcoを排出させるおもな元凶は自動車で
ある。したがって，交通量の多い道路に沿って

高濃度のcoが観測される。
自動車公害といわれるものにはいくつもの問

題がある。騒音，振動，炭化水素，一酸化炭素，

鉛，粉じんその他があげられる。 これらのうち

のどれを取り上げても多くの難問題を含んでい

る。一酸化炭素もその例にもれない。

わが国のおもな都市で一酸化炭素の濃度測定

を実施している。一方，発生源である自動車の

方の規制がなされるようになり，いちおう順調

に対策が進んでいるような印象を受ける。

しかし，これだけでよいのだろうか。

自動車公害を防止するには，どうすればよい
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か。あまりに多くの問題を含んでいるだけに，

ひとすじなわではし、かない。それでも，いくつ

かの問題をとりあげてみたい。

主要な繁華街で自動車をしめ出し「歩行者天

国」とし、う名称を与え，あたかも，自動車公害が

解決したかのような報道がなされる。一酸化炭

素の濃度を測れば Oppmであったなどという記

事が出る。このようなところに，おおいかくせ

ないわれわれの公害に対する体質がうかがえて

ならない。

天国とは一体何かというような分析までは，

むろん考えられていない。広場（あるいは市場〉

に対する考え方，受け取り方からして違ってい

る。いたずらに人出が多いのが天国であるとし

たら，まこ とに奇異な感じがする。

都市国家を知らないわれわれが，広場を中心

として行政府，都会，裁判所とならび，多くの

人が集まり，議論をし，語り合い，いっしょに

考え，意見をまとめるということになれていな

いのがわれわれの体質で、あるように思えてなら

ない。

妙な方向に話がそれたが，このようなところ

から公害の問題を広く，深く，長期的に考えて

みる必要がありそうである。

歩行者天国ということばと同じように人間尊

重とよくいわれる。歩道橋を作ればそれだけで

人間尊重をやっているようにいわれる。一方，

歩道橋ができたために老人や病人や子供たちは

事実上道路の横断ができなくなったという声を

聞く。こんなところにも人間尊重が十分に考え

られていないものを感ぜざるをえない。

今ごろになって，ぽつぽつ東京などで路面電

車を残しておけばよかったというような声が聞

かれる。車線数で自動車の車線をはっきり分離

してしまえば，自動車事故が激減するといわれ

る。

それに対し時代錯誤とし、う意見もある。路面

電車復活論はナンセンスであるという。しかし，

そんなところまで含めて考えなおしてみる価値

は十分にあるであろう。

東京の新宿柳町交差点で，外苑東通りと大久
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保通りの交差をせめて立体化しようとしている

というが，それまでの間，交差点のところで車

が停止しないように， 信号の位置をかえてみる

ことになった。これだけの手を打てば大丈夫と

十分案をねって実施したのに，現実は思うよう

にならないとしづ。この問題でも，率優先とい

う考えがちゃんと入っているのを見のがすわけ

にはいかない。

自動車による輸送の問題はたしかに日進月歩

を続けてきているといえる。しかし，すべての

現在までの過程がそのまま是認され，これから

さきの改良だけが許されるとしたら，この後ど

うなるかばかり知れないものがあろう。

この問題についても，立場を変えて，すべて

考えなおしてみる必要があろう。

光化学スモッゲ

il－－・・・0・0ool－－

1970年の初夏から夏をへて秋にいたるまで東

京 ・千葉 ・神奈川等で集団的な人体障害をおこ

し，もっぱら光化学スモッグあるいはオキシダ

ント ・スモッグだと報道された。しかし，オキ

シダント ・スモッグについて長年取り組んでい

るロスアンゼルス ・スモッグと比較してみる

と，似ている点もあるが，違いもあるので，そ

のままなっとくするわけにはいかないとこの方

面の専門家は気にしているのである。

このようなところに，新しい用語を用いれば

それだけで事が解明されたかのような印象を与

え，また与えられるわれわれの国民性がうかが

えるように思う。もっとも大切なことがどこに

あるかよりも，あわててもっともらしく，だれ

も理解できるような用語を用いて報道すればよ

いとしているように見える。

ロンドンが青空を取りもどしたのには，裏面

にじっくり対策に取り組んだ国民性があること
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を思う。熱しやすく，さめやすいのでは解決に

ならない。かえって混乱を増すだけであろう。

オキシダント ・スモッグについてはいし、かげ

んな結論をいそぐのは危険である。それより，

じみな観測を積み上げる必要がある。それは現

在行なわれている地方自治体の観測を続けるこ

と，さらに強化できるなら，それにこしたこと

はなし、。その結果から息の長い政策を打ち出し

ていかなければなるまい。

いうまでもなく別に応急の必要対策は打たな

ければならない。通常いわれているのは，自動

車の排ガスなどに太陽光線の紫外線が働き光化

学変化をおこさせるとし、う。そのほかに硫酸ミ

ストが関与しているともいう。さらに考えられ

る限りの物質が関係していないとはいえなし、。

これらの結びつきを科学的に解明するのにはこ

れからさきどれだけの年数を要するかわかるま

い。もうここまできている点をはっきりと認i哉

する必要がある。応急策や，一時対策ですませ

るものではあるまい。

自動車が現状のように走り，これからも増加

し続け，大容量重油使用企業が進出し続ける限

り，これからどうなるか想像もつかない思いが

する。

個々の問題について少し思い上ったいい方を

したと思う。もう少し別な見方をすると，たて

社会からうまれてきた私生児が公害であるとい

えよう。よこ社会がしっかり考えられる社会を

本気になって打ち立てていく勇気がいる。それ

ができないわれわれではないと思れたて社会

は，なわばり本位の社会である。派閥社会とも

つながる。よこ社会はそれからの解放である。

具体的にどのような手が打てるかを決めるのは

容易ではないが，蛮勇に近い勇気が必要であろ

う。

〈筆者：イトウ キョウジ ・東海大学理学部物理学科教授〉

* * 宅主
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名古屋港九号地

の

防火対策

立松 勲

62一予防時毅

はじめに

名古屋港を中心とした名古屋臨海工業地帯は

近年， 急速に南部および西部にも発展し，巨大

な工業地帯を形成し，文字どおり中部経済閣の

中心をなしている。その原動力ともなる燃料の

供給源が九号地石油基地である。

九号地は，昭和36年名古屋港域の最南端に内

陸部と隔絶された石油基地として誕生したが，

名古屋港の発展に伴ない， 図1にみるように，

現在では港域の中心となり，名古屋港は胸中に

爆蝉を抱えているかっこうになってしまった。

面積210万m2の埋め立て地に， 20社の石油会

社が進出し， 400基の石油類貯蔵タンクに常時

100万klが貯蔵されている。そして，連日，周

辺の海上には大小さまざまのタンカーが密集し

陸上では千数百台のタンクロ ーリーが，危険物

を満載して，東海3県下の各事業所に向け疾走

してゆくのである。また，相当数の鉄道貨車の

タンクによっても運搬されている。

したがって，九号地周辺では，海上， 陸上を

間わず，大規模な災害発生の危険が絶えず潜在

しているとい っても過言ではない。

過去における危険物事故例

九号地における危険物事故例としては，過去

は4件の火災と， 4件の危険物流出事故が発生

している。いずれも大事にいたっていないが，

その状況は次のとおりである。

(1）火災事故例

屋外貯蔵タンクの火災 昭和36年，スタンダ

ード・ヴァキューム石油（エッソスタンダード石

油の前身〉油槽所で，ガソリンを貯蔵していた

5 000 M のタンク修理にさいし， 2基の送風機

を使用して，対角線上にあるタンク下方のマン

ホールから上方マンホールをへて外部にエアー

プロー〈ガス排出〉を行なうため，まず1基の送

風機を始動させた。さらに反対側の送風機にい

たりスイッチを入れた瞬間爆発し，タンク内部

が燃焼したものである。
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図 1九号地位置図

送風機のスイッチが防爆構造のものでなかっ

たので，反対側の送風機から排出されたカヂソリ

ンの蒸気がスイッチの火花により引火したもの

である。作業員2名が全治1か月の火傷を受け

焼損したタンクの被害は 900万円であった。

タンク口ーリーに危険物を充てん中に引火 昭

和43年に丸善石油油槽所で，次いで昭和45年三

菱石油油糟所のタンクローリー詰め場（危険物

一般取り扱し、所〉で，石油類を充てん中にそれ

ぞれ火災を起こしている。

前者は，ガソリン充てん中，注入開始後約10

秒くらい経過したとき引火した。原因はローデ

ィングアーム（給油装置〉の先端にビニールパイ

プを使用したため，静電気が蓄積され，放電し

たさいの火花により引火したものである。

後者のばあいは，ガソリン配送後に灯油を充

てん中， 5そうに区分されたタンクのうち最後

のドームに約l50lくらいを注入したとき，マン

ホール内で、引火爆発を起こしたものであるが，

これも静電気の火花による引火と認められた。

同油槽所には，ガス放出設備が設置されてい

たが，その設備を使用しないでの事故だったの

で，関係者にはもちろん，九号地内各社に対し

でも， ガソリン配送後灯油を積載する［まあいは

必ずタンク内のガスを放出して充てんするよう

警告した。

両者ともタンクローリー l台が焼損し，運転

手がそれぞれ火傷を受けた。

電気配線の短絡で油ポロに引火 昭和45年出光
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興産油槽所で発生したものであるが， ドラムか

ん洗機工場で油ボロに，電気配線の短絡による

火花が着火した。長さ20mのキャプタイヤコー

ドの先端を金属製パイプ（長さ lm）にとおし電

球をつけていた。コ ードとパイプの接触部分で

コードが破損し短絡したものとわかった。この

火災も発見が早く， i由ボロ若干を焼けこげさせ

たのみであった。

(2) 危険物流出事故例

危険物流出事故と しては，貯蔵タンクからガ

ソリンを地中に流出させた例1件と，海上に重

油を流出させた例3件がある。

貯蔵タンクからガソリン流出 昭和37年に，三

菱石油油槽所の 2000kl貯蔵タンクから約20kl

のガソリンが地中に流出した。流出発見と同時

に消防機関に通報があり，消防車も警戒出動し

九号地全体が緊張したが幸い火災にいたらなか

ったので、関係者一同ホッとしたものである。

調査したところ，漏洩個所はタンクの底板か

らであった。底板の溶接個所でなく，鉄板その

ものに，長さ1.7cm，幅1.2cmの穴があいてい

た。穴があいた原因と しては，当該タンクは，

ちょうど伊勢湾台風時に建設途上であり，台風

による転倒あるいは移動防止のためタンク内に

何本も支柱を立て，これよりワイヤーで支えた。

この支柱を立てたときに底板に傷がついたか，

あるいは，タンク製作中に高所から工具か部品

等を落下させて傷ができたものが，伊勢湾台風

時の高潮で九号地が海水につかり，多量の塩分

が地表に残り，腐食が早められ穴があいたもの

ではないかと考えられる。

海上に重油が流出 昭和44年に日本石油およ

ひeエッソスタンダード石油，昭和45年に出光興

産油槽所で，いずれもタンカーから陸上の貯蔵

タンクに重油を送油中にタンカーが動いたため

ローディングアームが折損したり，ゴムホース

が結合部から離脱し海上に相当量の重油を流出

させたものである。

事故発生とともに，海面にオイルフェンスを

はり， 内部に中和剤を散布したりして処理され
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たが，結果としては，原始的なむしろによる回

収が効果的であったと聞いている。

九号地の防災対策

九号地における災害発生危険については，前

述したが，防災対策としては，次のような計画・

協約等が設けられている。

(1) 名古屋市産業災害対策計画

この計画は，災害対策基本法にもとづく名古

屋市地域防災計画の一環として，九号地石油基

地を対象に，不測の事故や，地震 ・台風等の天

災に起因する，石油類 ・高圧ガス等危険物の爆

発，大火災などの産業災害を未然に防止すると

ともに，災害発生時における諸対策の円滑な実

施を図るためにつくられたものである。

計画の内容は，次のように定めている。

名古屋市の処理すべき事務 名古屋市は，防火

関係機関の協力を得て，産業災害の防災に関し

災害予防および災害応急対策について，次のこ

とを実施するものとする。

ア．危険物施設の保安の確保に必要な指導 ・

助言および立入検査

イ．情報の収集 ・伝達および災害原因の調査

ウ．避難の指示 ・勧告および災害広報

エ． り災者の救助および保護

オ．消防活動

カ．緊急輸送の確保

キ．警戒区域の設定

ク．公共土木施設に対する応急情置

関係企業の処理すべき事務 関係企業は，産業

災害の防止について第1次的責任を有するもの

として，名古屋市および防災関係機関の防災対

策に積極的に協力するとともに，災害予防およ

表 1化学消火剤等の備蓄状況

｜エアフォサ川ドライ｜油 ｜オイノレ：）%πす フォーム｜ケミカノレ処理剤｜フェレス
名古屋市I129ム713il l¥ 1調 l[ m 
紅森島 6吋l叫 I I 99asl 
九号地企業｜必0 45判 I iso s叫 2η 
合計 ＼651坤4必s[ 4 8941 117~ is吋 2加

64一予防跨報

図 2九号地防潮堤計画図

び災害応急対策について次のことを実施するも

のとする。

ア．自衛消防組織の整備拡充

イ． 防災に関する教育および訓練

ウ．防災用設備および資器材の整備等

エ．初期消火活動等の応急措置

オ．防災関係機関の応急対策活動に対する誘

導ならびに積極的な協力

(2) 油類特殊業者（施設所〉等消防相互援助協約

この協約は，石油類の火災時に消防機関が必

要を認めたとき，各企業が保有する消火機械や

消火剤を相互に提供しあい，被害の軽減に協力

援助することを目的に締結されている。消火剤

等の備蓄状況は表1のとおりである。

(3) 九号地海上災害相互援助協定

この協約は，九号地でさん橋または岸壁を所

有する（借用している〉企業が，海上で火災 ・危

険物流出事故等の発生したばあいに，消火剤・

オイルフェンス ・油処理剤等を相互に提供しあ

加号（1971.l. 1) 



い，被害の局限を図るために結ばれたものであ

る。

(4）高潮l防抑！堤の建設

伊勢湾台風の教訓をいかし，特別立法による

高潮対策事業として，名古屋港問辺に，天端高

が名古屋港基準面上6mとし、う防法lfl駐在が延長20

kmにわたり建設されたが， さらに図2のよう

に九号地の周囲にも昭和47年完成をめざして工

事が進められている。この防潮虎は高潮の被害

を防ぐとともに，石油類の海上流出をも防止す

る目的をもつものである。

したがって関口部が少なく，各社のさん橋か

らの配管も防潮堤をまたぐように改修された。

(5) 石油類貯蔵タンク防油提等の改修

昭和37年に発生した新潟地震の教訓をいかし

40年に危険物関係法令の改正が行なわれ，防混l

l是および取管に耐震性をもっ構造に改修するよ

う義務づけられた。九号地においても，ほとん

どのタンクが改修を要する施設に該当したが，

各企業の積極的な協力で，休止中のものを除き

全部が改修された。また消火設備用の配管も白

主的に耐震 表 2九号地石油基地従業員数一覧表

性をもった
会 社 名 昼間従業貝数夜間従業員数

ものに改修 エッソλタンダー 71(10) －・p-
ド石油l司

された。 共 石油 40(21) tη , 

(5) 危険
三菱石油 ， 70(54) :! 

昭和石油 ！ 55(25) つ】

物安全管理 日本石油 ｜ 150(90) 3 

指導 出光興産 110(25) 4 

丸善石油 60(36) 2 
消防機関 （＝井指針三井物産 26毛ーピ
では，危険 第l燃

兼松江商 19(18） 。 2 

施設に対し 三菱商事 ｜ 49 5 

年間3回以 三幸工業所 1 11 l 

伊藤忠商事 9(8) 2 
上の立入り 14(4) l 

検査を行な 一光石油 22 2 

い適正な維
ゼネラノレ石油瓦斯 10 1 

丸紅飯田 υ " 1 

持 ・管理に 神港ケミカノレ 3 3 

ついて指導 中電新名火 300 100 

中野工業所 50 1 
しているが リノーノレ油脂 ｜ 200 35 

例年6月を メE弘3、 言十 I 1274(317) 172 
「危険物安 註：：カッコ内は下請け従業員を示す
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全管理強調月間」として全市的に強力に危険物

の安全管理を指導している。とくに九号地にお

いては，市内各消防署の応援を得て，各油槽所で

タンクローリのいっせい検査を実施している。

また，所轄港消防署においても，九号地発展

協議会を通じ防災指導を行なっている。

九号地における防災上の問題点

(1) 夜間における防災体制の強化

昼間においては各企業とも職員あるいは従業

員により自衛消防隊が組織され，万全とはし、か

ないまでも，初期の防災体制がとられている。

しかし，夜間においては表2のどとし各企

業とも宿直者程度で防災機関に災害発生を通報

するぐらいしか期待できない。九号地の特殊性

を考慮すると，夜間においても，初期の防災活

動に従事できる要員（規模によって差異がある

が3 5～10名〉の確保が望ましい。

(2) 立地条件からみた問題点

九号地の立地条件は，前述したよ うに名古屋

港の胸中深く抱かれたようなかっこうで，さら

に1本の橋のみで内陸部と結ぼれているので朝

夕のラッシュ時の混雑ぶりはものすごく，地震

でこの橋が通行不能になったばあいは防災上で

も由々しき大問題である。

計画によると， 高速道路南部環状線が九号地

を東西につなぐことになてっているが，同道路

の早急な実現が望まれる。

(3) 防災体制の総合的な組織づくり

前述の各種計画や協定が設けられてはいるが

陸上と海上とでは防災に関する指導機関が別個

であり，両者の防災機関と関係企業の総合的な

防災組織が未完成なので，早急に組織づくりを

行ない防災体制の完墜を期すべきであろう。

以上，九号地石油基地の防災対策について愈見を

述べたが，間基地においては前述のとおり，絶えず

大規模な危険物災害の発生危険が潜在しており，消

防機関としても防災担当機関として，よりいっそう

災害防止の重点的な指君事を行ない，災害予防の万全

を期したいものである。

（筆者： Fテマツイサオ ・名古屋市消防局消防部予防課〉
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スプリンクラーの効果と実例

1. スプリンクラーの効果

スプリングラーは“生命財産を守る効果あり”

といわれている。火を初期に消す装置だからで

あり，消火による人命救助装置ともいえるだろ

う。ホテルで熟睡中，スプリングラーが働き，

冷たい水の放出で客が限をきまし，助かったこ

とがある。

多くのばあい，スプリンクラーの初期消火で

助かるが，スプリンクラーは，必要な熱が発生

して後はじめて作用するので，眠っているとき，

ベッドや衣服に火がつくと，その燥で死亡する

ことがある。したがって，火災感知器もあわせ

備えるのが安全ということになる。病院や老人

ホーム等はぜひスプリンクラーと感知探が必要

である。またせっかくスプリンクラーがあって

も，爆発のときは使用不能になり役立たず， 多

数の死者が出ることもある。

スプリンクラーが被害を最小限に止める効果

があることは多言を要しないが，消防隊の消防

戦闘の関係について， 1968年11月 N.F.P.A

の技術長ホラチオ ・ボンド氏が，消防隊の消防

戦闘の不合理を指摘しているので，概要をあげ

てみよう。

「高層ビルは，耐火構造でも，出火時火煙によ

りたちまち危険になり，強力な消防力が必要と

なる。もしスプリンクラーがあり，消火用の水

がすべてのピルに通っていたら，消防戦闘は経

費が少なく有効に行なわれる。火煙や一酸化炭

素の毒は，パイ プ・シャフト，階段，エレベー

ター ・シャフトにより，煙突のように拡大し，

66一予防時報
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消火と避難を妨害し，人力によってはこのシャ

フトの煙を局限する実際的手段がなく，スプリ

ンクラーこそが，火を防ぎ煙を防ぐ，というべ

きである。（この結論は消防隊や N F.P.Aの

メンバーが，ホテル，アパート等の 550件の火

災調査の結果である。〉 この調査によると，ス

プリンクラーのないピルで・は60～90人の人力を

要していた。 1966年1月5日のルイジニアのヒ

パニア銀行火災のときは， 24階建ての13階から

出火し，スプリンクラーがないため，消防隊は

10口を2時間も使い不必要な注水をして， 1か

所の必要な火点には長〈注水をしなかったので

ある。 13階と14階の中の可燃物を燃やした。

1959年1月10日のニ ューヨークのアメリカ赤十

字ピルは7階建てで， 7階のキャンパスのボロ

の貯蔵所から出火したが，スプリンクラーがあ

ったため， 1台のポンプ， l台のトラ ックと，

15人が出動したのみである。スプリンクラーが

なければ60～70人を必要としたのである。消防

活動を合理的にし，居住者を危険にしないため

には，スプリンクラーを設けるほかはない。ス

プリンクラーこそ，有効かつ経済的に高層ピノレ

を守り得るのである」と。

わが国では，消防協会で， 11階以上のピルと

劇場，デパート等の特定対象物に，スプリンク

ラーの設置を規制し，アメリカとカナダの建築

物協会は，多数人収容のピルに，スプリ γクラ

ーの設置を定め， オーストリアのシドニーで

は， 150フィートより高いピルには設置を義務

づけ， 80フィートを越えるピルは，消防隊が設

置を勧告している。
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とにかくスプリンクラーの効用は，生命財産

を保護するのみでなく，消防隊の消防戦術を合

理化する点も注目すべきである。

2. スプリンクラーの成功と失敗

いかによいスプリンクラーでも， 必ず成功す

るとは限なし、。その成功失敗の割り合いと失敗

の原因は，どのようであるかを， 1970年 8月の

表 1 成功 ・失敗の筈I]り合い

1897-1924年 1725-1969年
L ~ 

l火災件数 ｜パーセント｜火災件数 lパーセント

成功 I31388 I 95. 8 18291 
失敗 I 1 390 4. 2 3 134 

96. 2 
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表 2 用途別の成功 ・失敗

件火数山 失敗 成功成功率

陛公（ホ宣院君テ事定窃高訴ル業育眠命通，中の医薬アピ附小の館ルハ所学会，〉校ピI:: ピ公学トIヒビ主等幼生堂稚〉施 ノノレレ 1 073 48 1 0 95. 5 
（劇等〕 1551 52 1 49 96. 5 
教 ノレ ｜ 
（ 大図） 241 20 221 91. 7 
法 ノレ ｜ 
（ 病設） 305 12 2931 96. l 
事 ノレ
（事 494 13, 481 97. 4 

商 ノレ ｜｜  
（デノミッーヒトト等， ストアー， マ ! G 2371 1761 6 0611 97. 2 
ーケ 〉 ｜ 

産業 ノレ（工場等） 66 945 2 351[ 54 594 96. 5 

飲料，重油 543 64 479 88. 2 

化 学 I4141 198 3 949 95. 2 

繊維I539 25 514 95. 3 

食料品 2484 明 2叩 94.6 
ガ ラ ス回判例 95.6 

皮製品 I2 864 1 2 750 96. O 

メタノレ製品 98071 3 9閃2 96. 9 

鉱物 394 375 95. 2 

紙製品 71471 2刊6913 96. 7 
ゴム製品 1 61 1 4281 95. 9 

織物ー製 造 16 山内 98.2 
織物 一 過程 6 明 6400i 98. 1 
木材I53531 叫 4鉛1190. 8 

貯蔵ピノレ（倉庫〕 41 37 3 91. 0 

その他のピノレ 4191 871 3321 79. 2 

総 計 1814251 3叫782911 96. 2 

84号 (1971.1-1)

ブアィア ・ジャーナル号に載っている「スプリ

ンクラーの1970年版」の表（表 1)を参考にして

みてみよう。

この表によれば，成功率は約96パーセントと

いうことができる。すなわち，成功の割り合い

が多く，失敗は少ないことがわかるだろう。

次に，用途別に1925-1969年の火災件数の成

功 ・失敗の状況は， 表2のとおりである。

また，スプリンクラーの失敗の原因詳細を知

ることは2 とくに大切なので， 1925-1969年の

不成功の原因を用途別に示した表を次ページに

かかげる（表3）。

3. 成功実例

筆者が日本報知機工業会より得た成功資料を

見ると，

①昭和41年 1月29日 デパート

午後l時，開店中， 7階売場ベニヤ区画倉庫

のダンボール箱に，たばこの吸いがらで出火

し，スプリンクラーが作用し，ダンボール若干

焼失にとどまる。

②昭和41年9月18日 デパート

7階従業員室閉店後，リノリウム張り替え

中，糊に引火，スプリンクラーが働き，天井，

テックス，カーテンのみの焼失にとどまる。

③昭和41年11月19日 デパート

6階寝具売場，夜9時20分，スリム・ラインが

過熱し，枕に引火。スプリンクラ一作用し，枕

のみの焼損にとどまる。

④ 昭和41年3月30日 ナイトクラフ

4階以上事務所とマンションのビ．ルで，夜間

のl時半ごろ，地下2階のナイトクラブから出

火し，スプリンクラーにより，いす，じゅーた

んの焼失にとどまる。

⑤昭和41年3月1日工場

午前10時，溶解室付近で作業中，接着剤18l 

に引火。スプリンクラーにより，接着剤のみの

被害にとどまる。

＠昭和41年8月15日 混合用途ビル

地下l階廊下くず入れ布袋より，夜10時35分

出火し，スプリンクラーで，布袋の焼失のみに
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表 3失敗原因表
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待機し，閉幕寸前に点火し，閉幕と同時に回転

して，正面向きとなったところ，そのローソク

の火が，回転による姿勢の移動により，

にふれ，着火したのである。

どん帳に着火するや付近の従業員が消火器で

消火に努めたが，消えないので，客席でショー

を見ていた支配人山崎氏は，これを知るや舞台

にかけ上り，舞台に装置しであるスプリンクラ

ーの開問弁を開いたのて＼すぐ火が消え，客の

避難がスムーズに終り，客の一部は火災を知ら

60 3 7 46 

4可二「
l I 

E十 3134 

どん帳

とどまる。

⑦ 昭和42年1月9日 混合用途ビル

午前5時， 9階の蒲焼きやで，簸製くずかど

から出火し，スプリンクラーにより，板壁，

井の一部の焼損にとどまる。

天

ぬほどであった。

昭和44年2月5日午後9時ごろ出火の，郡山

市の磐梯ホテルの火災は，死者31名に及ぶ惨火

となり，筆者も実地調査したが，ホテルの大広

間の舞台より出火した火は，近接のノミラダイス

（観客がショ 一見物中〉に急速に拡大して， その

予防防績－69

次にスプリングラーが，人命救助装置で、ある

との好例として，岐阜市消防本部より得た事例

をかかげる。

昭和42年12月19日夜10時35分，岐阜市弥生町

のキャバレー「カサプランカ」より出火した。当

時観客250名，従業員 200名の計450名がおり，

l, 2階は満員で， 3階は，客カ旬、なかった。

小林某が，シ ョーに出演するため，舞台どん

帳より約 lm離れたところにいて，客席と反対

方向に向ってかがみ，右手にローソクを持って

84号（1971.1.1) 



火煙の急速の拡大は驚くほどであり，あのよ う

な大惨事となったのであるが，もし，ホテル大

広聞の舞台に，スプリンクラー装置があれば，

岐阜市のばあい同様たちまち火が消え，この よ

うな惨火にならなかったと思われてならない。

アメリカでは，前掲のとおり成功実例は数限

りなくあるが，次に，数例をあげる。

① 1969年4月21日料理屋

ワッドスワース ・カンスの料理屋より出火

し，料理人がくず部屋へ行こうとしたとき煙を

発見， ドーアを聞くと，スプリンクラーが作用

しているのを認め，くず一杯のボール箱のみで

消し止めた。

② 1966年12月28日病院

ウエストポート ・コンチネットの病院で，寝

台で喫煙の火がマットレスに着いたが，だれも

知らずにいたところ，スプリンクラーが消火し，

消防到着のときは，必要がなかった。

③ 1961年8月2日 病院

少女が病院で火のついたマッチを投げ，ベッ

ドの衣類に着火し，スプリンクラーが火を消し

た。ナシア ・ニューシャンプシャイヤの火災で

ある。

④ 1961年2月7日 病院の屋根裏

傾斜の屋根の屋根裏のスペースで溶接作業を

していたところ， スノミーグが紙に着火し， Tこる

木と天井のつな木の火炎は， 溶接屋が何も知ら

ないうちに，屋根裏の llOのスプリンクラー中

20が作用して消し止め， 天井は燃えなかった。

これは， ミッドランド， ミシガンの病院火災で

ある。

なお1965年N.F.P.Aの相談役のロパート ・

マルトン氏は，かくれたスペースの火災危険と

題し，屋根裏の火災危険を強調し，スプリンク

ラーの設置の必要を力説している。その根拠と

して，このスペースから出火しても，惨火が起

きるからだとしてる。 1963年ll月のオハイオ州

のフイチビレー療養所では，電線の故障で屋根

裏から出火し，83名死んだのが，屋根裏にスプ

リンクラーの必要を知る実例である。

70ー予防時報

⑤ 1963年1月 無窓デパート

ニューヨークのヒックスピレーの 5階建てデ

パートで， 5階より出火し，無窓ピノレ内の 177

個のスプリングラーが聞いて， 25平方フィート

の焼失，損害百万ドルに止めた。消防隊の消火

作業は至難で，スプリ γクラーの効果知るべし

である。

⑥ 1964年9月15日 老人ホーム

マサチューセッツのレキストン市で老人ホー

ムに20名いた。棄てたマッチの火が浴衣に着

火，いすのかけ布に着火したが，火災感知機と

スプリンクラーがあり，無事避難した。

火災感知機も早く火事を知る上で、役立つたの

である。睡眠のビルは，この 2つを備えるべき

である。

イギリスで成功の例は， 1966年11月7日パー

ネンマウスのデパートの花火火災である。 2階

で，大量の花火が爆発し，危険状態となった

が，スプリンクラーのおかげで30名が救出され

た。このデパートは，地下2階の7階建てピノレ

であり， 2階で少女が花火のカウンターを行な

い，茶箱へ花火をつめていて，点火したマッチ

をテーフソレ上の花火に投下したときに爆発した

のである。 32のスプリンクラーヘッドが花火の

カウンターで働き，火を消し，大被害をまぬが

れたのである。

4. 失敗実例

わが国のスプリンクラー失敗の実例は，筆者

の手元にないのでアメリカの実事例を掲げてみ

よう。

① 1967年2月7日 レストラン

アラメマ介｜のモントメリーのスミスアパート

の屋上レストランから出火， 25名死亡した。こ

のアパートは10階建てビルで，屋上にレストラ

ンがあり，このレストランの更衣室から出火し，

避難口の欠陥とスプリンクラーのないため，食

堂の客の一部が避難できずに死亡した。消防は

10階にホースを持ち上げ消火に苦闘した。この

ピルは，地階と地下2階にスプリンクラーがあ

ったが，屋上家屋に消火のためのスプリンクラ

84号（1971.1.1)



ーがなかったためである。スプリンク ラーの一

部装置の例である。

② 1965年12月24日 ホテル

ニューヨーク，ニュジャジーのミリタリー・パ

ークホテルから出火， 4名死亡した。 12階建て

のピルで，火は2階のロピーで，クリスマス ・

ツリーの木に着火し，近くのカーテンに燃えう

つり， 2階に拡がり，階段と空調ダクトでビル

内に拡がったのである。火はロビーの階段から

その上の階に延焼したが，階段にあるスプリン

クラーは効果がなかったのである。 5,6階の客

は，階段に煙が充満して，避難できずに苦しん

でし、たが，消防隊に救助された。救出された20

名中2名が死亡， ロビーで窒息死した婦人2名

古 を加え， 4名の死亡者を出した。階段のスプリ

ンクラーが効果なかったかどうかについては，

ここでは何とも断定し難い。ただ，作用はした

が上方延焼を阻止する効果がなかったとは，推

測し得る。

③ 1956年12月23日 病院

ミネアポ リス， ミネソタのレンガ造り〈根太

梁木造〉の病院の木の階段で，たばこの火から

火災となり，患者は避難計画に従い無事避難し

たが， 50000ドルの損害を受けた。病院には，

地下と屋根裏にスプリンクラーがあるのみで，

辛← 出火場所になかったためである。 一部装置の例

である。

④ 1961年12月8日病院

ハアート ・フォ ード， コンネチカットの13階

建てで，世界で，安全なビ、ノレの 1つといわれて

いたが，廃物用シュートから出火し，患者・従業

員・客あわせて16名死亡した。 9階の廃物落下装

置のドアから外へ燃え出し，内廊下へ拡がり，

9階の人（9階には，108名の患者と100名の従

業員と訪問客がし、た〉が危くなり，可燃性の天

井も燃え，ついに16名死んだのである。シュー

トの開口部は，シュートそのものの直径と同じ

ため，シュートは，物で妨害されるようになっ

た。そのため，シュートのト ップにあるスプリ

ンクラーが火災の時作用する妨害とな ってい

て，スプリンクラーは効果なかったのである。

84号（1971.1. 1) 

5.むすび

以上スプリ ンクラーの効果や成功失敗の実例

をあげたが，このスプリンク ラーあったならば

惨火は防け．たといわれる実例は，世界で少なく

ないのである。その代表的な例を示すと，

① シカゴのカトリック学校 93名死亡

授業中の出火で，スプリンクラーがあれば，

階段下から階段へ火の上昇が防げたといわれて

いる。 (1958年12月1日出火〉

② イノパシオンのデパート 325名死亡

ベルギーのブリュツセルのデパート火災で，

死者の多きに世界を驚かしたが，スプリンクラ

ーのないのも一因であったといわれている。

(1952年5月22日出火〉

③ 老人ホーム 40名死亡

アメリカのノート ・ターメ ・ジュ ・ラタシの

3階建て木造の老人ホームで出火し， 寒さと強

風で火のまわりが早く， 67名の老人中， 40名死

亡した。スプリングラーがなかったためであ

る。 (1969年12月12日〉

要するに， ビルにスプリンクラーが完備しで

あれば，火災の損害を著しく軽減し得るのみな

らず，惨事を防げることが，以上の実例により

知ることができる。消防隊も，スプリンクラー

のあるピルは，わずかの消防力で，合理的な戦

闘ができるのであり，スプリンクラーの無いピ

ル火災に，強力な消防力を動員しても，火煙に

妨げられ，いたす．らに煙と水の被害を多くする

のとは比較にならなし、。スプ リンクラーこそビ

ル火災に合理的な戦闘をなし得る装置というべ

きである。

スプリンクラーの設置を，協会で規制されて

いないビ、ルにも，努めて真に有効なスプリンク

ラーを普及すべきものと考える。

スプリンクラー完備のピルは，保険料率で考

慮、することも，その普及を促進する上におおい

に役立つものと信ずる。

〈筆者：ヤジマ ヤスオ ・日本防火協会理事〉
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災室メも
=9月・ 10月・ 11月＝

《火 災》

じ＞9.2 東伏見小焼く（保谷〉 学

堂の放火により北側プレハプ校

舎400m2を全焼。

じ＞9目10 福田屋デパー卜で火災

（宇都宮〕 （本文参照〉

t> 11. 1 ダンスホールで142名焼

死（南フラソス〉 非常口にカギ

がかかっていたこと，ホーノレが

可燃性材料でできていたこ と

が，被害拡大の原因c

《交通》

t> 10. 9 東武伊勢崎線で踏切事故

（口絵参照〕 東武線での大惨事

は44年末から 3回目。私鉄が，

安全対策改善を口実に運賃いっ

せい値上げをした矢先の事故。

t> 10. 14 修学旅行で46名死亡，

特急とパス衝突（韓国〉 ソウル

南西80k.mの長項踏切で，パス

が一時停止を台、たり衝突 ・炎上

し，死者46名，重軽傷31名を

IHした。

t> 10. 17 今度は列車（韓国〉 江

原道j京州の中央線で，修学旅行

中の列車が貨物列車と衝突。死

亡20余名，重軽傷120数名。

じ＞10. 31 列車衝突事故で140数名

死傷（南アフリカ〉

t>11.15 湯前線で貨車暴走，列車

に衝突（熊本〉 入替え作業のミ

スが原因。重軽傷者91名o

t>11. 24 線路にダンプ転落，急行

と衝突（鹿児島 ・日堂本線） 急

行が横倒しとな り，乗客2名が

死亡， 20数名が重軽傷。この種

の転洛事故は， 44年度に88件，

今年度はすでに50件を越えてい

る。

《爆発》

じ＞10. 24 三菱重工業長崎造船所

で爆発事故〔口絵説明参照〉

じ＞11.17 相つぐ住友金属の炉の

爆発（和歌山〉 住友金属工業和

歌山製鉄所の均熱炉の煙道が爆

発し，死者2，負傷16名をl:Uし

た。同工場では13日にも熱風炉

付近で死亡し負傷3名の爆発

事故をおこしており，45年に入

って下請け関係も含めて，死亡

15，負傷280名に達している。

《風水害》

[> 11. 13 高潮で，苑者行くえ不明

10数万人（東パキスタン〉 サイ

クロン（台風〉による20mの高槻l

で，数島が消えるなど，ガンジ

ス河口付近が膨大な被害を受け

た。死者は，その後コレラの発

生などの追い打ちで50万人（25

日付政府発表）にのぼり，被害

総額はいまだ不明である。

じ＞11.19 東北一帯に大雨 北上

した大型低気圧が影響したもの

で，常磐線その他では土砂くず

れ，千葉県で死者3，浸水2千

戸。東京ゼロメートノレ地帯では

5百戸浸水。

《海 難》

t> 10. 16石廊崎沖でタンカー爆発

（口絵参照〉

[> 10. 23英仏海峡でタンカー衝突

（口絵参照〉

t>10. 30浦賀水道でも（口絵参照〉

じ＞11. 28東京湾でタンカー爆発炎

上 ていむず丸の原油タンクが

爆発。数回の爆発を繰り返して

12時間後に鋲火された。原油を

おろしたあとなので大惨事をま

ぬがれたが（4人不明， 24名重

軽傷〉， 原因は気化した重油に

引火したものとみられる。

《地 震》

じ＞10. 16東北に地震，酒田・盛岡

などで震度4 震源、は秩岡県境

の栗駒山付近で，東成瀬村で230

戸が損壊。国鉄北上線などに被

害を受けた。

［＞三井鉱山三池鉱業所三川鉱の坑内

火災の刑事責任が「時効」となった。

創刊 1950年 （昭和25年〉

編 集

67年9月28日に発生したこの火災は
後 ｜記

消火のため応急的に密閉されたが，

その後も坑内が燃えつづけており，刑事責任の時効

期限（3年〉までに原因究明ができなかったからであ

る。これで監督局と県瞥の痩査は打ち切られ，火災

原因と刑事責任は坑内に幽閉されたままとなった。

だが， 7名が死亡し，いまなおCO中毒患者の約半

数142名が「後遺症」で入 ・通院している現実に向

い合うとき，あらためて「時効とは何か」を社会的

に問いなおしてみる必要がありそうである。 (X) 
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英仏海峡でもタンカー衝突
10月23日夜、イギリス南部海岸沖合いの英

仏海峡で、リベリアのタンカー「アレグロ」号

(46 OOOt）と衝突して付近の浅瀬に座礁した

りベリアのタンカ＿r／.：：シフィック・グローリ

一」号（42OOOt）は、猛烈な黒煙を上げて燃え

つづけたが、 25日、ょうやく消し止められた。

この事故で、水死者5名、行方不明8名を出

しTこ。 写真。WIDEWORLD PHOTO 



ドスライ映画刊行物

5円

一秒の価値一－－－－－一・・ーーーーー・・・・・ .. •· · 10, 000円

赤い信号・ー・ー・ ー・ーー ・・・・ー・・…・ー・・・・…ー50,OOOP:J 

みんなで考える工場の防火・・・ ........ 38, 600円

あぶないグ あなたの子が・…・・・ー・…ーー50,000円

みんなで考える火災と避難・・・・・ 一.・・45' 000円

あなたは火・JJ.の恐ろしさを知らない一75,000円

（回…町旅館…校／商
山函館川悶所／公

ス夕ンド／病院．診療所／理髪店．美容院

ご案内

高層ビルの防火指針（改訂版）…・・・・・・・50円

駐車場の防火指針（改訂版）…………・30円

地下街の｜坊火指針（改訂版）・………・・50円

プラスチック加工工場の防火指針（改訂版）・・70円

スーパー7ーケ y トの防火指針（改訂版）… ・45円

L Pガスの｜坊火指針・ーー・・・・・・……・…・・40円

ガス溶接のJl)J火指針（J¥11補版）一…一 ・・60円

高層ホテル・旅館の防火指針ー・…… ・35円

石油精製工業の防火 ・防爆指針… 100円

自然発火のl坊火指針・ー・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・40同

石油化学工業の防火 ・防骨量指針・・ 120円

タンク類の防火 ・｜坊燦指針・・・・・ー・・ 130円

ヘルスセンターの防火指針・・・・・ー ・・・・・50円
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消火器（その選び方と使い方）－－－－ .. 7' 100円

屯気火災のお話・・・・・・一......................5, 700円

プロパンガスの安全ABC ・・・・・・・・・・4,650円

石油ストープの安全な使い方－－－－－ .. 6,500円

火災にそなえて（職場の防火対策）・・・…...6, 350円

国宝の防火設備（日光東照宮）.............. 6, 150円

危険物火災とたたかう…・・・・ー・・・・・・・・・… 6,700内

消火装置・ ・・・ ・・・・・・・1・ ・・・・・・・ 6,050円

火災報知機 ・・ ーー……ー …・－－ 5,150門

家庭の中のかくれた危険物………・….6,300円

やさしい火の科学・ー・ーー・・ ・・・・・ •.. 7 ,050円

L Pガスの火災実験一－－－－－－－－－－－－－一ー・・ 6,950円

くらしの中の防災知識……………… 6,200円

わが家の防火対策・・…一 一 ・・・….6, 100円

ビル火災はこわい ／・ー・ー・・－－ －－・ ... 7 ,600円

EXPO’70を守る…・・…・・…ー・……・・・・・ 10,000円

印刷工場の防火・・ーー…－－－－－一一・・・・・・30円

クリーニング作業所の防火・・ ..•• ・・・・・・30川

ビルの防火について（浜回 稔狩）…・・・・・25円

火災の実例からみた防火管理（坂本孝」符）25円

ビル内の可燃物と火災危険性（浜田稔著）・・・60円

都市の防火苔fi'l（浜田 稔箸）－一……・・ー60円

危険物袋覧的川 位行汗）ーー・・ ーーーーーー40円

工場防火の基礎知議（秋田 一雄符）…・・…60円

旅館 ・ホテルの日IJj火（府内 三日II衿一）－－－－ ・・60円

防ー
やさしい火の科学（崎川

くらしの防火手帳（山保

範行著）・・・… 300円

：［！日比）ー…－ ー150円

時十。
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映画・スライドは、防火講演会庵談会のおり、ぜひ

ご利用ください。本会ならびに本会各地方委民会（所在

地札幌・ f1!1f；・新潟・償浜 給問・金沢・名古屋・点

目11・大阪・神戸広島.i'.''1松稲岡）にて、無料で貸し

Illしをいたしておリます。

どんな消火器がよいか・ー ・・・ .............. 5円

プロパンガスを安全に使うために一－一回・・・・・・5円

生活と危険物ー 一…・ … … … ・・・一 5円

火災報知装ill'…・・………・・…・… …－－ ・・・・10円

東京都千代田区神田淡路町2-9郵便番号 I0 I 
電話・東京（03)255ー1211（大代表）日本損害保険協会社団

法人
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